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はじめに Preface

舘脇操 MisaoT ATEW AKI 

ここで用いる奥日光とは，大体中禅寺湖の北から日光連峯を境とするの地を含める。

この奥日光は日本の自然科学者にとり fieldresearchesのメッカ・メジナである。徳川幕

府の頃から採薬使にとっても日光地方は宝庫の一つであったが，明治の開幕と共に，わが

国に泰西の自然科学が導入され，東京がその中心となってからこのかた，明治の終り，さ

らにまた昭和の始めに至るまで，日光ぐらい野外研究に利用され，また愛されたところは

あるまい。もし日本でここと匹敵するところといえば，箱根をあげなければならない。

私が始めて日光に行ったのは実に明治 42年の小学校の時で，馬返から歩き始め，今の

r~ 、ろは坂」の途中から白雲の滝，華巌の滝を見，それから中禅寺湖に行った。大正 8年に

も中禅寺に行ったが，この時までは何となく日光に行ったまでの話である。ところが大正

13年，武田久吉博士の蝶尾に付して，今はなき山口成一氏と半月余に亘り，尾瀬から日光に

かけ，丁度今の日光岡立公園内の植物生態学調査をしたことがある。この旅行の最後に，

私達は川俣温泉から金田峠を越して，切込，刈込両湖を経て，湯元に至り，湯の湖から湯

滝，泉門池を通って柳沢林道に出，それから戦場カゃ原を通って湯元に帰った。この時の植

物景観1)の印象は私に強くやきつけられた。 1939年の 12月，京都大学で笹類の研究をし

た時，帰札の途上， 1940年の初春， ひとりで、ニツコウザサを見に，華巌平の付近を歩い

たこともあった。 1957年，山形大学を出てから北大農学部植物学教室研究生でいた横溝康

志君が日光山塊の森林植生を研究することになり，同じく研究生であった遠山三樹夫君を

誘い 2人が主軸となり，時としてこれにl大学院学生であった辻井達一君も加わり，研究

意慾が動き始めた。特に横溝康志君は父君が森林生態学の造詣深く，当時宇都宮営林署長

であった関係から，よく該地山中深くに入って調査を進めてくれた。

1960年の 1月，私は写真家として令名あるわが友杉山吉良君に誘われ，戦場ガ原から

湯元付近の撮影にかかり，奥日光の美しさにうたれると共に，私の研究の焦点ははっきり

とした。 1961年6月， 本州中部にカラマツ林研究の旅をしたが， その終りを奥日光に過

1) 舘脇 操:尾瀬をめぐりて. 山岳 19-1.70-79. (1925) 
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し，カラマツ林とミズナラ林の美しさを見直した。そして富士見峠のコメツガ原生林の美

しさを知ったのもこの時である。そしてこの時の印象記2)を書いた。その年の 10月，スト

ックホルムの HULTEN教授と日光の旅をした。 爾来私は奥日光の“とりこ"となり，奥

日光自然保護のため，その基本調査の植物面，特に森林に重点を置いて調査をつづけた。

1963年には前橋営林局からその林業経営地帯の植生とりまとめを委嘱され， その稿

をまとめて，ひとまずこれを報告3) した。 さらに 1964年その補正調査を行なったが，同

時に栃木県，並びに日光市，奥日光自然保護協会からも戦場ガ原を中心とする植生調査を

依頼された。そこで本篇においては従来までの森林植生に関する研究を一括してここに報

知する次第である。

本報を草するに際L，前橋営林局および宇都宮営林署各位，栃木県庁，日光市役所，

奥臼光自然保護協会各位，ならびに調査に際し，特に少なからぬ援助を与えられた前橋営

林局長平野孝治氏，栃木県知事横川信夫氏，日光市長佐々木耕郎氏，奥日光自然保護協会

南間栄氏に深厚な感謝の意を捧げる。なおまた本著公刊に際して，北大農学部村井延雄，

谷口信一両教授のご配慮に感謝する。

。
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調査日 帯状区名

調査日程 Routeof the present research 

調査地 調査者

四. 18-20， 1924 

咽. 19， 1958 [3. a] [12. n] 

珊. 21-22， 1958 

。

x. 19， 1958 

X. 20， 1958 

X. 30， 1958 

XI. 8， 1958 

咽. 19-22， 1959 

X. 28， 1959 

X. 29， 1959 

Vl. 22-24， 1961 

Vl. 24， 1961 

Vll. 12-13， 1961 

‘日

[12. 1] [14. c] [15. a] 

[7. h] [7. i] [19. a] [20. a] 

[9. a] [13. c] 

[9. b] [9. c] 

[11. a] [13. a] [1:3. b] 

[15. b] [18. a] [19. b] 

[5. a] [7. g] 

[12. a] [12. b] [12. g] 
[12. k] [22. a] [22. b] 

[7. a] [7. b] [7. c] [7. d] 
[12. m] 

金田峠，湯元，柳沢林道武目的・舘脇田

前白根山 横溝町

戦場ガ原 遠山7)

辺

湖

周

込

原

刈

湖

岳

ヵ

'

〉

場

岳

d

戦
三
一
西
二

遠山・横溝

グ

横溝

// 

白根沢，湯の湖，丸山 グ

千子ガ原，西の湖 辻井.)・横溝

太郎山 グ

舘脇・伊藤的
戦場ガ原周辺，光徳道横溝・和山

富士見峠 舘脇・横溝

グ 舘脇・辻井・横溝

2) 舘脇 操: カヲマツ日記. 山脈 12-9.28-34. (1961) 

3) 舘脇 操.奥日光の森林植生. 山脈 15-6.1-10. (1964) 

4) 武田久吉， 5) 舘脇 操， 6) 横溝康志， 7) 遠山三樹夫， 8) 辻井達一， 9) 伊藤浩司，

10) 和孝雄.
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調査日 帯状区名 調査地 調査者

X. 6-8， 1961 中禅寺→湯元， 舘脇・HULTEN11l
小田代，足尾峠

XIL 25-28， 1961 湯 フじ 舘脇

1. 9-11， 1962 グ グ

班. 20-25， 1963 湯の湖 伊藤・遠山

四. 26， 1963 [14. a] [14. b] 光 徳、 グ

皿 27，1963 [7. j] 金精峠 舘脇・伊藤・遠山
。

四. 30-31， 1963 [3. b] [7. e] [11. c] 志津，富士見峠 舘脇・伊藤

四. 2， 1963 [14. f] [14. g] [17. c] 千手ガ浜，丸山 伊藤・横溝

X. 17， 1963 [10. a] [14. d] 湯滝平，小田代原 舘脇・伊藤・遠山

X. 18， 1963 [17. a] [17. b] 光徳，山王峠 グ

X. 19， 1963 [19. c] 中禅寺湖南西岸 伊藤・遠山

グ 西の湖 舘脇

X. 20， 1963 [8. b] 太郎山 伊藤・遠山・横溝

// 阿世潟 舘協

X. 21， 1963 [6. a] 柳沢林道終点付近 伊藤

1. 7-14， 1964 竜頭，西の湖，湯元 舘脇

VI. 2-4， 1964 湯 ヌじ グ

四. 3-4， 1964 [2. c] [7. f] [11. b] 男体山 伊藤・斎藤山

珊. 5， 1964 [2. d] [3. c] 富士見峠，女峯山 伊藤・遠山・斎藤

四. 6， 1964 [2. a] [2. b] 白根山，五色沼
伊藤・遠山・横溝
斎藤

珊. 7-8， 1964 [1. a] [4. a] [5. b] 女峯山 伊藤・横溝
m 

澗. 8， 1964 [8. a] 岳 遠山・斎藤

四. 9， 1964 [12. h] [12. i] [12. j] [22. d] 戦場ガ原 伊藤・遠山・斎藤

舘脇・伊藤・遠山
。

四. 10， 1964 [16. a] 弓張峠，千手ガ浜
西の湖 斎藤

X. 5， 1964 [22. g] 千手ガ原 舘脇・伊藤・斎藤

X. 6-7， 1964 
[12. d] [12. e] [21. a] 

戦場ガ原 舘脇・伊藤・斎藤[22. c] [22. e] [22. f] 

X. 8， 1964 [6. b] 柳沢林道終点付近 グ

X. 9， 1964 [12. c] [12. f] 戦場ガ原 グ

11) HULT垂N，E.， 12) 斎藤新一郎.
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I 植物研究小史

Notes on the Botanical History of Oku-Nikko District 

舘脇操 MisaoT ATEWAKI 

日光の植物学的観察が世に紹介されたのは 19世紀の後半からである。 最初に主な外

人の貢献を記そう。 1875年， NIEWERTH， A.')は“8月における江戸から日光への植物記"

つづいて， 1876年 MARTIN，G!)は“中禅寺湖畔の植物"として簡単な植生景観を発表し

た。 REINJ. J.3)はその著“Japan"において，日本のフロラの章の中の森林の部で，日光の

スギや男体山のカラマツなどが顔を出Lている。 1890年，東大農科大学に職を奉じていた

MAYR，H.は Monographieder Abietineen Japans (大日本縦科植物考)を出したが，日光

からは，ウラジロモミ，シラピソ，オオシラピソ， トウヒ，コメツガ，カラマツなどに関

して記した。つづいて 1894年に有名な北米 ARNOLDArboretumの SARGENT，C. S の名

著 ForestFlora of Japanが出た。彼は 1892年 8月，日光に赴き馬返，中禅寺を経て湯

元を採集した。その中の写真として，日光旅行から記した樹木には，ウラジロモミ，シラ

ビソ，アスナロ，カラマツ， トウヒ，スギ，ヒノキ，サワグルミ，クマシデ， ミズメ，夕、、

ケカンノミ，シラカンバ，ウ夕、、イカンノ九カツラ，ナナカマド，ウリハダカエデ，オニモミ

ジ，チドリノキ， ミツデカエデ， メグスリノキなどが姿を現わしている。そしてその中に

は当時の樹相や森林相をよくうかがえるものもある。 なお 1897年には UNGER，A.')の小

記がある。

著者等の知る限りでは， 奥日光の森林植物をよく紹介した SARGENT，C. S.に次ぐ外

人は，同じく ARNOLDArboretumのWIL回N，E.ではあるまいか。彼は東亜植物の研究

家として知られており，著書も多数あるが，その一つ 1916年に発表された TheConifers 

and Taxads of Japanがあり，その中で，イチイ，オオシラピソ，シラビソ，カラマツ，ト

ウヒ，ヒメコマツ，ハイマツ，クロベ， ミヤマビャクシンなどを記述している。そして写

真図版にはカラマツ(戦場ガ原，湯元)，コメツガ(湯元)，ウラジロモミ(中禅寺)，オオシ

ラビソ(温泉岳)， シラピソ(湯元)， クロベ(湯元)があり， 当時における湯元あたりの植

生がよくあらわされている。下って 1936年，スイスの生態学者として有名な SCHROETER，

K:)が日光から中禅寺湖畔の植生小記をスイスの雑誌に載せた。

1) NIEWERTH， A.: Eine Botanische Exkursion im Monat August von Yedo nach Niko. Mitt. 

Deutsch. Ges. Nat. Volkerk. Ostasiens 1. 9-11. (1875) 

2) MARTIN， G.: Ueber die Flora des Tschutenji-See. ibid. 2. 101-102. (1876) 

3) REIN， J. J.: “Japan nach Reisen und Studien". (1881) (not seen); Japan， travels and 
researches. ed. 2. 146-157. (1888) 
4) UNGER， A.: JapanI-3che Gebirgs・Flora. MOLLER's Deutsch. Gart. Edit. 12. 318-319. (1897) 
5) SCHROETER， K.: Eine. Exkursion von Nikko zum Chuzenji-See am 7. October 1898. Ber. 

Schweiz. Bot. Ges. 46. 505-516. (1936) 
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一方明治以降，わが国の植物界を回想すると，純正植物学の方では，東大の松村任三

博士を筆頭に，生態学の日本の開祖といわれる三好学博土も随分日光がお気に入りであっ

た。 1894年松村博士6)は“日光山植物目録"をあらわし， つづいて 3著がある。 これと

前後して 1893年安井伴市氏η は“日光山植物雑記"を，また 1899年三好博士即は独文で

“日光山植物学報知"と題し， 広汎な植生概記を発表している。 また三好博士の代表作の

ーとして知られた“日本植物景観(第 1--第四集)"中， 第2集 (1905)には「般若滝附近

森林景観JIオランダガラシJIブ、ナJIミズナラJI松柏科樹林の一部」があり， 第5集

(1906)には「日光湯元森林の景観JIアスナロJIカラマツJI湯滝附近森林の景観」がよ

い写真図版と共に記述されている。

また誰もが知っている結網学人こと牧野富太郎博土も武田久吉博士も日光ビイキの方

々で，殊に武田博土的 (1902--1906年)には植物学的見地からの報知がある。 また現代の

人には既に忘れ去られているが，矢部吉禎山，斎田功太郎の諸博土など，明治植物分類学

の大家はいずれも日光党である。 この時代の日本の樹木学者としては，白井光太郎ω，白

沢保美の両博土を挙げなければなるまい。 1915年白井博士には“植物学上より見たる日

光"の報告がある。これより少し前，松村・小泉両博士山が，菊科植物の分類を発表され，

また，中井博士山が女峰山よりミヤマジゾウカンパを報告された。

大正，昭和となっても，植物学にしろ，森林植物学にしろ，奥日光によって，その専門

への志を揺り動かされた植物学者，またはここで野外研究を鍛えられた学者は，枚挙に暇

がないといって過言ではあるまい。 そして色々な論文叫-17)があらわされたが，生物学的

6) 松村任三: 日光山植物目録. (1894);拾遺.植物学雑誌 9.427-430. (1895);野州日光の植物.植

物採集便覧 115-132;日光山の樹木 同上 169-180.(1900) 

7) 安井伴市. 日光山植物雑記. 植物学雑誌 7.185-188， 297-300. (1893) 
8) 三好学 BotanischeMitteilungen aus Nikko. ibid. 13. 123 -128. (1899) 

9) 武田久吉: 早春 (4月上旬). 日光山博物之友 2-11.7-10; 2-12.13-20; 2-13.15-22 (1902); 

キヨスミコケシノブ日光行者堂に産す.向上 2-13.8-9. (1902);ムシトリスミレ日光白根山に発見

さる. 同上 5.53-54. (1905);日光山のらん科植物. 向上.73-79. (1905);追報. 向上 151-152.

(1905); 350-351 (1905);シライヤナギの産地[稲荷川源流及び華厳滝]. 同上 298(1905); 日光山

らん科植物小目録. 植物学雑誌 19.245-250. (1905); 日光三山かけ. 山岳 1-10.32-40 (附録).

(1906) ;しこたんはこベ最南産地[日光]. 植物学雑誌 20.89-90. (1906) 

10) 矢部吉禎: 日光附近新産地. (植物雑記)植物学雑誌 17.261-262. (1903) 

11) 白井光太郎: 日光より南会津への山越.山岳1.85-95. (1906);植物学上より観たる日光. I日光」
史蹟名勝天然記念物保存会第3回報告 6-111.(1915); 日光山植物採集記.本草 12.129-134; 13. 
93-98. (1933) 

12) MATSUMURA， 1. et KOIDZUMI， G.: Synopsis Composacearum Nikkoensis. Bot. Mag. To・
kyo 24. 85-92; 93-98; 115-123; 147-155; 159-165. (1910) 

13) 中井猛之進 Betulachinensis MAXIM. 本島(日光女峰山)ニ産ス.植物学雑誌 28.236. (1914) 

14) 武田久吉: 尾瀬再探記. 山岳 19-1.20-25. (1925) 
15) 舘脇 操:尾瀬をめくv りて. 向上 67-80. (1925) 

16) 篠崎信四郎. 野州日光山植物採集紀行. 植物研究雑誌 5.408，;-<41$. (1928) . );¥. 

17) 末松直次: 日光白根紀行. 日本園芸雑誌 44-8.42-(U? (1932) 

，μ 
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にこれをひとまず集大成したのは， 19:16年東照宮から出版された“日光の植物と動物"で

東大生物学の諸氏が相寄ってこれを編集し， 高等植物は中井猛之進・伊藤洋両博土叫-23)

が担当し， 若干の生態学的観察が付記され， 1941年には関本伊八氏加が高山植物を記述

した。近年薄井宏博士26)がかなり詳細に奥日光の山岳森林植生を発表し，そして舘脇26)が

本論文の予報とも称すべき報告を発表した。

11. 奥田光森林植生概況

Outline of the Forest Vegetation in Oku.Nikko District 

舘脇操 MisaoT ATEW AKI 

今，ここに奥日光と称する地域は，中禅寺湖の北岸から，西の湖を含み，男体山およ

び奥日光に連立する諸峯なる女峯山 (2463.5m)，太郎山 (2367.5m)，白根山 (2577.6m)な

どの戦場ガ原面の地域，ならびに野州原林道の上部を含むこととする。本地域内で最も注

目してよいのは，大面積の典型的なブナ林を欠如することであろう。地相および林況によ

ると，本地域内の森林は便宜上，地形からこれを二大別することができる。すなわち，大

体 1500m以下の森林を高原林，それ以上の森林を山岳林と呼ぶことにする。

1.景観的森林相

Physiognornical View of the Forest 

i.高原林 Forestof Plateau 

戦場ガ原，小田代原，中禅寺湖北岸，西の湖付近は，地形の比較的平坦もしくは傾斜

のゆるい地が多い。火山活動の影響を受けた地学的環境で、は，カラマツ林やミズナラ林が

よく発達しており，土地的条件により部分的にハルニレ林，オノエヤナギ林，オオパヤナ

ギ林，ヤチダモ林などがあり，山火跡地にはシラヵ γパ林が成林する。また戦場カゃ原周辺

の氾濫原にはズミ林がよく発達している。また、氾濫原といえば，戦場ガ原の北部，逆川の

氾濫原に発達したイヌコリヤナギ林のようなものも特殊な林地といってよいであろう。

18) 中井猛之進・伊藤 洋: 日光の高等植物目録. 日光の動物と植物 1-124.(1936) 

19) 伊藤洋. 日光の植物分布. 向上 125-154.(1936) 

20) 中井猛之進: 日光の桜. 向上 155-158.(1936) 

21) 岸井猛之進: 日光のツツジとシャクナゲ. 向上 159-162.(1936) 

22) 中井猛之進: 日光の秋とカ L デ. 同上 163-168.(1936) 

23) 中井猛之進: 日光のササ. 同上 169-175.(1936) 

24) 関本伸八: 日光山主要高山植物. 栃木便覧 429-432.(1941) 

25) 薄井 宏: 男体山大薙崩壊地の推移植生と周辺の極盛相森林. 第 63回日本林学大会講演集 133.
(1954) ;奥日光の森林植生第 1報. 男体山の部.宇都宮大学農学部学術報告 3-1.18-30. (1955);男

体山をのぞく奥日光の山岳森林. 日本林学会誌 40.332-342. (1958); ササ型林床優占種の植物社

会学的研究. 向上特輯 11.1-35. (1961) 

26) 舘脇 操:奥日光の森林植生. 山脈 15-6.1-10. (1964) 
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ii. 山岳林 MontaneForest 

山岳林は比較的簡単で，最高地点が2577.6m(白根山)であると云う関係から，基本型

は針葉樹林であり，コメツガ林がその代表林である。山岳上部にはオオシラピソ林があり

時としてヒメコマツ林， トウヒ林，シラピソ林があらわれる。ダケカンバ林は部分的に見

られるのみで，山腹をとりまいて，大きく帯状をなしていない。時にはまたやや下方，澗

沢沿い，山火跡地，扇状地などにダケカンパ林のあらわれることもある。また針葉樹林帯

に，コメツガとダケカンパとの混交林が存在することも認められる。渓畔または渓畔斜面

に，かつてはかなりな面積にヤハズハンノそ林が存在していたところもあったそうだが，

現在では面積のそう広いものは残っていないらしい。なお男体山には，潤沢に沿ってカラ

マツがかなり上部まで、のぼっていることがある。一方新しい火山なる白根山にはミヤマハ

ンノキ群落がよく発達している。また日本の高山帯に広汎に分布するハイマツ林の発達は

高度の関係から本地域では徴弱である。

2.森林帯 ForestZones 

一般森林帯論的にこれらの森林群落の所属をみると次のようになる。

寒帯(高山帯)

常緑針葉樹林: ハイマツ林

落葉広葉樹林: ミヤマハンノキ林

針葉樹林帯(亜高山帯)

常緑針葉樹林: オオシラピソ林， シラピソ林，コメツガ林， トウヒ林，ヒメコマツ林

落葉針葉樹林: カラマツ林

落葉広葉樹林: ダケカンパ林，ヤハズハンノキ林，オオパヤナギ林，オノエヤナギ林

針広混交林: コメツガ・ダケカ γパ林

冷温帯(山地帯)

落葉針葉樹林: カラマツ林

常緑針葉樹林: ウラジロモミ林

落葉広葉樹林: ミズナラ林，ブナ林，ハルニレ林，シウリザクラ林，シラカンバ林，

ヤチダモ林，ヤハズハンノキ林，オオパヤナギ林，オノエヤナギ林，

イヌコリヤナギ林，ズミ林

3. 帯状区の設定

Sampled Plots of the Belt-transects 

奥日光の森林中に，著者等は次のような帯状区を設定した。

。

円

。
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林 名

ハイマツ林

ミヤマハンノキ林

ダケカンパ林

ヤハズハンノキ林

シラピソ林

オオシラビソ林

オオシラピソ林

コメツガ林

トウヒ林

ヒメコマツ林

ウラジロモミ林

コメッカ酔.
夕、ケカンパ林

カラマツ林

奥日光の森林植生(舘脇・伊藤・遠山・横溝)

基群叢名 帯状区

ハイマツーーコケモモ [1. a] 

ミヤマハンノキーイワノガリヤス

ミヤマハンノキーヒメノガリヤス

ミヤマハンノキーーメシ夕、、

[2. a] [2. c] 

[2. d] 

夕、、ケカンバーーイワノガリヤス

ダケカンパーーニッコウザ、サ

ダケカンパーーハクサンシャクナゲ

ヤハズハンノキーコメツガ

シラピソーハイマツ

シラピソーシラピソ

オオシラピソーメクマイザサ

オオシラピソ一一オオシラピソ

コメツガーニッコウザサ

[2. b] 

[3. a] 

[3. b] 

[3. c] 

[4. a] 

[5. b] 

[5. a] 

[6. b] 

[6. a] 

[7. b] 

コメツガーチシマザサ [7. i] 

コメツガーミヤマアオスゲ、 [7. c] 

コメツガーシャクナゲ [7. a] 

コメツガーコメツガ [7. f] 

コメツガーコメヅガー蘇類 [7. g] 

コメツガーコメツガ・シラピソ [7. j] 

コメツガーアスナロ [7. h] 

コメツガーオオシラピソ [7. e] 

コメツガー醇類 [7. d] 

トウヒーニッコウザサ

ヒメコマツ一一シャクナゲ

ウラジロモミーニツコウザサ

[8. a] [8. b] 

[9. a] [9. b] [9. c] 

[10. a] 

コメツガ・夕、、ケカンパーニッコウザ、サ [11. c] 

コメツガ・夕、、ケカンパーコメツガ [11. b] 

コメツガ・ダケカンパークマイザサ [11. a] 

[12. a] 

滋~

カラマツーニッコウシ夕、、

カラマツ一一ニッコウザサ

カラマツーズミ

[12. k] [12. 1] [12. m] 

[12. d] [12. j] 
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Fig.50 (P. 411) 

山王!t-W I~宮山
童精山

|企

白祖山首E企

一 面白揖山

三岳
企

電亀

へ、

宿量坊山
A 

皆守

)11真右子山

d‘ 
大車i子山

男体山
企

主峰山
企

4knt 

童精山
企

山王帽子山 太郎山
.. A 

三岳
企

白祉事¥「一一ー
ー 前白祖山 、~

車 73図 (465~-~)

FiS.73 (P. 465) 

大岳
企

.. 
措置坊山
企

JJI真名手山
A 

大車名引』
企

男保山
企

主制H
A 

4km 

概図(図版番号と頁数)

sampling plots (Numbers of figures & pages) 

301 



302 

林 名

ブナ林

ズナラ林

ハルニレ林

シウリザクラ林

シラカンパ林

ヤチダモ林

オオパヤナギ林

オノェヤナギ林

北海道大学農学部演習林研究報告第24巻第2号

墓群叢名

カラマツーズミーレンゲ‘ツツジ

カラマツーレンゲツツジ

カラマツークロミノウグイスカグラ

カラマツーホザキシモツケ

カラマツーハクサンシャクナゲーマイ
ツ。ノレソウ

カラマツーゴマナ

カラマツーークロマメノキ一日ミスゴケ

カラマツーーヌマガヤ

フナーニッコウザ、サ

ブナークマイザサ

ミズナラーースズタケ

ミズナラーニツコウザサ

ミズナラーニッコウシ夕、、

ミズナラーヤマドリゼンマイ

ハルニレーニツコウザサ

ハルニレークマイザ、サ

シウリザクラークマイザサ

シラカンバーズミーニツコウザサ

帯状区

[12. g] 

[12. f] 

[12. b] 

[12. e] 

[12. n] 

[12. c] 

[12. h] 

[12. i] 

[13. b] 

[13. a] [13. c] 

[14. f] [14. g] 

[14. a] [14. b] [14. c] 

[14. e] 

[14. d] 

[15. a] 

[15. b] 

[16. a] 

[17. b] 

シラカンパーニツコウザサ [17. a] 

シラカンパーュモトクマイザ、サ [17.c] 

ヤチ夕、、モークマイザサ

オオバヤナギークマイザ、サ

オオパヤナギーーテンュンソウ

オオバヤナギー無植被

オノエヤナギーオニシモツケ

イヌコリヤナギ林 イヌコリヤナギーヤマアワ

[18. a] 

[19. a] 

[19. c] 

[19. b] 

[20. a] 

[21. a] 

ス 林 ズミーニッコウザサ

ズミーホザキシモツケ

ズミークロミノウグイスカグラ

ズミーツボスミレ

ズミークマイザサ

[22. a] [22. b] 

[22. c] [22. e] 

[22. d] 

[22. f] 

[22. g] 

q 
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奥日光の森林植生(舘脇・伊藤・遠山・横溝)

111. 群落調査

Phytosociological Researches 

舘脇操・伊藤浩司・遠山三樹夫・横溝康志

TATEWAKI， M.， ITO， K. TOHYAMA， M.， and YOKOMIZO， Y. 

1. ハイマツ叢林

Thicket of Pi1W8 pumila 

303 

ハイマツ群落は，わが国高山帯最高部に普通にみられるが，奥日光の諸連峰では，こ

れが発達をみるのに高度が低すぎ， わずかに女峰山 (2463.5m)にみられるに過ぎない。

女峰山においては， 帝釈山 (2441m)と女峰山との鞍部 (2400m付近)から女峰山頂にお

いてその群落を見る。本叢林において， [1. a]帯状区を設定した。 帯状区の位置を第2図

に示す。

[1. a]帯状区 (11x1.5) m2 ハイマツーコケモモ基群叢 方位 NNW(斜面 SSE) 傾

斜310 高距2450m Photo 1. 

本帯状区は女峰山山頂南側のハイマツ叢林中に設定した。奥日光地区でハイマツ群落

のみられるのはこの女峰山のみで，これらハイマツ群落はほとんどこの型で示される。 1

層には僅少数のミネザクラ，ハクサンシャクナゲをみることもあるが，本帯状区はハイマ

ツが優占するところに設定したので，これらの樹種を混生しない。ハイマツは樹高 1m，

根元直径5--7cm。林床には特に優占する種類はないが，一般にコケモモが多く，その

他コメススキ，イワカガミ，コガネギクが散生する。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置

を図示すれば第3図，樹高階別本数表，根元直径階別本数表を表示すれば第 1表，第2表

となる。

2. ミヤマハンノキ林

Forests of Alnu8 Maximowiczii 

火山とミヤマハンノキ林に関してほ，舘脇は既に千島列島における阿頼度富士，松輪

富士， 新知島からこれを報告し， 1961年には北海道樽前山にその著例を証明した。 これ

に類する群落を奥日光に求めると，白根山に典型的なものがある。またミヤマハンノキが

澗沢沿いに分布し，時に針葉樹林帯に下降する例も所々にあるが，奥日光の諸山にもこの

類例が見出される。ミヤマハンノキ林については，白根山に [2.a]，五色沼畔に [2.b]，男

体山に [2.c]，小真名子山に [2.d]帯状区をそれぞれ設定Lた。上記帯状区の位置を第2

図に示す。
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第2図 [1]-[11]標準位置図

Fig. 2. Sampled plots of [1]-[11] belt-transects. 

11m 

第3図 [1. a]帯状区 ハイマツーコケモモ基群叢

Fig. 3. [1. a] belt-transect in the thicket of Pinu$ pumita 
(Pinus pumi.μ-Vacc仇iumVitis-Idaea soc.) 

円、F
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ザ

(但し [7]は別図)(第16図参照)

(except [7] belt-transects) (See Fig. 16) 

第1衰 [1. a]帯状区樹高階別本数表

Table 1. Number of trees in each height grade in the [1. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1.0 
Tota! 

Species 樹 種 1.5 計

Pinus pumila ハイマツ 10 10 

Tota! 計 10 10 .， 

第2表 [1. a]帯状区根元直径階別本数表

Table 2. Number of trees in each diameter grade in the [1. a] belt-transect 

Basa! diameter (cm) 根元直径

Species樹種

4
t
6
 

F
O
B
-、
白
U

Tata! 
計

Pinus pumila ハイマツ 3 12 15 

Tota! 計 3 12 15 
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[2. a]帯状区 (20X2.5)m2 ミヤマハンノキーイワノガリヤス基群叢方位 NW(斜

面 SE)傾斜 130 高距2560m 

本帯状区は白根山頂の南約 50m， 白根山 (2577.6m)の火口壁内にみられるミヤマハ

ンノキ叢林中に設定した。 ミヤマハンノキは樹高低く 1，....，2m，根元直径 3，....，9(，....，11) cm。

ミヤマハンノキの下にはイワノガリヤスが優占し，他にマイヅルソウ，シラネニンジン，

コメススキ，コガネギクなどを生じている。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示す

れば第4図，樹高階別本数表，根元直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第

3表，第4表および第5表となる。

「 J 斤ぐ:入f トム""r-7¥ 

恥内り:μ吋必サ妙
第4図 [2. a]帯状区 ミヤマハンノキ イワノガリヤス基群叢

Fig. 4. [2. a] belt司transectin the forest of Alnus Maximowiczii 

(Alnus Maximowiczii・CalamagrostisLangsdorffii soc.) 

第3表 [2. a]帯状区樹高階別本数表(株単位)

Table 3. Number of trees in each height grade in 

the [2. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1.0 1.5 

Species 樹 種 1.5 2.0 

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 2 9 

Tota! 計 2 9 

第4表 [2. a]帯状区根元直径階別本数表(樹幹単位)

2.0 

2.5 

10 

10 

Table 4. Number of trunk in each diameter grade in 

the [2. a] belt-transect 

Basa! diameter (cm) 根元直径 2 4 6 8 

Species 樹 種 4 6 8 10 

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 14 21 15 5 

Tota! 計 14 21 15 5 

Tota! 
計

21 

21 

10 Tota! 

12 計

1 56 

1 56 

匂

内也
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第5表 [2. a]帯状区林床植物一覧表

Table 5. Cover degree and frequency of plants in 
the [2. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 

Calamagrostis Langsdorffii イワノガリヤス 5 5 5 5 V 8750 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ 1 1 2 1 V 813 

Til仇!giaajanensis シラネニンジン + + E 
Dωchampsia fiexuosa コメススキ + 工
Solidago decurrens コガネギタ + I 

Mosses 蘇 類 + + + + V 

[2. b]帯状区 (25x5)ば ミヤマハンノキーメシダ基群叢 方位 SE(斜面 NW) 傾

斜 110 高距2190m Photo 4. 

本帯状区は白根山五色沼の南東岸に近く，前白根山より派出する沢沿い扇状地上のミ

ヤマハγノキ林中に設定した。本基群叢は奥日光地区のミヤマハンノキ群落中，唯一のシ

ダ型林床をもっ異色ある群落である。 ミヤマハンノキは樹高 4--6m，胸高直径 6--17

cm。林床はメシダが優勢であるが，局部的にマイヅルソウ，シラネワラピが多く，他にオ

第5図 [2. b]帯状区 ミヤマハンノキ メシダ基群叢

Fig. 5. [2. b] belt-transect in the forest of Alnus Maximowiczii 
(Alnus Maximowiczii.・Athyriummelanolepis soc.) 
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オパタケシマラン，カニコウモリなども散生する。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を

図示すれば第5図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示す

れば第6表，第7表および第8表となる。

第6衰 [2. b]帯状区樹高階別本数表

Table 6. Number of trees in each height grade in 
the [2. b] belt-transect 

Height (m)樹高 4

‘，ι

。

民
u

、，、
P
O

a
U
B
，、
n
，z

Tota¥ 
計

~ 

Species樹種

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 6 

1 

9 1 16 

1 Sor，仇lScommtxta ナナカマド (Sc)

Tota¥ 計 7 9 1 17 

第7表 [2. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 7. Number of trunks in each diameter grade in 
the [2..b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4
1
6
 

G
U
B
，、。白

d
-
?
、
ιu

唱

i
句

1

句ょ

っ“・
!
a
Aせ

τ
A
弓

4
司
A

O
!
2
 

1
ょ
.
4
1ム

8
1
m
 

16 
t Tta1 
18 副Species樹種

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ

Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 

3 5 W 6 W 5 ~ 

1 

Tota¥ 計 1 3 5 W 6 W 5 ~ 

第8表 [2. b]帯状区林床植物一覧表

Table 8. Cover degree and frequency of p¥ants in 
the [2. b] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

o 5 10 15 20 
F. C.V. 

5 10 15 20 25 dも

Sorous commixta ナナカマド + + E 

PrunusπippoゅlIca ミネザクヲ + + 宜

Oplopanax japonicus ハリプキ + + E 

Spiraea betulifolia マノレパシモツケ + I 

Maianthemum dilatatum ....イヅルソウ 2 + 5 4 + v 3350 

Streptopus amplexifolius オオパタケシマヲ γ 1 + + 1 百 200 
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Distance (m)距離

Species 植物名

o 5 10 15 20 
F. C.V. 

5 10 15 20 25 

Cacalia adenos.りloides カニコウモリ

Streptopus str.φ，topoides var. japoni・cus
タケシマラン

Carex oxyandra ヒメスゲ

Solidago deCUlγ'ens コガネギク

+ 1 1 JII 200 

唱

1

1
晶

+
 

+
 

+
 

lV 1∞ 
工 1ω 

+ + + + + v 
d Peracarpa carnosa var. circaeoides タニギキョウ + + + + ・ lV 

Tiarella poか'f>hylla ズダヤクシュ + + ・ + + lV 
Boschniakia rossica オニク

Carex Onoei ヒカゲハリスゲ

Veratrum grandifiorum パイケイソウ

E

E

E

 

+
+
+
 

+
+
 

+
・
.

+
+
+
 

Trientalis europaea var. europaea ツマトリソウ + + 

Lilium medeoloides クルマユリ

Trilli・'umapetalon エンレイソウ

Diphylleia Grayi -ttンカヨウ

Galium k即時tschaticum エゾノヨツパムグラ

Rubus Ikenoensis ゴヨウイチゴ

Calamagrostis Langsdorffii イワノガリヤス

Heloniopsis ori・entalis ショウジョウバカマ

Saussureaπikoensis var. involucrata 
ニッコウトウヒレン

Thalictrum aquilegifolium カラマツソウ

Athyrium melanolepis メシダ

Dryopteris aust門faca シラネワラピ

Athyr印myokoscense へピノネゴザ

E 

E

E

E

E

I

-

-

I

I

 

+

+

・

・

・

・

+

+

・

・

・

+

+

+

・

・

・

+

+

+

+

+

+

 

3 4 3 4 4 V 5250 

1 + 2 + + V 4日
+ 1 

Mosses蘇類 1 1 + + lV 200 

[2. c]帯状区 (25x5)m 2
• ミヤマハンノキーイワノガリヤス基群叢 方位 SW(斜面

NE) 傾斜 300 高距2320m Photo:3. 

本帯状区は男体山頂 (2484.4m)から志津小屋に向う歩道に沿い，山頂の北方約700m

の崩壊斜面に設定した。 ミヤマハンノキは樹高 3-7m，胸高直径5-1:3cm。 林下はイワ

ノガリヤスが優勢で，局部的にはイヌドウナの多いこともある。その他，サラシナショウ

マ，ニツコウトウヒレン， ミヤマワラピ，イタドリなどを散生する。本帯状区の樹冠投影

並びに林木配置を図示すれば第6図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植

物一覧表を表示すれば第9表，第 10表および第 11表となる。

. 
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第6図 [2. cJ帯状区 ミヤマハンノキ イワノガリヤス基群叢

Fig. 6. [2. c] belt-transect in the forest of Alnus Maximowiczii 
(Alnus Maximowiczii-Calamagrostis Langsdorffii soc.) 

第9表 [2. c]帯状区樹高階別本数表

Table 9. Number of trees in each height grade in 

the [2. cJ belt-transect 

Height (m) 樹 高 3 4 5 6 7 

Species 樹 種 4 5 6 7 8 

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 1 4 10 12 5 

Salix vulpina キツネヤナギ (Sv) 1 3 

Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 

Total 計 2 7 10 13 5 

出m

，前

Total 
計

32 

4 

1 

37 
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第10表 [2. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 10. Number of trunks in each .diameter grade in 

the [2. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 10 12 14 Total 

Species 樹 種 6 8 10 12 14 16 計

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 5 24 14 10 6 1 60 

Salix vulpi:叩キツネヤナギ (Sv) 4 2 1 7 

とよ Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 l 

Total 計 9 26 15 10 7 1 68 

第11表 [2. c]帯状区林床植物一覧表

Table 11. Cover degree and frequency of plants in 

the [2. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Calamagrostis Langsdorffii イワノカリヤス 2 4 5 5 5 V 6850 

Cacalia hastata var. Tanakae イヌドウナ 3 2 + 1 2 V 15叩
Cimicifuga sirr.ψlex サラシナショウマ 十 + 十 + + V 
Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + + + IV 
Pol)伊 numctゅidatum イタドリ + 十 + E 

Saussurea nikoensis var. involucrata 
十 + + E ニッコウトウヒレン

Lilium medeoloides !lノレマユリ + 工

乃Irolaalpina コバノイチヤクソウ + 工

Bocshniakia rossica オニタ + I 

Paris verticillata !lノレマパツグバネソウ + I 

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ + 工
Trautvetteria japonica モミジカラマツ 十 工

Solidago decu7 rens コガネギク 十 工

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ 十 + 十 + + V 
Athyri・umyokoscense へビノネコザ + 工

Rumohra mutica シノブカグマ + 工

Dryopteris austriaca シラネワラビ 十 I 

[2. d]帯状区 (25X5)m2 ミヤマハンノキーヒメノガリヤス基群叢 方位 WSW(斜

面 ENE) 傾斜260 高距2060m

本帯状区は小真名子山の東北斜面，富士見峠 (2033m)の西約 150mの沢沿いにみられ
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るミヤマハンノキ叢林中に設定した。ミヤマハンノキは樹高 1--6m，胸高直径2--10

cm。林下にはヒメノガリヤスが優占L，高さ 30--150cmのコメツガ，シラピソの喬木幼

樹の他イタドリ，キオン，ヤマハハコなどを生ずる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置

を図示すれば第7図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示

すれば第 12表，第 13表および第 14表となる。

第7図 [2.d]帯状区 ミヤマハンノキーヒメノガリヤス基群叢

Fig.7. [2. d] belt-transect in the forest of Alnus Maximowiczii 

(Alnus Maximowiczii二Calamagrostishakonensis soc.) 

第 12表 [2.d]帯状区樹高階別本数表

Table 12. Number of trees in each height grade in 

the [2. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1 2 3 4 5 6 Tota¥ 

Species 樹 種 2 3 4 5 6 7 計

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 2 5 13 14 1 35 

Betula En叩 nz ダケカンバ (BE) 1 2 1 2 6. 

Larix leptolepis カラマツ (L) 1 1 

Tota¥ 計 2 6 14 16 2 2 42 
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第 13表 [2. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 13. Number of trunks in each diameter grade in 
the [2. d] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 。 2 4 6 8 
t 

Species 樹 種 2 4 6 8 10 

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ 10 44 36 20 10 

Betula Ermani 夕、ケカンバ (BE) 4 1 

Larix leptolepis カラマツ (L) 1 

To匂l 計 10 44 40 21 11 

第 14表 [2. .d]帯状区林床植物一覧表

Table 14. Cover degree and frequency of plants in 

the [2. d] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 

Species 植物名 5 10 15 20 

10 

12 

1 

1 

20 

25 

(0.5-1.3)(0.5-1.3) (0.3-1) (0.5-1.5)(0.5-1.5) 
Tsuga diversifolia コメツガ 1 2 2 2 2 

Betula Ermani ダケカンパ + + + + + 
(0.5) (0.5-1) (0.5) 

Abies Veitchii シラビソ + + 十
(0.5) (0.5) (0.3-0.7) 

A. Mariesii オオシヲビソ + + + 
(0.3) (0.5) 

Picea jezoensis var. hondoensis トウヒ 十 十

Sorbus commixta ナナカマド + 

Rubus Yabei ミヤマウラジロイチゴ + + 
Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ + 

Calamagrostis hakonensis 3 5 5 5 5 
ヒメノガリヤス

Polygonumωspidatum イタドリ 1 + 十 十 + 
Aπaphalis maf.gaan7Eituasctezo a 

var. angusnor ヤマハハコ + 十 + 1 

Ru必uspedatus コガネイチゴ + + + + 十
Senecio cannabifolius ハンゴンソウ + + + 
S. nemorensis キオン + + 
Galium kamtschaticum + + エゾノヨツパムグラ

Solidago decurrens コガネギク + 
Ixeris dentata ニガナ 十

Mosses 蘇 類 + + + + + 

313 

Total 
計

120 

6 

1 

127 

F. C.V. 

v 1以)()
v 

m 

E 

E 

I 

E 

I 

v 77田

v 1∞ 
lV 1伺

v 
E 

E 

E 

工

I 

v 
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3. ダケカンパ林

Forests of BetuJ，αErmαni 

ダケカンバ林はしばしば亜高山針葉樹林帯とハイマツ林の聞に発達するものである。

しかし奥日光においては，ダケカンパが帯状をなして広く分布することなく，多くは風衝

斜面に成林する。また崩壊斜面に，あるいは山火跡地にも見出される。本林については前

白根山に [3.a]， 大真名子山東南斜面に [3.b]， 帝釈山頂上付近に [3.c]帯状区をそれぞ

れ設定した。調査帯状区の位置を第2図に示す。

[3. a]帯状区 (50X5)m2 ダケカシバーイワノガリヤス基群叢 方位 E(斜面 SW)

傾斜 5-20。高距2330m Photo 5. 

本帯状区は奥日光国有林1042林班「ニ」小班， 前白根山の南東約 500mの尾根上に

みられるダケカンパ林中に設定した。 ダケカンパの樹高は 3-8mで，多く根ぎわより分

枝する風衝型の群落である。胸高直径は4-24cmの幅をもつが，大部分は4-12cmの小

径木である。林下にはミヤマハンノキ， ミネザクラ，マルパシモツケ，クロミノウグイス

カグラ， ミヤマヤナギ， ミネカエデなどの潅木が多い。林床にはイワノガリヤスとコガネ

ギクが優勢で，帯状区の後半にはミヤマシシウドが多くなる。その外マイヅルソウ，ヒメ

シヤジン，ツマトリソウ，シラネニンジンなどがみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林

木配置を図示すれば第8図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表

を表示すれば第15表，第16表および第17表となる。

fh引行い.." Cユ~ム パ弘

司勢判4ぢYづ時料金:ノ椛鴻続<\~?ごう
しノ ζ~に~ '<...f~\L/ にY^L人15

第8図 [3. a]帯状区 ダケカンバーイワノガリヤス基群叢

Fig. 8. [3. a] belt-transect in the forest of Betula E:門nani
(Betula Ermani-Calamagrostis Langsdorffii soc.) 
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第 15表 [3. a]帯状区樹高階別本数表

Table 15. Number of trees in each height grade in 

the [3. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 3 4 5 6 7 8 Total 
計Species 樹 種 4 5 6 7 8 9 

Betula Ermani ダケカンノミ 5 13 12 9 9 2 回

Abies Ma門;esii アオモリトドマツ (A乱1) 1 1 

Tota¥ 計 6 13 12 9 9 2 51 

第 16表 [3. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 16. Number of trunks in each diameter grade in 

the [3. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 ~ ~ ~ M ffi lli a ~ Th~ 

Species 樹 種 6 8 W ~ M ffi lli a ~ u 計

Betula E門nani 夕、ケカンパ 21 20 12 W 5 6 3 1 1 1 80 

Abies Mariesii アオモリトドマツ (AM) 1 1 

Total 計 21 21 12 10 5 6 3 1 1 1 81 

第 17表 [3.a]帯状区林床植物一覧表

Table 17. Cover degree and frequency of plants in 

the [3. a] belt岨transect

Distance (m)距離

Species 植物名
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Sorbus commixta ナナカマド 1 ・ 1 1 1ω 

Prunus nipponica ミネザクラ 3 3 十 2 2 m 11∞ 
Acer Tschonoskiiミヰカエデ . 3 . 工 375 

‘E 
Alnus Maximοwiczii ミヤマハンノキ 3 2 4 1 1 1 m 1325 
Lonicera caerulea var. emphyllocalyx 3 2 1 1 E 6回

クロミノウクボイスカクーラ

Salix Reinii ミヤマヤナギ + 1 l 3 + m 475 
Tripetaleia bracteata ミヤマホツツジ 2 . I 175 
Rhododendron Fauriae l 工 回

ハクサンシャクナゲ

Spiraea betul柿lia マノレパシモツケ +十 1 ・ 24+111Vlαゅ
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Distance (m)距離
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Empetrum nigrum var. japonicum 
ガンコウラン + 1 

Calamagrostis Langsdorffii 
イワノガリヤス

Solidago decurrens コガネギク

Angelica Matsu押~urae ミヤマシシウド

Maia舟themumdilatatum "'l'イヅノレソウ 1 1 3 + 

Aゐ河ophoranikoensis ヒメシヤジン

Tげ'entaliseuroμea var. europaea 
ツマトリソウ

Tilingia ajanensis シヲネニンジン

巧Irolasecunda コイチヤクソウ

Clematis alpina ミヤマハンショウヅル

Geranium yesoense var. nipponi・cum
ハグサンフウロ

Lilium medeoloides "ノレマユリ

Luzula oligantha タカネスズメノヒエ

J>latanthera Takedai ニツコウチドリ

Gentiana Makinoi オヤマリンドウ

Cacalia hastata var. orientalis 
ヨプスマソウ

Saussurea nikoensis var. involucrata 
ニッコウトウヒレン

J>olygonum viviparum ムカゴトラノオ

Aletris foliata ネバリノギラン

Thali・catumaquilegifolium カラマツソウ

5223333234V3鎖泊
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[3. b]帯状区 (35x5)m2 ダケカンバーニツコウザサ基群叢 方位 N(斜面 S) 傾斜

22_280 高距1740m Photo 6. 

本帯状区は野少Ii原国有林1130林班「ろ」小班，志津小屋の東約1.3km，大真名子山

の南斜面，男体山との鞍部に近い地点に設定した。この地のダケカンパ林は崩壊斜面に沿

って出きたものか，部分的山火跡地にできたものかは明らかでないが，美しい群落の一つ

である。夕、、ケカンバの樹高は 9"""，，13m，胸高直径は24"""，，40cmである。林床にはユッコウ

ザサが優占し，他種を混じない単純な群落である。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を

図示すれば第9図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示す

れば第 18表，第19表および第20表となる。
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J，. 

第9図 [3. b]帯状区 ダケカンパーニッコウザサ基群叢

.Fig. 9. [3. b] belt-transect in the forest of Betula Ermani 
(Betula Ermani‘Sasa nikkoensis soc.) 

第 18表 [3. b]帯状区樹高階別本数表

Table 18. Number of trees in each height grade in 

the [3. b] belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹種
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計

Betula Ermani ダケカンバ 1 2 3 2 2 10 

Tota! 計 1 2 3 2 2 10 

第 19衰 [3. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 19. Number of trees in each diameter grade in 
the [3. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 24 28 30 34 38 Tota! 
計Species 樹 種 26 30 32 36 40 

Betula Ermani ダケカンバ 1 3 3 2 1 10 
唱市

Tota! 計 1 3 3 2 1 10 
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第20表 [3. b]帯状区林床植物一覧表

Table 20. Cover degree and frequency of plants in 

the [3. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 5 5 5 5 5 5 

[3. c]帯状区 (20X5)m2 ダケカンパーハクサンシャクナゲ基群叢

N 傾斜 330) 傾斜280 高距2400m

30 
F. C.v. 

35 

5 V 8750 

方位 SE(斜面

帝釈山頂 (2441m)から女峰山 (2463.5m)に至る間北面の崩壊斜面にダケカンパ媛生

林がみられる。本基群叢は帝釈山頂から少し女峰寄りに下った高距 2400mで得られた。

ダケカンバは多少とも風衝型を呈し，樹高低く 3-5m，胸高直径6-17cm，林床はハク

サンシャクナゲが占居するが，なお局部的にはシラピソ，コメツガ，コヨウラクツツジな

どが目立ち，その下にコケモモ，コーゼ、ンタチパナ，タケシマラン，コガネイチゴなどを生ず

る。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第四図， 樹高階別本数表， 胸高直

径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第21表，第22表および第23表となる。

第10図 [3. c]帯状区 ダケカンバーハクサンシャクナゲ基群叢

Fig. 10. [3. c] belt-transect in the forest of Betula Ermani 

(Betula E門nani-RhododendronFauriae soc.) 
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第 21表 [3. c]帯状区樹高階別本数表

Table 21. Number of trees in each height grade in 

the [3. c 1 belt‘transect 

Height (m) 樹 高 3 4 5 
Tota¥ 
計Species 樹 種 4 5 6 

Betula Ermani ダケカンノ〈 1 4 12 17 

Abies Mariesii オオシラピソ (AM) (1) 1)) 

Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 1 

Tota¥ 計 1 (1) 5 12 (1) 18 (2) 

第22表 [3. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 22. Number of trees in each diameter grade in 

the [3. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 10 12 14 16 
Tota¥ 
計Species 樹 種 6 8 10 12 14 16 18 

Betula Ermani ダケカンノミ 3 4 3 4 1 2 17 

Abies Veitchii シラピソ (AM) (1) (2) 

Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 1 

Tota¥ 計 3 5 3 4 (1) 1 (1) 2 18 (2) 

第23表 [3. c]帯状区林床植物一覧表

Table 23. Cover degree and frequency of p¥ants in 

the [3. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 

Species 植物名 5 10 15 20 

(1.8m) (1m) (1m) (2m) 
Abies Veitchii シヲピソ 1 1 1 1 

Tsuga diversifolia コメツガ 十 1 

Betula Ermani ダケカンバ
(2m) 
1 

Abies Mariesii オオシラビソ
(2m) 
十

F. C.V 

IV 500 

II 125 

1 125 

Sorbus cornmixta ナナカマド + 

I 

I 

(1. 5 m) 
Prunus百ipponica ミネザタラ 2 

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ 5 5 4 

1'vlenziesia pentandra コヨウラクツツジ 1 + 1 
Va工'CIniumSmallii ォォパスノキ + + + 
Tripetaleia paniculata var. latifolia + ホツツジ

1 438 

4

+

1

 

V

買

宵
H

7500 

250 

125 

I 
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Distance (m) 距 離 O 5 

Spncies 植物名 5 10 

Vaccini;ωn Vitis・Idaea コケモモ

V. Yatabei アオジクスノキ + + 

Rubus pedatus コカネイチゴ 1 1 

Streptopus strepto.ρoides var. japonicus 
十 + タケシマラン

Cornus canadensis コゼンタチバナ + + 
Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + 
Coptis tnfolia ミツノミオウレン 十 + 
Oxalis Acetosella コミヤマカタノζ ミ + 
Shortia soldanelloides イワカガミ 十

Tri・'entalis印 ropaeavar. euroρaea 
;;....トリソウ

Solidago decurrens コガネギク + 
Agrostis flaccida ミヤマヌカボ

Mosses 蘇 類 1 1 

4. ヤハズハンノキ林

Forest of Alnus Matsumurae 

10 

15 

3 

+ 

+ 

十

十

+ 
十

+ 

+ 

2 

15 
F. C 

20 

2 E 1375 

E 

十 IV 250 

+ IV 

E 

E 

+ E 

+ E 
E 

+ E 

I 

工

2 V 1125 

山岳の渓畔林として，!IE.高山帯もしくはブナ林帯にヤハズハンノキ林が時として出現

する。奥日光においても，時として小集落を見るが，まれに純林も存在する。かつて柳沢

林道の一部にそれを見たというが，これも既に皆伐され，著者らはその好例を女峰山の南

面に求め [4.a]帯状区を設定した。調査帯状区の位置を第2図に示す。

[4. a]帯状区 (50X5)m2 ヤハズハンノキーコメツガ基群叢 方位 NNE(斜面 SSW)

傾斜 130 高距 1880m

本帯状区は女峰山の南面，山頂より南方約 1300m，宇都宮営林署野州原国有林 1133

林班にある。生育地の状態からみると，かつてコメツガ群落が発達していたものらしし

これが山崩れにあって，上流からの転石や土砂でコメツガ群落が破壊された跡地に，本群

落が成立したものと考えられる。それゆえ，林床には今日なお，コメツガ大径倒木が重な

り合L、，巨石が随所にみられる。

1層にはヤハス‘ハンノキが優占し，樹高 11-14m，胸高直径 10-20cmo 2層 (5-7

m)にダケカンパ，ヒロハカツラ， ミヤマハンノキなどが少数散生する。 林下にはコメツ

ガ幼樹(高さ1.5-2.5m)密生する他，シラピソ， トウヒ(高さ 0.8-2m)の幼樹もみる。

纏木にはサラサドウ夕、、ン， ミヤマウラジロイチコ¥草本にはヒメノガリヤス，イタドリ，
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ミヤマアオスゲ，キオン， ミヤマワラビなどを生ずる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配

置を図示すれば第11図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表

示すれば第 24表，第 25表および第 26表となる。

第 11図 [4.a]帯状区 ヤハズハンノキ コメッカ基群叢

Fig. 11. [4. a] belt司transectin the forest of Alnus Matsumurae (Al即日

Matsumurae-Tsuga diversifolia soc.) 

第24表 [4.a]帯状区樹高階別本数表

Table 24. Number of trees in each height grade in 

the [4. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 3 5 6 7 891011121314 T tal 
10 

Species 樹 種 4 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計

Alnus Matsumurae ヤハズハンノキ (1) 1 (1) 1 4 3 (2) 8 40 1 58(4} 

Betula Ermani ダケカンバ (BE) 2 1 1 1 5 

Cercidiphyllum magn杭 um
1 1 2 

ヒロハカツヲ (Cm)

Alnus Maximowiczii 1 1 
ミヤマハンノキ (A!)

Tota! 計 1 2 1 (1) 3 (1) 2 1 4 3 (2) 8 40 1 66(4} 
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第25表 [4.a]帯状区胸高直径階SIJ本数表

Table 25. Number of trees in each diameter grade in 

the [4. a] belt-transect 

B.H.D.(cm) 胸高直径 4 6 8 10 12 14 16 18 20 Total 

Species 樹 種 6 8 10 12 14 16 18 20 22 計

Alnus Matsumurae ヤハズハンノキ 3(2) 5(2) 14 14 12 8 1 1 58(4) 

Betula Ermani ダケカンバ (BE) 2 3 5 

Cercidiphyllum magnifi::um 
2 2 

ヒロハカツラ (Cm)

Alnus l'vfaximowiczii 
1 1 

ミヤマハンノキ (Al)

Total 計 3 6 (2) 7 (2) 14 14 12 8 1 1 66(4) 

第26表 [4. a]帯状区林床植物一覧表

Table 26. Cover degree and frequency of plants in 

the [4. a] belt-transect 

Distance (m)距離
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Tsuga diversifolia コメッカ

Abies Veitchii シラピソ

Picea jezoensis var. hondoensis トウヒ

Betula Ermani ダケカンバ

Cercidiphyllum magn~万cum
ヒロノ、カツラ

Betula corylifolω ネコシデ
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+ Enkianthus campanulatus 
サラサドウダン

Rubus Yabei ミヤマウラジロイチゴ 1 + 

Calamagrostis hakonensis 
ヒメノガリヤス

Aster ageratoides var. Harae 
form. leucanthus シロヨメナ

Polygonum cuspidatum イタドリ

Carex sachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

Senecio nemorensis キオン

Circaea alpina ミヤマタニタデ

2 3 3 2 1 + + + + + V 1150 
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Distance (m) 距離

Species 植物名

Senecio cannabifolius ハンゴンソウ

Rodgersia podophylla ヤグノレマソウ

Solidago decurrens コガネギク

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ

Adenophora remotiflora ソパナ

Lastrea Phegopteris ミヤマワラピ

Dryopteris crassirhizoma オシダ
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5. シラピソ林

Forests of Abies Veitchii 

奥日光における著者らの踏査範囲では，オオシラピソ林の方が多く，シラピソ林は部

分的で，しかもオオシラピソ林より下部に見出され，時にはコメツガ林の聞に介在した。

現在太郎山や女峰山で観察することができる。林床には醇類や笹類の多いこともある。シ

ラピソ林の標準地として太郎山の南面に [5.a]，女峰山に [5.b]帯状区を設定した。調査

帯状区の位置を第2図に示す。

[5. a]帯状区 (30X5)m2 シラピソーシラビソ基群叢 方位 NNE(斜面 S) 傾斜

300 高距1880m Photo 7. 

本帯状区は御沢の 1支流の中でももっとも峻しし、ハガタテ沢上部の君、斜地にとった。

林床にややササの濃いところがあるので一見，シラピソーササの群落とみられるが，シラ

ピソの低いものが非常に多いところから，シラピソーシラピソ基群叢とした。 林冠を構

成するシラピソの樹高は 11-15mで割にそろっているが，直径からみると概ね25cmか

ら50cm近くまでまちまちである。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第

12図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第27表，

第 28表および第 29表となる。
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。

05..1;..11>品川
第四図 [5. a]帯状区シラピソ シラピソ基群叢

Fig. 12. [5. a] belt-transect in the forest of Abies Veitchii 

(Abies Veitchii-Abies Veitchii soc.) 

第27表 [5. a]帯状区樹高階別本数表

Table 27. Number of trees in each height grade in 

the [5. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1 ~ 3 4 ? ? ~ 8 9 1~ 11 12 1，3 14 Total 
! !!  !!!!!!!!!!  

Species 樹 種 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計

Abies Veitchii シラピソ 9203311  1 1 122  1 3 48 

Betula Ermani ダケカンバ (BE) 112  4 

Picea jezoensis var. hondoensis 
トウヒ (Ph) 1 3 4 

Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 • 1 ・ 2 

Total 計 922633221  1 122  1 3 58 
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第28表 [5.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 28. Number of trees in each diameter grade in 

the [5. a] belt-transect 
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2 4 16 8 -ンラビソ
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第29表 [5. a]帯状区林床植物一覧表

Table 29. Cover degree and frequency of plants in 

the [5. a] belt-transect 
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[5. b]帯状区 (20X2.5)m2 シラビソーハイマツ基群叢方位 NNW(斜面 SSE) 傾

斜 31
0

高距2450m Photo 2. 

女峰山頂ずはハイマツ純叢に接して，上層にシラビソ，その下層にハイマツが発達す

る群落がある。 シラビソは樹高 1-2.5(-5) m，根元直径4-10(-24) cm。 ハイマツは

樹高 1-1.5m，根元直径 5-13cmo林床構成は [1.aJ帯状区と大差ない。本帯状区の樹冠

投影並びに林木配置を図示すれば第 13図， 樹高階別本数表， 根元直径階別本数表を表示

すれば第30表，第31表となる。

第13図 [5. b]帯状区 シヲピソーハイマツ基群叢

Fig. 13. [5. b] belt-transect in the thicket of Abies Veitchii 
(Abies Veitchii-Pinus pumila soc.) 
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第30表 [5. b]帯状区樹高階別本数表

Table 30. Number of trees in each height grade in 

the [5. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 5.0 Total 

Species 樹 種 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 5.5 
計

Abies Veitchii シラピソ (AV) 1 3 3 2 1 1 11 

Pinus pumila ハイマツ (Pp) 1 3 1 5 

Total 計 1 4 4 3 2 1 1 16 

第31表 [5. b]帯状区根元直径階別本数表

Table 31. Number of trees in each diameter grade in 

the [5. b 1 belt-transect 

Basal diameter (cm) 根元直径 2 4 6 8 10 12 14 24 Total 

Species 樹 種 4 6 8 10 12 14 16 26 
計

Abies Veitchii シヲピソ (AV) 1 1 2 1 2 2 1 1 11 

Pinus pumila ハイマツ (Pp) 3 1 1 5 

Total 計 1 4 3 1 2 3 l 1 16 

6. オオシラピソ林

Forests of Abies Miαriesii 

オオシラビソ林はわが国の亜高山帯の代表林であろう。奥日光においては諸山の上部

にこれをみることができる。奥日光連山の亜高山針葉樹林帯も，その上部の極盛相はオオ

シラビソと考えてよいであろう。群落学的に広義にみると，オオシラピソー蘇類基群叢に

属するもので，部分的には林床の大部分がしばしばオオシラピソの幼稚樹におおわれてい

る。本林については柳沢林道終点付近に [6.a]， [6. b]帯状区を設定した。調査帯状区の位

置を第 2図に示す。

[6. a]帯状区 (50x5)ぱ オオシラピソーオオシラピソ基群叢 方位 WSW(斜面

E) 傾斜 11
0

高距 1740m Photo 9. 

本帯状区は奥日光国有林1015林班「と」小班，柳沢林道の終点より西に約 1km登っ

たところに設定した。オオシラピソの樹高は 16-20m，胸高直径 16-35cm。少数のシラ

ピソ， コメツガ， トウヒを混生する。 林下にはオオシラピソ， コメツガの幼稚樹が密生

し，シラビソ， トウヒの幼稚樹も多少みられる。林床には蘇類，シノブカグマが多く.そ
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の他にゴゼンタチノミナ，セリパオウレン，コミヤマカタバミ，カニコウモリなども生じて

いる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 14図，樹高階別本数表，胸高直

径階別本数表，針葉樹稚樹木数表および林床植物一覧表を表示すれば第 32表，第 33表，

第 34表および第 35表となる。

AMAMPh 
AMAV 

Ph 
AM 

第14図 [6.a]帯状区 オオシラピソーオオシラピソ基群叢

Fig. 14. [6. a] belt司transectin the forest of Abies Mariesii 

(Abies Ma門iesii-AbiesMa打;esiisoc.) 

第32表 [6.a]帯状区樹高階別本数表

Table 32. Number of trees in each height grade in 

the [6. a] belt咽transect

Height (m) 樹 高 16 17 18 19 

Species 樹 種 17 18 19 20 

Abies Maηes日. オオシラピソ (AM) 1 1 4 1 

A. Veitchii シラピソ (AV) 1 1 1 

Picea jezoensis var. hondoensis 
トウヒ (Ph)

Total 計 2 1 5 2 

~Oa 

20 
Total 

21 計

9 16 

2 5 

2 2 

13 23 
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第33表 [6.a]待状区胸高直径階別本数表

Table 33. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. a) belt-transect 

川
叩

t
印

O
O
B
t
A
u
 

q
o
{
i
a
Aヨ

A
a
-
-
[
n
h
u
 

q
d
i
t
q
o
 

り
ム
?
、

A&

qδ
守

1
4
9
d

o
!
2
 

q
o
-
ーの
J

8
!

。

っ“
-
t
q
ο

お

t
m

M
t
M
m
 

ヮ“・
!
A宮

っ“-ーワ“

0
!
2
 

η
ム守

4
内

A

凶

t
m

6
1
8
 

可

i
{
t
噌

i

胸高直径B.H.D. (cm) Total 
計

種樹Species 

16 

5 1 

2 1 

1 

1 1 1 

1 

3 

1 

3 1 1 

1 

2 オオシラピソ (AM)

A. Veitchii シラビソ (AV)

Picea jezoensis var. hondoensis 
トウヒ (Ph)

Abies Mariesii 

2 l 1 

23 1 1 2 3 

第 34表 [6. a]帯状区針葉樹稚樹本数表

Table 34. Number of needle-leaved trees in the shrub 

layer of the [6. a] belt-transect 
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第 35表 [6. a]帯状区林床植物一覧表

Table 35. Cover degree and frequency of plants in 

the [6. a] belt-transect 
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Distance (m) 距 離 O 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 横物名 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ 00 

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ + 1 + 1 l 1 1 1 1 1 V 4∞ 
Coptis japonica var. dissecta 

+ + + 1 1 + + IV 1∞ セリバオウレン

Oxalis Acetosella コミヤマカタパミ + + + + + + + + IV 

Coptis trifolia ミツノミオウレン + + + + + E 

Cacalia adenostyloides カニコウモリ + + +十 n 

Orchidaceae sp. ヲン科の一種 + 工

Pyrola secunda コイチヤクソウ + 工
Tripterospermum japonicum 

+ I ツノレリンドウ

Rumohra mutica シノブカグマ 3 3 3 2 4 3 2 2 2 2 V 3∞o 

Mosses 藤 類 2 2 3 2 4 3 4 3 3 3 V 3650 

[6. b]帯状区 (40X5)m2 オオシラビソーメクマイザサ基群叢 方位 SW(斜面 N)

傾斜 160 高距 1720m Photo 8. 

本帯状区は奥日光国有林 1015林班「に」小班にあり，柳沢林道終点より約 500m上

方， 宿堂坊山 (1968m)つづきの尾根より東方に派出する 1支脈上の北側斜面に設定し

た。現在この斜面はオオシラビソを主とし，シラピソ，コメツガの中，小径木を混じた針

葉樹林に被われているが，林下にはコメツガ大径木の切株や，風倒木がみられ，更に上

記樹種の樹高や樹齢が不揃であることから，以前はコメツガ林に占居されており，コメツ

ガが伐採あるいは風倒で失われた跡地に成立した林ではあるまし、かと推定される。樹高階

は2層を成していて，樹高 7m以下の層と 7m以上の層との聞は比較的明瞭である。これ

らの各層を通じ，いずれもオオシラピソが優占種であり 1層には僅少数のシラピソを混

じ，更に2層ではコメツガ，コシアブラ， ミネカエデなどが混生している。 1層ではオオ

シラビソは樹高 23mに達し，胸高直径 12-34cmである。林床は稗高 1-1.3mのメク

マイザサが占居し，倒木上にはコメツガの幼稚樹の多いこともある。所生要素としてはそ

の他トウヒ，シラビソ，オオシラピソ，ナナカマドの幼稚樹，シノブカクーマ， ミツパオウ

レン，醇類などがある。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 15図， 樹高

階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 36表，第 37表お

よび第 38表となる。
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第15図 [6. b]帯状区 オオシラピソーメクマイザサ基群護

Fig. 15. [6. b] belt-transect in the forest of Abies Mariesii 

(Abies Mariι吋i-Sasapaniculata var. ontakensis soc.) 

第 36表 [6. b]帯状区樹高階別本数表

Table 36. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. b 1 belt-transect 
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第37表 [6. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 37. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 10 12 14 18 20 22 24 30 32 Tota! 
t t t t t t t t t t io  

Species樹種 6 8 10 ~ U ~ a ~ ~ a ~ M 計

Abies Mariesii オオシラビソ

A. Veitchii シヲピソ (AV)

Tsuga diversifolia コメツガ (Td)

Acanthopanax sciadophylloides 
コシアブラ (As)

Acer Tschonoskii ミネカエデ (AT)

Tota! 計

1 

1 

1 

3 

2 3 

1 

1 

1 

3 5 

1 5 1 3 4 5 2 

1 

1 6 1 3 4 5 2 

第38表 [6. b]帯状区林床植物一覧表

Table 38. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [6. b] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

Tsuga diversifolia ヨメッカ

Abies Mariesii オオシラビソ

Acanthopanax sciadophylloides コシアブラ

Abies Veitchii シラヒソ

Sorbus commixta ナナカマド

Picea jezoensis var. hondoensis トウヒ

Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ

Acer Tschonoskii ミネカエデ

Menziesiaρentandra コヨウラクツツジ

Skimmia japonica var. repens ハイシキミ

Vaccinium Yatabei アオジクスノキ

Sasa paniculata var酢 ontakensis
メクマイザサ

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ

Coptis trifolia ミツノ〈オウレン

C. japonica var. di・ssecta セリパオウレン

Rumohm mutica シノブカグマ

Mosses蘇類

O 5 10 15 20 25 30 35 

5 10 15 20 25 30 35 40 

+ + + 1 3 3 1 
十 + + 1 + + 
+ + + 
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+ + 
+ 

+ 
+ 

+ + 

+ 
+ 

5 5 5 5 5 2 1 4 

十 + 
+ 
+ 

+ + + 2 2 + 

+ + + + 1 

1 3 31 

1 1 3 

2 

2 

l 

2 4 39 

F. C.v. 

V 1063 

IV 63 

E 

E 

I 

工

工

工

工

I 

I 

V 6531 

I 

I 

I 

IV 438 

E 63 



奥日光の森林植生(舘脇・伊藤・遠山・横溝) 333 

7. コメツガ林

Forests of Tsuga diversifoli<α 

1963 年，著者ら口は日本のコメツガ林を群落学的に解析したが，コメツガ林~i.:H[高山

帯樹林の重要な存在である。これが気候的極盛相かどうかということに関しては異論もあ

ろうが，著者は土地的(岩礁地系)安定林と想定する。奥日光の山岳は解析が進んで地形も

急なところが多く，従ってコメツガはどこにも発達し，コメツガ林研究地としては日本有

数の地点であったが，その典型的な群落をもち，しかも群落相に富んでいた野州原林道の

択伐が進んだので，惜しいことに原生林にも林床にも大きな変化がもたらされ，旧態を失

った。参考のためここでは既に姿を消したコメツガーミヤマアオスゲ基群叢なども加えて

おく。恐らくこの群落は本邦としても，類例の少ないものであろう。現在奥日光ではコメ

ツガの樹高 20mを越えた純林は比較的少なし遠望して見事な純林と思われるところも，

実地踏査をすると，樹林の豪壮さはなかなか味わえない。しかしコメツガ純林は山岳林の

いたるところに発達し，今日と云えども群落は比較的変化に富んでいる。コメツガ林の標

準地としては富士見峠の南東方の野川原林道に沿って [7.a]-[7. e]，男体山の北面に [7.f]， 

太郎山の西尾根に [7.g]，三岳林道添いに [7.h]，刈込湖の西方に [7.i]，金精峠の東斜面

[7. j]を設定した。これら調査帯状区の位置を一括して第 16図に示す。

[7. a]帯状区 (35x5) m' コメツガーシャクナゲ基群叢 方位 N 傾斜 4。 高距

1800 m Photo 11. 

[7. a] -[7. d]の4帯状区は一連の斜面上にあるが，本帯状区はそのもっとも東端に位

置する。高匝は約1800m。一方は富士見峠への林道に，一方は東に切れこんだ急崖に区

切られたやや狭長な帯状地であって露岩が多い。 コメツガの樹高は 14-16m のものが多

く，胸高直径は24-50cm。枯損木は 45%に達して諸例中もっとも多い。その半数はい

わゆる立枯れで，比較的新しいものである。林冠は不完全で林内は明るい。林床優占種は

シャクナゲ，他にハクサンシャクナゲ，サラサドウダ、ンなどを少量混生する。草本層には

ニツコウザサ，セリバオウレン，ゴゼンタチバナがあり，醇類がやや目立っている。上半

部に枯損木多く，林冠の疎開が目立つことは興味深い事実である。本帯状区の樹冠投影並

びに林木配置を図示すれば第 17図，樹高階別本数表， 胸高直径階別本数および林床植物

一覧表を表示すれが第 39表，第40表および第41表となる。

1) 舘脇 操・伊藤浩司・遠山三樹夫:コメツガ林の群落学的研究. 北海道大学農学部演習林研究報告
23-1. 83-146. (1963j 
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第17図 [7. a]帯状区 コメツガーシャクナゲ基群叢

Fig. 17. [7. a] belt-transect in the forest of Tsuga diversグiJlia(Tsuga 
diversifolia-Rhododendron Metternichii var. pentam円'umsoc.) 

第39表 [7. a]帯状区樹高階別本数表

Table 39. Number of trees in each height grade in 

the [7. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 13 14 15 16 

Species 樹 種 14 15 16 17 

Tsuga diversifolia コメツガ 2(2) 8 2 (1) 1 (2) 

Sorbus commixta ナナカマド (S) 1 

Total 計 2(2) 8 3 (1) 1 (2) 

第40表 [7. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 40. Number of trees in each diameter grade in 
the [7. a] belt-transect 

17 

18 

1 

1 

335 

Total 
計

14(5) 

1 

15(5) 

B.D.H. (cm) 胸高直径 22 24 26 30 32 34 36 40 42 48 T~~ 
10 

Species 樹 種 24 26 28 32 34 36 38 42 44 50 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 2 3(1) 2(1) 1 1(1) 1(2) 1 1 1 14(5) 

Sorbus commixta ナナカマド (S) 1 1 

Total 計 1 2 3(1) 2(1) 2 1(1) 1(2) 1 1 1 15(5) 
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第41表 [7. a]帝状区林床植物一覧表

Table 41. Cover degree and frequency of plants in 

the [7. a] belt-transect 

Distanc巴 (m) 距 離 o 5 10 15 20 25 30 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Tsuga diver・5ぴolia コメツガ 1 1 E 214 

Abies V，ω;tchii シラピソ 1 工 71 

Sorbus comrnixta ナナカマド 十 + + + m 

Acer palmaturn var. Matsumurae 
+ 工

ヤマモミジ

Rhododendron Metter百ichii
5 5 4 5 5 4 5 V 8036 var. pentarnerum シャクナゲ

Rhododendron Fauriae ハク+ンシャクナケ、 1 1 1 2 2 IV 786 

Enkianthus campanulatus サラサドウダン 1 1 1 十 1 IV 286 

Sasa nikkoensis ニツコウザ叶 111  +++  1 V 286 

Coρtis jajうonicavar. dissecta セリバオウレン 111  ++  1 +V  286 

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ 1 1 1 d
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Rumohra rnutica シノブカグマ 1 + +十十 IV 71 

Mosses蘇類 1 1 m 214 

[7. b]帯状区 (50X5)m2 コメツガーニッコウザサ基群叢 方位 N 傾斜 4
0
高距

1820 m Photo 12. 

本帯状区は [7.a]帯状区の上方に接して設定した。混生樹種はダ、ケカンパのみで，コ

メツガは樹高 12-19m，胸高直径 18-36cmのものが多く，後述の 2帯状区より林木は

大きい。枯損木は [7.c]と同じように非常に多いが，同様に古い株が大部分である。濯

木層にはコメツガ幼樹がごく少数ある他みるべきものはない。林床には低いニッコウザサ

が圧倒的であるが，なお若干の蘇類がみられる。そしてコメツガ，ナナカマド，コミネカ

エデ，コヨウラクツツジ，サラサドウダン，アオジクスノキなどの木本類がある。本帯状

区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 18図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表および林床物一覧表を表示すれば第 42表，第 43表および第 44表となる。
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第18図[7.b]帯状区 コメッカーユッコウザ十基群叢

Fig. 18. (7. b] belt-transect in the forest of Tsuga diverslfolia 

(Tsuga diverslfolia-Sasαnikkoensis soc.) 

第42表 [7. b]帯状区樹高階別本数表

Table 42. Number of trees in each height grade in 
the [7. b] belt-transect 
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第43表 (7. dJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 43. Number of trees in each diameter grade in 
the [7. b 1 belt-transect 
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31 (1) 1 1 2 ワ
“ 
2 1 1 5 3 1 4 2 3 1 (1) 1 1 計Tota! 



338 北海道大学農学部演習林研究報告第24巻 第2号

第44表 [7. b]帯状区林床植物一覧表

Table 44. Cover degree and frequency of plants in 

the [7. b] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

Tsuga diversifolia コメツガ

Sorbus commixta ナナカマド

Acer mi:ranthum コミネカエデ

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ

Enkianthus campanulatus 
サラサドウダン

Vaccinium Yatabei アオジクスノキ

O 5 W ~ a ~ w ~ ~ ~ 
F. C.V. 

5 W ~ a ~ w ~ ~ ~ ~ 

十十+ 1 II 50 

十+ + + + +十++十 V

+ +十+ E 

+ + I 

+ I 

十十 工

5544443335V6250  Sasa nikkoensis ニツコウザサ

Cornus canadensis ゴゼンタチパナ

Oxalis Acetosella コミヤマカタパミ

Coptis japonica var. dissecta 
セリバオウレン

Streρtopus streptopoides var. japonicus 
タケシマラン

Carex sachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

Rumohra mutica シノブカグマ

Mosses蘇類
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[7. c]帯状区 (50X5)m2 コメツガーミヤマアオスゲ基群叢 方位 NNE 傾斜 7
0

高距 1920m Photo 13. 

本帯状区は [7.b]帯状区の北西約500mの同一斜面にあり，その方向，傾斜，起伏など

の諸条件はほとんど同一である。ただし，林床に露岩がやや多くみとめられた。混生樹種

はダケカンパとトウヒのみで，コメツガは樹高 13-17m，胸高直径 30-44cmのものが多

かった。枯損木は非常に多いが，いずれも古いものである。林内の明るさは [7.d]帯状区

に比べてやや明るいようである。濯木層にはコメツガの幼樹が全体に亘って生じている。

草本層にはミヤマアオスゲが優勢であるが，帯状区の後半，特に 30-50m間ではミツバ

オウレン，セリパオウレン，醇類もかなり出現する。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置

を図示すれば第 19図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表

示すれば第 45表，第 46表および第47表となる。
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第19図 [7. c]帯状区 コメツガーミヤマアオスゲ基群叢

Fig. 19. [7. c] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia (Tsuga 

diversifolia-Carex sachalinensis var. longiuscula soc.) 

第45表 [7. c]帯状区樹高階別本数表

Table 45. Number of trees in each height grade in 
the [7. c] belt-transect 
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第46表 [7. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 46. Number of trees in each diameter grade in the 
[7. c] belt-transect 
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第47表 [7. c]帯状区林床植物一覧表

Table 47. Cover degree and frequency of plants in 

the [7. c] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

O 5 00 ~ w ~ 00 a @ ~ 

Tsuga diversifolia :0メツガ

Sor・buscommixta ナナカマド

Abies 1/eitchii シヲビソ

Rhododendron Metternichii 
var. pent叫merum シャクナゲ

1/ accinium Yatabei アオンクスノキ

Carex sachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

Ma叫 nthemumdilatatum マイヅノレソウ

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ

Coptis trifolia ミツノミオウレン

Coptis japonica var. dissecta 
セリバオウレン

Cornus canadensis ゴゼンタチハナ

Cacalia adenostyloides カニコウモリ

Lycopodium serratum トウゲシパ

Rumohra mutica シノブカグマ

Mosses蘇類

F. C.V. 
5 00 ~ w ~ 00 a @ ~ 00 

1 1 2 3 l 2 2 2 3 1 V 1650 

1 1 1 l 1 1 直 300 

十十十 E 

十 l 1 十 2 2 1 1 IV 550 

l 1 工 1ω 

3 4 3 3 2 3 3 2 2 2 V 3200 

l l 1 1 1 1 1 1 2 V 575 

1 1 l 1 1 l 1 IV 350 

1 1 1 2 n 325 

1 l 1 1 E 200 

l 十++十+ 1 IV 000 

十+ +十 E 

+ l 1 1 ;匹 150 

+十+ 1 十十 + + 1 V 100 

1 1 1 1 1 + 1 2 2 V 700 

[7. d]帯状区 (50X5)m2 コメツガー醇類基群叢 方位 N 傾斜 11
0
高距 1980m 

本帯状区は， やや起伏のゆるやかな南向斜面で， 径 40mから 80mの醇類林床を有

するところにとった。混生樹種としては，少数のダケカンパ， ミズメ， トウヒ，シラビソ

がある。 コメツガは主として樹高 13"，15m，胸高直径 30cm前後のものが多い。枯損木

は少なく，林内はかなり暗い。濯木層に若干のシラピソおよびコメツガの幼樹がある。林

床の優勢種は蘇類であるが，総合優占度では比較的低い。蘇類に次いではミヤマアオスゲ

がやや普通である。 本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 20図， 樹高階別

本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 48表，第 49表および

第50表となる。
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第20図 [7. d]帯状区 コメツガー蘇類基群叢

Fig.20. [7. d] belt-transect in the forest of Tsuga diverslfolia 

(Tsuga diverslfolia 

第48表 [7. d]帯状区樹高階別本数表

Table 48. Number of trees in each height grade in 

the [7. d] belt岨transect

Height (m) 樹 高 12 13 14 15 16 
Total 

Species 樹 種 13 14 15 16 17 計

Tsuga diversifolia コメツガ 2 8 (1) 9 2 2 23 (1) 

Betula Ermani ダケカンパ (B) 1 2 1 1 2 7 

B. grossa ミズメ (Bg) 1 1 

Picea jezoensis var. hondoensis 
トウヒ (P) 1 1 

Abies Veitchii シラビソ (A) 1 1 

Total 計 3 10(1) 13 3 4 33(1) 
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第49衰 [7. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 49. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. d] belt-transect 

B.D.H. (cm) 胸高直径 ~ w a ~ ~ ~ a a ~ ~ @ ~ Tcl~ 

Species 樹 種 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 42 52 計

Tsuga diversifolia コメツガ l l 2 2 1 6 3 3(1) 1 

Betula E門nanz ダケカンパ (B) 1 1 1 1 1 1 

B. grossa ズメ (Bg) 1 

Picea jezoensis var. hondoensis 
1 

トウヒ (P)

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 

Tota! 計 1 2 3 3 2 7 4 5 (1) 2 

第50表 [7. d]帯状区林床植物一覧表

Table 50. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [7. d] belt-transect 

1 1 

1 

2 1 

Distance (m) 距 離 O 5 W ~ a ~ a ~ @ ~ 

l 23(1) 

7 

1 

l 

1 

1 33(1) 

F. C.V. 
Species 植物名

Abies Veitchii シラピソ

Sorbus commixta ナナカマド

Tsuga diversifolia コメツガ

Rhododendro月 Fauriae
ハグサンシャクナゲ

Vaccinium Yatabei アオジクスノキ

Carex sachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

Coptis japonica var. dissecta 
セリノミオウレン

Cornus canadensis コセンタチバナ

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ

Copti・'strifolia ミツバオウレン

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ

Monotropastrum globosum 
ギンリョウソウ

Lycopodium serratum トウゲシノミ

Rumohra mutica シノブカグマ

Mosses蘇類

5 W ~ a ~ a ~ @ ~ 00 

1 l 1 1 + + + + IV 200 

+ + + 1 + 1 ]I[ 100 

+ + + + + + + + IV 

1 I 50 

+ 工

1 1 1 1 + 1 1 1 1 2 V 575 

1 + + 1 + + + + 1 V 150 

+ + + + + 1 + + + l V 100 
1 + + + 1 ]I[ 100 
+ + + + II 

+ 十 工

+ I 

+ 1 1 1 + + + E 150 

+ + + + E 

2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 V 1950 
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[7. e]帯状区 (35X5)m
2 
コメツガーオオシラビソ基群叢方位 N 傾斜

160
高

距 1950m Photo 14. 

本帯状区は富士見峠の下方約500m，小真名子山 (2322.9m)南東
斜面上，高距1950m

野州原林道沿いに設定した。本帯状区では喬木層の樹高はほ
ぼ斉一で12-15m，胸高直

径 22-50cm，コメツガが優占し，僅少数のダケカンノくを混生
する。林下は0.5-5m層

にオオシラピソ，コメツガ，シラビソの幼稚樹が密生している
。本数からみると，オオシ

ラピソが 97本で最も多く， ついでコメツガ36本， シラビソは
最も少なく 16本である。

またこれら幼稚樹の樹高別の分布をみると， オオシラピソで
は樹高 1-2mのものが最も

多く約半数の 45本があり，ついで0-1m，2-3m， 3-4m， 4
-5mの)1原となる。コメツ

ガではその 90%以上は0-1mにあり， 2m以上のものは皆無で
ある。シラビソはオオシ

ラピソ同様1-2mのものが最も多く約60%，10本あり，つい
で2-3m，0-1mの)1頂，

3m以上の高さのものはない。林床植物には上記3種以外に量的
に顕著なものはないが，

主なる所生要素を挙げ、れば，喬木幼稚樹としてはナナカマド
，ダケカンパ，潅木ではハ

クサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ，草本ではゴゼンタチ
パナ，コミヤマカタパし

ミヤマアオスゲ¥コパノイチヤクソウ，マイヅルソウ，セリパ
オウレン，カニコウモリ，

第21図 [7. e]帯状区 コメツガ オオシヲピソ基群叢

Fig. 21・ [7.e] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 

(Tsuga diversifolia-Abies Mariesii soc.) 



第2号

第51表 [7. e]帯状区樹高階別本数表

Table 51. Number of trees in each height grade 

in the [7. e] belt-transect 
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タケシマラン，シノブカク守マ， トウゲシバなどがある。なお倒木や地表上には醇類が被

度 1-2程度にみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 21図，樹高

階別本数表，胸高直径階別本数表，林床針葉幼稚樹本数分布表(オオシラビソ，コメツ

ガ， シラピソ)および林床植物一覧表を表示すれば第 51表， 第 52表， 第 53表および第

54表となる。

第54表 [7. e]帯状区林床植物一覧表

Table 54. Cover degree and frequency of plants in 

the [7. e] belt-transect 

Distance (m) 距 離

Species 植物名

Abies Mariesii オオシラピソ

Abies Veitchii シヲベ

Tsuga diversグ'olia コメッカ

Sorbus commixta ナナカマド

Betula Ermani }lケカンノミ

Rhododendran Fauriae ハタサンシャクナゲ

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ

Vaccinium Yatabei アオジクスノキ

Oxalis Acetosella コミヤマカタパミ

Carex sachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

丹rolaalpina コパノイチヤクソウ

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ

Copis japonica var. dissecta セリパオウレン

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ

Cacalia adenostyloides カニコウモリ

Strepto少usstreptopoides var. japonicus 
タケシマラン

Coptis trifolia ミツノミオウレン

Listera cordata フタノ〈ラン

Monotropastrum globosum ギンリョウソウ

Rumohra mutica シノブカグマ

Lycopodium serratum トウゲシノミ

Mecodium Wηghtii コケシノブ

Mosses蘇類
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[7. f]帯状区 (45X5)m2 コメツガーコメツガ基群叢方位 SE (斜面 NW) 傾斜

300 高距 2200m

本帯状区は男体山の北面，御真仏薙の右岸にある尾根上のコメツガ林に設定した。男

体山におけるコメツガ林の上限に近く，コメツガの樹高はあまり高くない。 1層 (6-13m)

はコメツガの純度高く，混生樹種としてシラビソをわずかにみるのみである。胸高直径は

ばらつきが大きく， 12-66 cmに及ぶが，おおむね 15-30cmということができる。林床

にはコメツガ，オオシラビソ，シラピソなど針葉樹の稚樹(樹高0-2m)が密生する。そ

の数は合計1032本に達し， 5x5m2に平均115本を数える。その他林床には頗度の高いも

のとしてコヨウラクツツジ，ハクサンシャクナゲ，ゴゼンタチパナ，コミヤマカタバミ，

シノブカグマなどがみられるが，いずれも被度は少ない。なお底層には醇類が多少みられ

る。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第22図，樹高階別本数表，胸高直径

階別本数表，林床針葉稚樹本数分布表および林床植物一覧表を表示すれば第55表，第56

表，第57表および第 58表となる。

第22図 [7. f]帯状区 コメツガーコメッカ基群叢

Fig. 22. [7. f] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 
(Tsuga diτJersifolia-Tsuga diτJerszfolia soc.) 

45m 
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第55表 [7. f]帯状区樹高階別本数表

Table 55. Number of trees in each heightgrade in 
the [7. f] belt-transect 
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第56表 [7. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 56. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. f] belt-transect 
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[7. f]帯状区林床4針葉稚樹本数分布表

Number of seedlings and saplings of the 

four conifers in the [7. f] belt-transect 
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第 58表 [7. f]帯状区林床植物一覧表

Table 58. Cover degree and frequency of plant in 

the [7. f] belt-transect 
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Species 植物名
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A. Mariesii オオシラピソ 1 2 1 2 1 1 1 + V 1083 
Picea jezoensis var. hond，οensis トウヒ 1 + + +十 JI[ 56 

Sorbus commixta ナナカマド 十十+十++ + + + V 
Betula corylifolia ネコシデ +十+ E 

Acer Tschonoskii ミネカエデ + 工

Menziesia 1うentandra コヨウヲクツツジ +十 + +十++ IV 
Rhododendron Fauriae + + + +十 JI[ 

ハグサンシャクナゲ

Vaccinium Yatabei アオジクスノキ + + + + E 

Chi・'ogenesjaponica ハリガネカズラ + + I 

Cornus canadensis ゴセンタチバナ + + + + + + +十十 V 

Oxalis Acetosella コミヤマカタノ〈ミ 十十十十++ +十+ V 
乃Irolasecunda コイチヤクソウ + + +十 E 
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Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ 十 十 工

Rumohra mutica シノプカグマ + +十+ +十 IV 

Lyco.ρodium serratum トウゲシパ 十+十 E 

Mosses 益事 類 3 + 2 4 2 1 2 3 2 V 2361 

[7. g]帯状区 (30x5)m2 コメツガーコメツガー蘇類基群叢方位 NNW 傾斜 0。

高距2140m

本帯状区は太郎山 (2367.5m)三角点の西方約750m，山王帽子山 (2085m)に伸びてい

る尾根上高距2140mの地点に設定した。 上層は主にコメツガよりなり，僅少数のシラピ

ソやダケカンパを混ずる。上層木では樹高 11-17m，胸高直径20-50cmに達し， 10m

以下の層においてはコメツガ以外に混生樹種は存しない。 林床は 0.5-1m のコメツガ，

シラピソなどの幼稚樹の他に蘇類，ゴゼンタチバナ，シノブカグマなどがやや顕著な種類
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であるが，概括的に林床は蘇類で代表されると思われる。上記種類の他，主な所生要素を

挙げれば，香木幼稚樹と Lてはナナカマド，濯木としてはコヨウラクツツジ，ハグサンシ

ャクナゲ，オオカメノキ，草本としてはカニコウモリ，ミヤマカタパミ 3 セリパオウレン，

タケシマラン，イチョウランなどがある。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれ

ば第 23図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第

59表，第 60表および第 61表となる。

A BE 

第23図 [7. g]帯状区コメツガ コメツガー蘇類基群叢

Fig.23. [7. g] belt-ttansect in the forest of Tsuga dive口約lia
(Tsuga diversゲolia-Tsuga diversσolia-Moss soc) 

第59表 [7.g]帯状区樹高階別本数表

Table 59. Number of trees in each height grade in 

the [7. g] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 6 7 9 11 13 14 15 16 Tota! 

Species 植物名 6 7 8 10 12 14 15 16 17 計

Tsuga diversifolia コメツガ 2 2 2 1 2 5 2 6 2 24 

Abies Veitchii シラピソ (A) 1 

Betula Ermani 夕、ケカンパ (BE) 1 1 

Tota! 計 2 2 2 1 2 7 3 6 2 26 
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第60表 [7. g]帯状区胸高直径階別本数表

Table 60. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. g] belt帽transect
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第61表 [7. g]帯状区林床植物一覧表

Table 61. Cover degree and frequency of plants in 

the [7. g] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

Tsuga diversifolia コメツガ
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ハグサンシャクナゲ

Vibu門wmfurcatum オオカメノキ
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Cornus canaiensis ゴゼンタチパナ

Coptis japonica var. dissecta 
セリパオウレン
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[7. h]帯状区 (30X5)m
2 
コメツガーアスナロ基群叢方位 WNW 傾斜 0。 高距

1580m 

本帯状区は三岳の西南麓に位置し，三岳林道に沿った高距1580m，奥日光国有林1072

林班中，下層にアスナロ幼樹の優占している林分に設定した。土層はコメツガが優占して

他種を混ぜず，コメツガは樹高 21~25m，胸高直径 32~66cmである。 下層 (5~l1 m)

にはアスナロ幼樹の他シラピソが見られる。林下 (5m以下)はほとんどアスナロ， コメ

ツガ，シラビソなどの針葉幼稚樹で被覆され，濯木，草本はなく，シ夕、類として僅かに 1

種サカゲイノデが散生しているにすぎない。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示す

れば第 24図，樹高階別本数表， 胸高直径別本数およひ、林床植物一覧表を表示すれば第 62

表，第 63表および第64表となる。

30m 

第24図 [7. h]帯状区 コメツガーアスナロ基群叢

Fig. 24. [7. h] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 
(Tsuga diversifolia-Thujoposis dolabrata soc.) 
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第62表 [7. h]帯状区樹高階別本数表

Table 62. Number of trees in each height grade in 

the [7. h] belt-transec1 

Height (m) 樹 高 5 6 " 8 10 21 22 

Species 樹 種 6 7 8 9 11 22 23 

Tsuga diverslfolia コメツガ 1 4 

Thujopsis dolabrata アスナロ (Td) 1 2 1 1 

.1bies Veitchii シラピソ (A) 1 1 

Tota! 計 1 1 1 l 1 4 

第63表 [7. h)帯状区胸高直径階別本数表

Table 63. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. h] belt-transect 

23 24 
Total 

24 25 計

4 1 10 

5 

2 

4 1 17 

B.H.D (cm) 胸高直径 8 1，0 1，2 14 20 32 38 44 50 5~ 56 62 64 Tota! 
t t t t t t i l t t t t toa  

Species 樹 君重 10 12 14 16 22 34 40 46 52 54 58 64 66 計

Tsuga diversifolia コメツガ

Thujopsis dolabrata 
アスナロ (Td)

Abies Veitchii シラピソ (A)

Tota! 計

1 

1 

第64表

1 1 1 2 1 

3 1 1 

1 

3 1 1 l 1 1 1 2 1 

[7.h]帯状区林床植物一覧表

Table 64. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [7. h] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Thujopsis dolabrata アスナロ 4 4 3 2 3 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 l 1 

Abies Veitchii シヲピソ 1 1 + 

Polystichum retroso-paleaceum 
+ + 十サカゲイノデ

1 2 1 10 

5 

2 

1 2 1 17 

25 
F. C.V 

30 

2 V 3916 

E 250 

E 167 

E 
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[7. i]帯状区 (40X5)m2 コメツガーチシマザ+基群叢 方位 NW(斜面 SE) 傾斜

100 高距1650m

三岳林道終点より刈込湖に至る小径の途中には大径木に富む比較的端正なコメツガ林

を見ることができる。 本帯状区は刈込湖の西方約 300m，奥日光国有林 1097林班に設定

した。上層はコメツガが優占L，樹高 22-24m，胸高直径42-74cm， 2層 (5-1Om)に

はコメツガの他アサノハカエデを見る。林下には稗高 105m前後のチシマザサが優占し，

他に木本としてはコメツガ，オオカメノキ，ハリフキ，草本層にはハクモウイノデ，オク

ノカンスゲ，シノブカグマなどを見るにすぎない。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を

図示すれば第 25図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示

すれば第65表，第66表および第67表となる。

第25図 [7. i]帯状区 コメツガーチシマザサ基群叢

Fig. 25. [7. i] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia 

(Tsuga diversifolia-Sasa kurilensis soc.) 
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第65表 [7. i]帯状区樹高階別本数表

Table 65. Number of trees in each height grade in 

the [7. i] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 9 21 22 23 To回l
計Species 樹 種 7 8 10 22 23 24 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 3 3 2 10 

Acer argutum アサノハカエデ (Aa) 1 1 

Tota! 計 1 1 1 3 3 2 11 

第66表 [7. i]帯状区胸高直径階別本数表

Table 66. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. i] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 10 14 16 42 50 54 60 62 66 74 Tota! 

Species 樹 種 12 16 18 44 52 56 62 64 68 76 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 1 1 1 1 2 1 10 

Acer argutum アサノハカエデ (Aa) 1 1 

Tota! 計 1 1 1 1 1 1 1 1 2 l 11 

第67表 [7. i]帯状区林床植物名一覧表

Table 67. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [7. i] belt-transect 
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[7. jl帯状区 (30X5)m2 コメツガーコメツガ・シラピソ基群叢方位N(斜面 SSW)

傾斜18
0

高距1840m Photo 16. 

奥日光湯元周辺では三岳 (1944.8m)や温泉岳 (2332.9m)の金精沢に沿った斜面など

にコメツガ林が比較的よく保存されている。本帯状区は前記金精沢に沿った温泉岳の尾根

つづき南西斜面，奥日光国有林 1092林班で， 金精峠に近い高距 1840mの地点に設定し

た。上層はコメツガが優占し，樹高 6~16m，胸高直径 10~58cm，混交種は 14m 層に僅

少数のダケカンパのみである。林下は 0.5~1.5m層にコメツガ，シラピソの幼稚樹が密生

しているが，なおナナカマドが全体に亘って分布している。 i窪木種，草本種など林床所生

要素にはみるべきものはない。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第26図，

樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第68表，第69

表および第70表となる。

第26図 [7.i]帯状区 コメツガーコメツガ・シラピソ基群叢

Fig. 26. [7. i] belt-transect in the forest of Tsuga diversifolia (Tsuga 
diversifolia-Tsuga diversifolia・AbiesVeitchii soc.) 
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第 68表 [7. i]帯状区樹高階別本数表

Table 68. Number of trees in each height grade in 

the [7. i] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 7 8 9 11 12 13 14 Total 
計

Species 樹 種 6 8 9 10 12 13 14 15 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 4 2 2 3 1 6 3 22 

Betula Ermani 夕、ケカンパ (BE) 2 2 

Total 計 1 4 2 2 3 1 8 3 24 

第 69表 [7.i]帯状区胸高直径階別本数表

Table 69. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. i] belt-transect 
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Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 2 1 2 1 321  ・111121122  

Betula Ermani ダケカンパ (BE) ・・・・・・・・・ 1 ・1 ・・・・・ 2 

Total 計 1121213211121121124  

第 70表 [7. j]帯状区林床植物一覧表

Table 70. Cover degree aed frequency of plants in 

the [7. i] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 25 
F C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Tsuga diversifolia コメッカ 2 4 4 3 5 5 V 5917 
Abies Veitchii シラピソ 5 3 3 4 2 2 V 4333 
Sorbus commixta ナナカマド + 十 + + + 1 V 83 
Thuja Standishii クロベ + I 
Betula corylifolia ネコシデ + I 

晶・--------・------------一一一『一一一一一一一一一・・a祖国 圃・ 一一一一一『‘・・-------ヤ『
Acer Tschonoskii ミ不カエデ + I 

Viburnum furcatum オオカメノキ 十 十 E 
Vaccinium hirtum ウスノキ 十 + E 
Rhododendron Fauriae 

+ I ハクサンシャクナゲ

一一一一、ー】・ーーー・ー・一一一一ー・』一-------明-------一一切圃・ーー・・-------戸、一一 一一回・-----------一一一一 一一一一一ーーーーー・ーー一一一一一一一一一一一一一一
Ilex rugosa ツノレツゲ + 工

Oxalis Acetosella コミヤマカタパミ + + E 

Cornus canadensis ゴゼンタチパナ + + E 

Streρtopus streptopoides var. japonicus 
+ + II タケシマラン

Cω-ex sp. スゲ属の一種 十 I 

Rumohra mutica シノプカグマ + + E 
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8. トウヒ林

Forests of Piceajezoensis var. hondoensis 

トウヒ林は亜高山帯に分布するが，一般に面積の大なるものを見ない。奥日光におい

てもトウヒ林は山岳林の上部に部分的に見られたのみで、ある。著者らの踏査中，太郎山に

おいてオオシラピソ林中の一部にそれを見た。面積は約 3hac.，現在では枯木が多く，こ

こに [8.b]帯状区を設定した。また三岳南面にみられたトウヒの小団地に [8.a]帯状区を

設定した。調査帯状区の位置を第2図に示す。

第27図 [8. a]帯状区 トウヒーユッコウザサ基群叢

Fig. 27. [8. a] belt-transect in the forest of Picea jezoensis var. hondoensis 

(Picea jezoensis var. hondoensis-Sasa nikkoensis soc.) 
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[8. a]帯状区 (25x10) m2 トウヒーニツコウザサ基群叢 方位NW 傾斜 0。 高距

1680m 

本帯状区は宇都宮営林署奥日光国有林 1095林班にあり， 湯元と光徳を結ぶ歩道の最

高地点よりやや光徳寄りにみられるトウヒの小団地内に設定した。 トウヒの樹高は 30-

34m，胸高直径は 62-86cmに達する過熱林で，すでに枯死したトウヒもある。混生樹種

としてはカラマツ，コメツガがみられる。カラマツはトウヒとほぼ同様の生長を示してい

るが，コメツガは樹高 10m に達していない。林床はニツコウザサの枯死したものが一面

にみられるが，この群落も徐々に回復したようで若いニッコウザサもかなり生じている。

このササ枯れの際に発芽したものと思われるナナカマド，ダ、ケカンパ，ハウチワカエデなど

の稚苗もかなりの個体数がある。 本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 27

図， 樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第71表，

第 72表および第 73表となる。

第71表 [8. a]帯状区樹高階別本数表

Table 71. Number of trees in each height grade in 

the [8. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 8 18 25 30 31 32 33 To句l

Species 樹 種 6 9 19 26 31 32 33 34 
計

Picea jezoensis var. hondoensis 1 1 2 4 1 9 
トウヒ

Tsuga diversifolia コメッカ‘ (Td) 1 1 2 

Larix leptole.ρis カラマツ (L) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 2 4 1 1 12 

第72衰 [8. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 72. Number of trees in each diameter grade in 
the [8. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 10 22 28 40 62 66 68 72 80 84 Total 
t I t t t ttt  t to  

Species 樹 種 12 24 30 42 64 68 70 74 82 86 計

Picea jezoensis var. hondoensis 1 1 1 1 (1) 1 2 1 1 9(1) 
トウヒ

Tsuga diversグ"olia コメツガ (Td) 1 1 2 

Larix leptolepis カラマツ (L) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 2 1 (1) 1 2 l 1 12(1) 
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第 73表 [8. a]帯状区林床植物一覧表

Table 73. Cover degree and frequency of plants in 

the [8. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sorbus commixta ナナカマド(幼) 1 + + 十 + V 1ω 

Betula Ermani ダケカンバ(幼) + + 1 + + V 1∞ 
Acer japonicum ハウチワカエデ(幼) + + 十 + + V 

Fγ.axinus Sieboldiana 
+ + + E コパノトネリコ(幼)

Picea jezoensis var. hondoensis 
+ + E 

トウヒ(幼)

Acer Tschonoskii ミネカエデ(幼) + + E 

Prunus Maximowiczii 
+ 工

ミヤマザタラ(幼)

Betula corylグ"olia ネコシデ(幼) + 工

Acer ukurunduense オガヲバナ + 工

Rubus phoenicolasius ウラジロイチゴ + + E 

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ + + E 

Viburnum戸rcatum オオカメノキ 十 I 

Aralia elata タラノキ 十 I 

Oplopanax japonicus ハリプキ 十 I 

Sa抑制ikkoensis ニツコウザサ(生) 1 2 1 1 1 V 750 

(枯) (5) (5) (5) (5) (5) V (8750) 

Polygonum cuspidatum イタドリ + + + E 

Carex sachalinensis ゴンゲンスヶー + + + 1lI 

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ + I 

Rumohra mutica シノブカグマ + + + + + V 

Athyrium yokoscense へピノネゴザ + I 

Dryopteris austriaca シラネワラビ + I 

Mosses 蘇 類 1 1 1 1 1 V 
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[8. b]帯状区 (30x5)m2 トウヒーニツコウザサ基群叢 方位 N(斜面 S) 傾斜 40
0

高距2300m Photo 16. 

本帯状区は太郎山頂上 (2367.5m)に近い西側の岩稜にある。 トウヒの樹高は 10-15

m，胸高直径は 20-47cm Vこ及ぶ。 林下には若干のオオシラビソ， ダケカンパを散生す

る。林床には全般的にニツコウザサが優占し，ササの少ないところには，オオシラピソ，

トウヒの幼稚樹が生じている。濯木としてはサラサドウダン，コヨウラクツツジ，ウスノ

キなどがあり，草本層には部分的にイワノガリヤスの多いこともあり，シノブカグマ，コ

ミヤマカタバミ，コガネギク， ミヤマアオスゲ，マイヅルソウなどがある。本帯状区の樹

冠投影並びに林木配置を図示すれば第 28図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表，潅

木層喬木稚樹分布表および林床植物一覧表を表示すれば第 74表，第 75表，第 76表および

第 77表となる。

J句点守
第28図 [8. b]帯状区 トウヒーニッコウザサ基群叢

Fig. 28. [8. b] belt-transect in the forest of Picea jezoensお
var. hondoensis (Picea jezoensis var. hodoensiト
Sasa nikkoensis soc.) 
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第 74表 [8. b]帯状区樹高階別本数表

Table 74. Number of trees in each height grade in 

the [8. b] belt-transect 
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計

種樹Species 
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第75表 [8. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 75. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. b] belt-transect 
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第 76表 [8. b]濯木層喬木稚樹分布表

Table 76. Number of trees in the lower tree layer in 

the [8. b] belt-transect 
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第77表 [8. b]帯状区林床植物一覧表

Table 77. Cover degree and frequency of plants in 
the [8. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 
Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Abies Mariesii オオシラピソ(幼) 十 + 1 + 
ぉ;ceajezoe~山;s var. hondoensis トウヒ(幼) + + + 
Tsuga diversifolia コメツガ(幼) + 

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ 1 + 
Enkianthus campanulatus サラサドウダン 1 + 
Vaccinium hirtum ウスノキ + 十 + 
Tr;争etaleiabracteata ミヤマホツツジ + 

F. C.V. 

1II 83 

E 

工

q
o
q
o
 

o
O
O
B
 

E

E

E

I

 

Oplopanax japonicus ハリプキ + 工

Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ + 工

Sasa nikkoensis ニツコウザサ 5 5 4 4 2 + V 5292 

Calamagrostis Langsdorffii イワノガリヤス 2 4 1 + + IV 1417 
Solidago decurrens コガネギグ + + l 直 83 

Carex sachalinensis var. longiuscula + + + + E ミヤマアオスゲ

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ + + E 
Shortia soldanelloides イワカガミ + 十 E 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + E 
Coptis japonica var. dissecta 

+ 工
セリパオウレン

C. trifolia ミツバオウレン + 工
Comus canadensis ゴゼンタチバナ + 工

Rumohra mutica シノブカグマ + + + E 

Lastrea Phegoρteris ミヤマワラビ + + E 

9. ヒメコマツ林

Forests of Pin瑚 parviflor，α

ヒメコマツ林は面積の大きいものはなく，岩礁地または痔尾根にみられる。そしてこ

の林はブナ林帯中にもあり，亜高山帯の針葉樹林中にもあらわれている。調査した群落は

いずれもシャクナゲ型で，典型的な岩礁地系である。本林については三岳に [9.b] [9. c]， 

西の湖の東南にある中山の尾根で [9.a]帯状区をそれぞれ設定した。調査帯状区の位置を

第2図に示す。
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[9. a]帯状区 (25x5)m2 ヒメコマツーシャクナゲ基群叢 方位 E 傾斜 25
0
-0
0
高

距 1500m

本帯状区は奥日光国有林1001林班 I¥'、」小班，西の湖の南東にある中山 (1529m)の

尾根上にみられるヒメコマツ小林中に設定した。 ヒメコマツの樹高は 19-24m， 胸高直

径は (46-)60-72 cmである。 2層 (9-17m)にはコメツガ，タカノツメ，コミネカエデ

を少数混生する。林床にはシャクナゲが優勢で，その他喬木稚樹としてコメツガ，コミネ

カエデ，ナナカマドなど，濯木としてはアブラツツジ，アカヤシオ，コメツツジ，ウスノ

キなどのツツジ科植物が多くみられる。草本種はなく，シダとしてシノブカグマがわずか

に生じている。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第28図， 樹高階別本数

表，胸高直径階別本数表および休床植物一覧表を表示すれば第78表，第79表および第80

表となる。

Ei 

Td 

第28図 [9.a]帯状区 ヒメコマツーシャクナゲ基群叢

Fig. 29. [9. a] belt-transect in the forest of 乃:nusparvijlora 
(Pinus parvijlora-Rhododendron Metternichii var. 

pentamerum soc.) 
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第 78表 [9. a]帯状区樹高階別本数表

Table 78. Number of trees in each height grade in 

the [9. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 9 12 13 17 19 21 22 24 Tota! 

Species 樹 種 10 13 14 18 20 22 23 25 計

Pinus parvifiora ヒメコマツ l 2 1 1 5 

Tsuga diversijolia コメツガ (Td) 1 1 2 

Evodioρanax innovans タカノツメ (Ei) 2 2 

Acer micranthum コミネカエデ (Am) 1 1 

Tota! 計 2 1 1 1 1 2 1 1 10 

第 79表 [9. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 79. Number of trees in each diameter grade in 

the [9. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 8 26 28 46 54 60 6，2 7，0 Tota! 

Species 樹 種 8 10 28 30 48 56 62 64 72 計

Pinus parvi.β'ora ヒメコマツ 1 2 1 1 5 

Tsuga diversifolia コメツガ (Td) l 1 2 

Evodiopanax innovans タカノツメ (Ei) 1 1 2 

Acer micranthum コミ不カエデ (Am) 1 1 

To泊l 計 1 1 1 1 1 1 2 1 1 10 

第80表 [9. a]帯状区林床植物一覧表

Table 80. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [9. a] be1t-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 

Species 植物名 5 10 

Tsuga diversifolia コメッカ 十 + 
Sorbus commixta ナナカマド 十 + 
Evodiopanax innovans タカノツメ

Abies homolepis ウラジロモミ

Acer micranthum コミネカエデ

Rhododendron Metternichii 2 5 var. pentamerum シャクナゲ

Enkianthus subsessilis アブラツツジ l 

Rhodod初dfOHPeVnatraIdmzyhJoJZe 4771 
var. nuwense アカヤシオ 1 

Rhododendron Tschonoskii コメツツジ 1 

Vaccinum hirτum ウスノキ + + 

Ilex rugosa ツノレツゲ

Rumohra mutica シノブカグマ + 
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[9. b]帯状区 (25x5)m
2 
ヒメコマツーシャクナゲ基群叢方位 NW 傾斜35

0-15C-OO

高距1880m

本帯状区は奥日光国有林 1094林班「は」小班，三岳頂上から北西
にのひる尾根上，頂

上から約 600m の地点に設定した。 1 層~:.t主ヒメコマツにクロベを 1本混じ，樹高は 15-

22m，胸高直径 (26--)52--60 cmである。 2~脅 (5--13m)にはコメッカコクロベがかなり

みられる。林床はシャクナゲが優勢である。その他香木稚樹
としてコメツガ，クロベ，ヒ

メコマツ，ナナカマドが生じている。袴木としては上記シャ
クナゲ以外にコメツツジ，コ

ヨウラクツツジが，草本層にはヒメイワカガミ，ゴゼンタチ
パナがわずかに生じ，シノブ

カグ、マもみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図
示すれば第30図，樹高階別

数表，胸高直径階別本数表および、林床植物一覧表を表示す
れば第 81表，第 82表および

第 83表となる。

第30図 [9. b]帯状区 ヒメコマツーシャクナゲ墓群叢

Fig. 30・ [9日belt-transectin the forest of Pinus仰向伊ora
(1初usparviflora-Rhododendron Metternichii var. 

pentamerum soc.) 

、，¥
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第81表 [9. b]帯状区樹高治別本数表

Table 81. Number of trees in each height grade in 

the [9. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 8 9 10 11 12 1，3 1，5 17 18 20 21 Total 
10ta 

Species 樹 種 6 9 10 11 12 13 14 16 18 19 21 22 計

Pinus parviflora ヒメコマツ 1 1 l l 2 6 

Thuja 5tandishii クロベ (Tj) 1 1 1 4 

Tsuga diversifolia コメツガ (T) 2 2 1 2 1 1 1 10 

Total 計 2 3 1 2 2 1 2 1 1 2 1 2 20 

第82表 [9. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 82. Number of trees in each diameter grade in 

the [9. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 8 12 14 18 20 22 26 32 5~ 52 54 58 Total 
t t t t t t t t t t t t to  
8 10 14 16 20 22 24 28 34 52 54 56 60 計

1 1 211  6 

111  1 4 

1 1 122  1 1 1 10 

1 1 1 3 3 2 1 1 2 1 2 1 1 20 

Species樹種

Pinus iうarviflora ヒメコマツ

Thuja 5tandishii クロベ (Tj)

Tsuga diversifolia コメッカ、 (T)

Total 計

第83表 [9. b]帯状区林床植物一覧表

Table 83. Cover degree and frequency of plants in 

the [9. b] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

o
i
5
 

Rhododendron Metternichii 
var. pentamerum シャクナゲ

Rhododendron Tschonoskii コメツツジ

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ

5 

5 10 15 20 

10 15 20 25 

1 2 1 1 

+ 1 + 
+ 
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4 3 3 4 

+ 1 + 
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十 十 + 

F. C.V. 

Tsuga diversifolia コメッカ
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5hortia soldanelloides var. ilicifolia 
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Cornus canadensis ゴゼンタチパナ
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Rumohra mutica シノブカグマ E
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[9. c]帯状区 (25X5)m2 ヒメコマツーシャクナゲ基群叢 方位 NW 傾斜 20
0_00

高距 1860m

本帯状区は奥日光固有林 1096林班 f¥，、」小班，前述の [9.b]帯状区の北方約 250m 

附近に設定した。 1層 (18--22m) はヒメコマツのみから成るが 2 層 (7~15m)にコメ

ツガ， クロベ， ヒメコマツの中径木がかなりみられる。 胸高直径はヒメコマツが (22~)

26-60cm，クロベ (8-)18-26 cm，コメツガがもっとも小さく 10-22cmである。林床

植物も [9.b]帯状区とほとんど変わらず，シャクナゲが優勢で，他に喬木稚樹としてコメ

ツガ，ヒメコマツ，クロベ，シラべなどがみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置

を図示すれば第31図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表

示すれば第84表，第85表および第86表となる。

O~T 

第31図 [9. c]帯状区 ヒメコマツーシャクナゲ基群叢

Fig. 31. [9. c] belt-transect in the forest of Pinus parv伊ora
(Pinus parviflora-Rhododendron Metternichii var. 

pentamerum soc.) 
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第84表 [9. c]帯状区樹高階別本数表

Table 84. Number of trees in朗 chheight grade in 

the [9. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 7 8 9 10 12 13 14 15 18 21 22 Tota! 
t t t t t t t t t to  

Species 樹 種 8 9 10 11 13 14 15 16 19 22 23 計

Pinus parvグora ヒメコマツ 1 1 2 1 4 1 10 

Thuja Standishii クロベ (Tj) 1 2 1 3 7 

Tsuga diversifolia コメツガ (T) 1 2 1 1 1 1 1 8 

Tota! 計 1 2 1 2 1 3 3 6 1 4 1 25 

第85表 [9. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 85. Number of trees in each diameter grade in 

the [9. c] belt-transect 
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第86表 [9. c]帯状区林床植物一覧表

Table 86. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [9. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Tsuga diversifolia コメツガ 3 g白， 1 + + 
Abies Veitchii シラピソ 1 + 
ぁ'nusparvzβora ヒメコマツ + + 十 + 
Thuja Standishii タロベ 十 + + 

Rhododendron Metternichii 
l 4 4 5 5 var. pentamerum シャクナケ‘

Vaccinium hirtum ウスノキ + + 
Menziesia pentandra コヨウラクツツジ + 

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ + 
ShOlτia soldanelloides var. ilicifolia 

十
ヒメイワヵヵーミ

Rumohra mutica シノブカグマ + 
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10. ウラジロモミ林

Forest of Abies homol，申 is

従来までの野外観察によると，ウラジロモミ林は暖帯上部の山岳に見られ，一般には

ブナ林帯の下部にみられる。しかし純林と云うものはなかなか見出しがたく，奥日光で著

者らが取り扱ったのは湯滝平にある部分林である。ここもブナ林帯の下部に位置してい

る。ここに [10.a]帯状区を設定した。本帯状区の位置を第2図に示す。

第32図 [lO.a]帯状区 ウラジロモミーニッコウザサ基群叢

Fig 32. [10. a] belt司transectin the forest of Abies homolepis 

(Abies homoleρis-Sasa nikkoensis soc.) 
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第87表 [10. a]帯状区樹高階別本数表

Table 87. Number of trees in each height grade in 
the [10. a] belt-transect 
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Abies homolepis ウラジロモミ

Acer japonicum ハウチワカエデ (Aj)

Kalopanax pictus ハリギリ (K)

Betula grossa ヨグゾミネパリ (B)

Tilia japonica シナノキ (T)

Fr，αxinus Sieboldiana アオダモ (F)
Euonymus oxyphyllus ツリパナ(E)

Euonymus Sieboldianus 
var. nikoensis ユモトマユミ (En)

Viburnum furcatum オオカメノキ (V)

Prunus Maximowiczii 
ミヤマザクヲ (PM)

Acer Mono エゾイタヤ (AM)

Hydrang.ω paniculata ノリウツギ (H)

Sorbus alnifolia アスキナシ (S)
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43(1) 1 (1) 1 Tota¥ 1 1 4 1 1 1 8 10 10 4 計

第88表 [10. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 88. Number of trees in each diameter grade in 

the [10. a] belt-transect 
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[10. a]帯状区 (45X5)m2 ウラジロモミーニツコウザサ基群叢 方位 NE(斜面 SW)

傾斜 3。高距 1405m Photo 17， 18. 

本帯状区は奥日光国有林 1074林班「ほ」小班，湯滝の南 300m付近に小群をなして

いるウラジロモミ林に設定した。 ウラジロモミの樹高は 28-32m，胸高直径 52-113cm 

に達する。 2層 (11-16m)に少数のハウチワカエデ， ハリギリ， ヨグソミネノくりを混生

し 3層 (1-5m)にはアオダモ，ハウチワカエデ，ツリパナ，ユモトマユミ，オオカメノ

キ， ミヤマザ、クラなどがみられる。林床はニッコウザ、サが優占する他，喬木稚樹としてウ

ラジロモミ，カエデ類(ハウチワカエデ，ウリハダカエデ，エゾイタヤ， ミネカエデ，ヤ

マモミジ)， ミヤマザクラなどがみられる。草本としてはコイチヤクソウ，スゲ類，クルマ

パソウがわずかに生じている。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 32図，

樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 87表，第 88

表および第 89表となる。

第89表 [10. a]帯状区林床植物一覧表

Table 89. Cover degree and frequency of plants in 
the [10. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

Acer japonicum ハウチワカエデ 十 + 十 + 十 + E 

Abies homolepis ウヲジロモミ 十 + + + E 

Acer palmatum var. Matsumurae 
十 I 

ヤマモミジ

A. Mono ェソイタヤ 十 工

Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ 十

Euony畑usoxyρhyllus ツリパナ 十

Acer 叩 finerve ウリハダカエデ 十

A. Tschonoskii ミネカエデ 十

十

+十 EE--

+

・

+

十

・

十

L~注ustrum Tschonoskii 
ミヤマイボタ + 十 I 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

Pyrola secunda コイチヤクソウ

Carex sp. スゲ属の一種

Aゆerulaodorata クノレマバソウ

+
 
+
+
十

W
H
E
-
-
+
 

十

十
十

十
+
+
 

+
+
 

+
 

Dlツopte門scrassirhizoma オシダ + 工

Mosses蘇類 + + + + +十+ IV 
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11. コメツガ・ダケカンパ林

Forests of Tsugαdiversifoli，α.Betula Ermani 

本州亜寒帯山岳における顕著な針広混交林として，コメツガ・ダ、ケカ γパ林がある。

この混交林の標準地として白根沢に [11.a]，裏男体林道の志津小屋の近くに [11.b]， [11. c] 

帯状区を設定した。調査帯状区の位置を第 2図に示す。

第33図 [11. a]帯状区 コメツガ・ダケカンパークマイザサ基群叢

Fig. 33. [11. a] belt-transect in the mixed forest of Tsuga 
di四 rsifolia.BetulaErmani (Tsuga diversifolia. 
Betula Ermani-Sasa paniωlata soc.) 
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方位sw(斜

奥日光の森林植生(舘脇・伊藤・遠山・横溝)

コメツガ・ダケカンパークマイザサ基群叢[11. a]帯状区 (35x5)m2 

面 NE) 傾斜 38
0

高距 1960m

白根沢の枝沢に沿った前白根山への本帯状区は奥日光国有林 1091林班「ろ」小班，

登山路左側にみられるコメツガとダケカンバの混交林に設定した。樹高はばらつきが大き

ダケ胸高直径もコメツガ 12~60cm，ダケカンバは 9~19m，コメツガは 5~17 m， く，

潅木層は比較全体的にはコメツガの方が優勢である。カンバ 26~52cm となっている。

コヨウラククマイザサが優勢である外，被度の高いものとしてオオカメノキ，的顕著で，

ミヤマザクコミネカエデ，コメッカ三それにナナカマド，ベニサラサドウ夕、、ン，ツツジ，

オオカニコウわずかにマイヅルソウ，ラなどの幼樹がかなりみられる。草本類は少なく，

シダ類としてシノブカク守マが多少みヤクゃルマソウをみるのみである。イワウチワ，モム

本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第られ，オシダもわずかに生じている。

33図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 90表，

第 91表および第92表となる。

第90表 [11. a]帯状区樹高階別本数表

Table 90. Number of trees in each height grade in 
the [11. a] belt-transect 
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5 1 1 2 1 ダケカンパ (BE)Betula Ermani 

20 l 1 1 5 3 2 3 1 1 1 1 計Tota! 

第91表 [11. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 91. Number of trees in each diameter grade in 
the [11. a] belt-transect 
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第92表 [11. a]帯状区林床植物一覧表

Table 92. Cover degree and frequency of plants in 
the [11. a] belt-transect 
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Q
V
h
l
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お
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ハ
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U
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凸
U

B

，、
p
b

離距Distance (m) 
C.V. F. 

1142 

642 

IV 

V 

+ 
1 + 

+ 
1 

1 

+ 

名

Sorbus commixta ナナカマド

Tsuga diversifolia コメッカ

Acanthopanax sciadophylloides 
コ、ンアプ?ラ

3 

2 

3 

2 

物植Species 

工

Abies Veitchii シラビソ ・十

Acer micranthum コミネカエデ ・ ・ 2 +・ ・+ 1II 250 

Prunus Maximowiczii ミヤマザグラ 1 1 1 + 1II 214 

Acer ukurunduense オガラバナ ・ 1 1 ・・・・ rr 143 

工

+ 

Viburnum furcatum オオカメノキ

Menziesia pentandra コヨウラクツツジ

Enkianthus rubicundus 
ベニサラサドウダン

Rhododendron pentaphyllum 
var. nikoe抑se アカヤシオ

Hugeli，αjaponica アグシパ + ・ 十 ・ ・ rr 
Viburnum W門ghtii ミヤマガマズミ ・ ・ ・十・ ・ ・ 工

Oplopanax japonicus ハリプキ + + 十 ・ 1 + + V 71 

1321 

994 

143 

71 

E 

V 

1II 

工

+ 
十2 2 2 

+ 

2 

1 

1 

3 

1 

1 

3 

1 

1 

5965 

+ 

71 

V 

I 

E 

E 

I 

I 

5 5 4 4 3 

-
十
+
+

2 

Rubus Ikenoensis ゴヨウイチゴ

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ

Cacalia ni克omontana オオカニコウモリ

Shortia uniflora イワウチワ

Rodgersia podophylla ヤグノレマソウ

十

+ 

4 

+ 

クマイザサSasa paπiculata 

十

71 IV 

I 

+ 十+ + 1 Rumohra mutica シノブカグマ

DηIOpte門‘scrassirhizoma オシダ + 

方位 SW(斜コメツガ・ダ、ケカンバーコメツガ基群叢[11. b]帯状区 (30X5)m2 

高距 1830m傾斜 18
0

面 NE)

夕、、ケカンノミ

本数は少ないが林冠はかなり大胸高直径40--48cm)が 3本みられ，

コメツガは樹高7--15m，胸高直径16--48cmとばらつきをみせ，

本帯状区は男体山の北面，志津小屋の南西約300mのところに設定した。

の老木(樹高 17m，

ダケきな面積を被う。

シラピソの稚樹が多くオオシラビソ，カンパと共に 1層を形成する。林床にはコメツガ，

その他林床に出現する頗度の高い種類

シノブカグ、マなどがみられるがコミヤマカタパミ，

総計633本を数え， 5x5m2に平均105本となる。

ツノレツゲ、，としてナナカマドの稚苗，
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いずれも被度は微少である。底層には蘇類がかなり発達している。本帯状区の樹冠投影並

びに林木配置を図示すれば第 34図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表，林床針葉稚樹

本数分布表および林床植物一覧表を表示すれば第 93表，第 94表，第 95表および第 96表

となる。

第34図 [11. b]帯状区 コメツガ・タケカンバー

コメツガ基群叢

Fig. 34. [11. b] belt-transect in the mixed forest of Tsuga 

diversifolia • Betula Ermani (Tsuga divers柿lia.
Betula Ermani-Tsuga diversifolia soc.) 

第93表 [11. b]帯状区樹高階別本数表

Table 93. Number of trees in each height grade in 

the [11. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 7 9 10 12 13 

Species 樹 種 8 10 11 13 14 

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 5 4 

Betula Ermani タケカンバ (BE)

Total 計 1 1 1 5 4 

14 

15 

3 

3 

17 
Total 

18 計

15 

3 3 

3 18 
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第 94表 [11. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 94. Number of trees in each diameter grade in 

the [11. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 16 24 26 28 30 34 40 44 46 
t Total 

Species 樹 種 18 26 28 30 32 36 42 46 48 計

Tsuga diversifolia コメツガ 2 2 4 1 2 1 1 2 15 

Betula Ermani ダケカンパ (BE) 1 1 1 3 

Total 計 2 2 4 1 2 1 2 1 3 18 

第 95表 [11. b]帯状区林床3針葉稚樹本数分布表

Table 95. Number of seedlings and saplings of the 

3 conifers in the [11. h J belt-transect 

のz包h狸容早
Distance (m) 距離 O 5 10 15 20 25 

Total 
計Height (m) 高 さ 5 10 15 20 25 30 

苦Lh 電唱a 、E 

0-1 73 31 114 105 149 68 540 

1-2 3 1 “ ‘〉 2 4 15 27 

2-3 。 。 1 O 1 l 3 

い也句，ぬs 
3-4 。 O 1) 1 。 。 1 

Total 計 76 32 117 108 154 84 571 

0-1 3 5 3 3 O 1 15 

1-2 5 4 。 2 O 1 12 

; 2-3 O 。 1 。 1 1 3 

3-4 O O 1 O 2 。 3 

占吋.~ 4-5 。 O l O 。 1 2 

Total 計 8 9 6 5 3 4 35 

0-1 4 1 。 2 7 2 16 

駒-bも喧2 U 柏、喝a 1-2 O 1 1 1 1 5 9 

2-3 。 。 。 。 O 2 2 

吋

Total 計 4 2 1 3 8 9 27 
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第96表 [11. b]帯状区林床植物一覧表

Table 96. Cover degree and frequency of plants in 

the [11. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Ts百:gadiversifolia コメツガ 4 3 5 5 5 4 V 70邸

Abies Mariesii オオシラピソ 1 1 1 + 1 2 V 625 
A. Veitchii γラピソ + + + + 1 2 V 375 
Sorbus commixta ナナカマド(稚) + + 十 + + lV 
S. Japo叩ca ウラジロノキ(稚) + I 

Viburnum jurcatum オオカメノキ 十 工

・ー---ーーー圃・園、 .ー圃圃~-------------------・ーーーー・ーーーーーーー・・・E・・・・・・・・「・--_ .. 凶--------ーー・-----------・E・・E・・・・一品 ・ー---------ー・・・ 一』一-------------一ー・・・・.. 白-----、ーー・・同---------.圃一晶、.--
Ilex rugosa ツノレツゲ 十 + 十 + + + V 

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ + + + + + + V 
Coptis japonicαvar. dissecta + + + E セりパオウレン

Cornus canadensis ゴゼγタチバナ + + E 
Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + E 

月Irolaalpina コパノイチヤクソウ 十 十 E 

Streptopus stγeptopoides var. japonicus 
+ I タケシマラン

Pyrola renifolia ジンヨウイチヤクソウ + I 

Rumohra mutica シノブカグマ 1 + + 十 + + V 83 
Mecodi・UmWrightii コケシノブ + + + E 

Mosses 蘇 類 + l + 3 3 5 V 2792 

[11. c]帯状区 (40xlO)m2 コメツガ・ダケカンパーニッコウザサ基群叢 方位 SSE

傾斜 7。高距 1770m

本帯状区は男体山と大真名子山の鞍部，志津小屋の東北方約300mのところに設定し

た。 1層はコメツガと夕、、ケカンパが混交し，樹高はおおむね 13，...，18mである。 夕、、ケカン

パはコメツガより多少樹高の点で、優れるが，胸高直径はコメツガが56，...，78cmでダケカン

バの 34，...，54cmより大である。 2層は顕著でなく樹高 8mのコメツガを 2本みるのみであ

る。林床にはニツコウザサが優占し，喬木稚苗としてナナカマド，ダケカンパ，コメツガ

を，草本としてタケシマラン，コミヤマカタバミ，ゴゼンタチパナを生じるが，いずれも

被度は僅少である。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 35図， 樹高階別

本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 97表，第 98表および

第 99表となる。
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第35図 [11. c]帯状区コメツ方・ダケカンパー

ユッコウザサ基群叢

Fig. 35. [11. c] belt-transect in the mixed forest of Tsuga 
diversifolia • Betula Ermani (Tsuga diversifolia • 
Betula E門nani-Sasanikkoensis soc.) 

第97表 [11. c]帯状区樹高階別本数表

Table 97. Number of trees in each height grade in 

the [11. c] belt-transect 

Height (m) 樹

Species樹種

高 n
d
h
z
、R
U

12 13 14 

13 14 15 

15 16 17 

16 17 18 

Total 
計

Tsuga diversifolia コメツガ

Betula E:円nani ダケカンバ (BE)

2 1 2 2 1 

1 1 3 

8 

5 

Total 計 2 1 2 1 3 13  13 
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第98表 [11. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 98. Number of trees in each diameter grade in 
the [11. c] belt-transect 

379 

B.H.D. (cm) 胸高直径 24 26 34 38 46 52 5，6 62 64 66 76 Tota! 

Species 樹 種 26 28 36 40 48 54 58 64 66 68 78 計

Tsuga diversifolia コメツガ 1 1 1 1 

BetuZa E門nanz 夕、ケカンパ (BE) 1 1 2 1 

Tota! 計 1 1 l 1 2 1 1 1 

第99表 [11. c]帯状区林床植物一覧表

Table 99. Cover degree and frequency of plants in 

the [11. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sorbus commixta ナナカマド + + + + 
Tsuga diversifoZia コメッカ 十 + 

BetuZa Ermani ダケカンパ + + 

Sasa nikkoensis ニツコウザサ 5 5 5 5 5 

Streptopus. streptopoides 
var. japoniucs タケシマラン + 

Oxalis Acetosella コミヤマカタバミ + 

Cornus canadensis ゴゼンタチバナ

12. カラマツ林

Forests of Lαrix leptolepis 

25 30 

30 35 

5 5 

+ 

2 1 1 8 

5 

2 1 1 13 

35 
F. c.v. 

40 

+ E 

I 

I 

5 V 87印

I 

I 

I 

日本の固有種であるカラマツ林は，特に火山と関係深く，火山植生としては富士山，

浅間山と共に日光の名が出てくるが，奥日光においては男体山から戦場ガ原周辺にかけて

が，特に代表的な地点となろう。カラマツ林の分布は，降下火山灰磯地と関係あり，また

押出の上や扇状地，あるいは澗沢に沿っても殖民的分布をする。秋日紅葉の期，戦場ガ

原に立って男体山を仰げば，カラマツの郷土としての景観を強く印象されるであろう。す

なわち男体山の肌にくいこんだ潤沢に沿ってのぼるカラマツ林，またその山麓洪積原に発

達するカラマツ林などは，日本森林の特徴がにじみ出ている森林形相である。カラマツの

分布を見ると， 一般には 1200--1400 m に分布しているが， 男体山の潤沢では遁かに高く
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のぼり，志津林道東端から野州原林道にかけては 1700mに達している。換言すれば，本

地域のカラマツは，冷温帯から亜寒帯に亘っており，群落から見ると，奥日光におけるカ

ラマツ林は特に多様で，日本でも最も変化のあるところである。カラマツ林の標準地とし

て竜頭の滝上に [12.a]， [12. b]，戦場ガ原に [12.c]-[12. j]，小田代原に [12.k]，男体山

西麓に [12.1]，野州原林道に沿って [12.m]，前白根山に [12.n]の帯状区を設定した。こ

れら調査帯状区の位置を第 16図 (334頁)に示す。

[12. a]帯状区 (30x5) m2 カラマツーニツコウシダ基群叢 方位sw 傾斜 0。 高

距 1380m Photo 19 

本帯状区は奥日光国有林1104林班，すなわち竜頭の滝の北方約500m，国道沿いにみ

られるカラマツ林中，林床にニツコウシダの優占しているところに設定した。カラマツ林

特有の林内微光に照映されて，林床のニツコウシダは極めて斉一な相観を呈する。カラマ

ツは樹高1O-13m，胸高直径14-26cmで， 1層に優占L，多少ミズナラを混生している。

またカラマツの枯損木が 5-8m層にみられた。林床には草本層にニツコウシダが優占

し濯木層，草木層共所生要素は比較的乏しい。主なるものとしては，瀧木層にミズナラ

幼樹， ミヤマウグイスカグラなどがみられる。この群落はカラマツーニツコウザサ基群叢

のニッコウザサが一斉に枯死して出現したものであろう。本帯状区の樹冠投影並びに林木

配置を図示すれば第 36図， 樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表

を表示すれば第 100表，第 101表および第 102表となる。

第36図 [12. a]帯状区 カラマツーニッコウシダ基群叢

Fig. 36. [12. a] belt-transect in the forest of Lalix leptole，戸5
(Lalix l，φtole片 -Lastrea河抑onicasoc.) 
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第100表 [12. aJ帯状区樹高階別本数表

Table 100. Number of trees in each height grade in 

the [12. aJ belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 7 8 9 10 11 

Species 樹 種 5 6 8 9 10 11 12 

Larix leptolepis カラマツ (2) (2) (2) 1 2 8 

Quercus crisupla ミズナラ (Q) 3 1 1 

Total 計 (2) (2) (2) 3 1 3 9 

第101表 [12. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 101. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. aJ belt-transect 

381 

12 Total 

13 
計

7 18(6) 

5 

7 23(6) 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 2焔 Total

Species 樹 種 8 10 ~ U ~ lli ~ ~ u a ~計

La門xleJりtolePis カラマツ (1) (2) (3) 2 5 1 2 3 4 1 18(6) 

Quercus crispula ミズナラ (Q) 2 2 1 5 

Total 計 (1) (2) 2 (3) 2 2 6 1 2 3 4 1 23 (6) 

第 102表 [12. aJ帯状区林床植物一覧表

Table 102. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. aJ belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Quercus cηψula ミズナヲ + + 十 十 十 V 

Betula platyhylla var. japonica シラヵ γ パ + 十 E 
Kalopanax pictus ハリギリ + 工

』唱』晶--・・M‘・』ー・一一一“一ー・ー』一・唱H・a・・・--・ー----------_._----.--・・--------------ーーーー・・・・----ーー・・-----・・・・・.--・一明 一一一

Malus Sieboldii ズ 十 十 E 

Lonicera caerulea var. eノmウph.グylイlocalvx 
クロミ ウ イスカグラ

l I 83 

L. gracill砂esvar. glandulosa + + + E ミヤマウグイスカグラ

Rhododendron japo叩icum レンゲツツシ + 工

Sasa nikkoensis ニッコウザ+ + 十 + + + 十 V 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ 十 工

Luzula mult~βora ヤマスズメノヒエ 十 I 

Moehringia laterザora オオヤマフスマ 十 工

Lastrea niJψonica ニッコウシダ 4 4 5 4 4 4 V 6667 
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[12. b]帯状区 (40X5) m2 カラマツークロミノウグイスカグラ基群叢 方位 NNE

傾斜 0
0

高距 1385m Photo 21. 

本帯状区は竜頭の滝より西北方約 1kmの地点，奥日光国有林1049林班，柳沢林道沿

いにあり，カラマツ林下をクロミノウグイスカグラが優占するところに設定した。周辺に

はカラマツ林とミズナラ林の発達がみらる。 カラマツは樹高 10-18mに及び，胸高直径

は概ね 21-32cmであるが，一本のみ 69cmに達するものがみられた。 しかしこれも樹

高は 18mにすぎない。瀧木層には，珍らしいことにクロミノウグイスカグラが優占し，

その他喬木幼樹としてシラカンパ， ミズナラ，ズミ ，i.連木としてミヤマウグイスカグラ，

レンゲツツジなどが散生する。草本層には特に優勢な種類はなく，ただニツコウシダおよ

び媛性なニツコウザ、サが(十)-(1)の被度で全体にみることができる。その他，主なる所生

要素をあげれぽエゾヨモギ，イタドリ， ミヤマアオスゲ， ヒメスゲなどがある。本帯状区

の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 37図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表

および林床植物一覧表を表示すれば第 103表，第 104表および第 105表となる。

。

'‘ 

第37図 [12. b]帯状区 カラマツークロミノウグイス
カグヲ基群叢

Fig. 37. [12. b] belt-transect in the forest of Larix 
leptolepis (Larix leptolePis-Lonicera caerulea 

var. emphyllocalyx soc.) 

40lIl 
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第103表 [12. b]帯状区樹高階別本数表

Table 103. Number of trees in each height grade in 

the [12. b] belt-transect 
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第104表 [12. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 104. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. b] belt-transect 
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第 105表 [12. b]帯状区林床植物一覧表

Table 105. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. b] belt-transect 
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8438 

63 

JI 

V 

I 

5 5 

l 

5 5 5 4 5 5 

ヌiMalus Sieboldii 

(1) 

+ E + + 
+ 工グマイチゴRubus crataegifolius 

IV 

Arternisia rnontana 

Polygonurn cuゅidatum

E 

E 

+ + 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 
+ 

+ 

十

+ 

十

十エゾヨモギ

イタドリ

ユッコウザサSasa nikkοensis 



384 北海道大学農学部演習林研究報告第24巻第2号

V
 
C
 

F
 

5
!
0
 

3
i
4
 

A
V

・!
F
b

q
o

、-
4
q
O

R
υ
'
[
Aり

つ“、
tqυ

A
H
v

・
f
h
F
h
d

つん】、
t
つ“

お

t
m

o
p
-
5
 

司
自
ム
ー

4
噌

E
A

5
1
m
 

o
t
5
 

離距同

名
e
 
m

物

a
 
h

植gu
 e
 
c
 

E
 
P
 

Q
U
 

Carex sachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

Carex oxyandra ヒメスゲ

POらIgonumBistorta イプキトラノオ

Cirsium japonicum ノアザミ

Luzula plumosa var. macrocarpa 
ヌカボシソウ

+ + + 
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E
 

十

E

I

I

 + 
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Lastrea nipponica ニツコウシダ 1 + + +十 1 1 1 V 250 

[12. c]帯状区 (25x5)ぱカラマツーコママナ基群叢方位 ESE傾斜1_20 高距1390m

本帯状区は戦場ガ原南東隅，赤沼より泉門池に至るコースの入口付近にみられるカラ

マツ林中，林下にゴマナの多い処に設定した。カラマツは樹高1O-18m，胸高直径14-32

cm V，こ達する。林下は草丈1.5mのコーマナが占居するが，その下層にはニツコウザサをみ

る。所生要素としては，ツボスミレ，エゾヨモギ， νパスゲ， トボシガラ，ノアザミ，コ

ナスビ，ヒメシロネ，ハンゴンソウなどがある。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図

示すれば第 38図， 樹高階別本数表，胸高直径別本数表および林床植物一覧表を図示すれ

ば第 106表，第 107表および第 108表となる。

第38図 [12. c]帯状区カラマツーゴマナ基群叢

Fig. 38. [12. c] belt-transect in the forest of Larix lel地 lepis
(Larix leptolePis，・AsterGlehni var. hondoensis soc.) 
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第 106表 [12. c]帯状区樹高階別本数表

Table 106. Number of trees in each height grade in 

the [12. c] belt-transect 

385 

Height (m) 樹 高 4 6 7 8 10 11 12 1，3 15 16 17 18 Total 
10 

Species 樹 種 5 7 8 9 11 12 13 14 16 17 18 19 計

Larix leptolepis カラマツ 1 1 1 1 1 (1) 2 1 2 1 6 6 23 (1) 

Betula platyphylla var. japonica 
1 1 2 

シラカンパ (Bp)

Total 計 2 1 1 1 1 1 (1) 2 1 2 1 6 6 25(1) 

第 107表 [12. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 107. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 Total 
計
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第 108表 [12. c]帯状区林床植物一覧表

Table 108. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. c] belt-transect 
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Artemisia montana エゾヨモギ 1 十 2 十 IV 450 

LycolうusMaackianus ヒメシロネ + 1 + + 1 V 200 
V iola verecunda ツボスミレ + 十 十 1 + V 100 
lris ensata var.ゆontanea ノハナショウブ 1 + + E 100 

Senecio cannabifolius ハンゴンソウ 1 I 100 

Festuca pa門)igluma トポシガラ + + 十 + + V 
Lysimachia japonica コナスビ + + + + vl 

Stachys japonica var. intermedia イヌゴマ + 十 + E 

Clinopodium chinense var. parviflorum + + ;旺
クノレマバナ

Fragaria nψρonzca シロパナノヘビイチコ 十 + E 
Scutellaria pekinensis var. transitra + + E ヤマタツナミソウ

Scrophularia kakudensis オオヒナノウスツボ 十 I 

Moehringia lateriflora オオヤマフスマ 十 工

POか'gonumcuspidatum イタドリ + I 

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ + 工

Carex longerostrata var. pallida + I 
チュウゼンジスゲ

Hypericum erectum オトギリソウ + I 

Agrostis hiemalis エゾヌカボ 十 工

Astilbe microphylla チダケサシ + 工

Lycopus uniflo門~s ゾシロネ + 工

Potentilla Cryptotaeniae ミツモトソウ + 工

Athyrium yokoscense へビノネコザ + + + 1II 

[12. d]帯状区 (50X10) m2 カラマツーズミ基群叢 方位 ESE 傾斜 1
0
高距 1390m

Photo 24. 

本帯状区は [12.c.]帯状区の更に西方約50mに位置し，カラマツーズミの極めて端麗

な二層林相を呈する。 l層はカラマツが優占し，樹高 14-19m，胸高直径26-40cmo 2 

層はズミが優占し，樹高 7-9m，胸高直径8-24cmである。林床には特定の優占種を見

出すことができず，部分的にホザキシモツケ， ミヤマイボタの如き濯木，あるいはスゲ

類，タチツボスミレのような草本がそれぞれ優勢となることが多い。本帯状区においても

カラマツやズミの樹冠外縁に至ればホザキシモツケが優占するのが観察された。本帯状区

の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 39図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表

および林床植物一覧表を表示すれば第 109表，第 110表および第 111表となる。
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第39図 [12. cl]帯状区 カラマツーズミ基群叢

Fig. 39. [12. cl] belt-transect in the forest of Larix leptolepis 
(Larix 1φtolepi・s-MalusSI・.eboldii・soc.)

第109表 [12. d]帯状区樹高階別本数表

Table 109. Number of trees in each heiget grade in 

the [12. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 4 5 7 8 9 10 14 16 17 1，8 Tota! 

Species 樹 種 3 5 6 8 9 10 11 15 17 18 19 計

Larix leptoleJうis カラマツ 1 1 2 3 2 4 13 

Malus Sieboldii ズ (M) 8 8 1 17 

Prunus Maximowiczii 1 1 
ミヤマザクラ (PM)

Euonymus Sieboldianus マユミ (ES) 1 1 

Total 計 1 1 1 8 8 1 1 2 3 2 4 32 
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第110表 [12. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 110. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. d] belt-transect 
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13 4 3 1 1 1 1 1 1 カラマツLarix leρtolepis 

17 1 1 2 1 3 1 3 3 2 (M) ズMalus Sieboldii 

1 1 
(PM) 

Prunus Maximowiczii 
ミヤマザクヲ

1 1 Euonymus Sieboldianus 
マユミ (ES)

32 4 3 1 1 2 

第111表 [12. d]帯状区林床植物一覧表

Table 111. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. d] belt-transect 
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Distance (m)距離

Species 植物名
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lris sanguinea アヤメ

POか'gonatumodoratum var. 
Maximowiczii オオアマドコロ

Viola verecunda ツボスミレ

LycoがlSMaackianus ヒメシロネ

Gentiana triflora var. japonica 
エゾリンドウ

Festuca rubra var. rubra 
オオウシノケグサ

Galium Kikumugura キクムグラ

Astilbe microphylla チタケサシ

Fragaria nipponica 
シロパナノヘビイチゴ

Clinopodium chinense 
var. panザorum クノレマバナ

Stachys japonica var. intermedia 
イヌゴマ

Potentilla Cryptotaeniae ミツモトソウ

Euphorbia Sieboldiana ナットウダイ

Thalictrum aquilegifolium 
カラマツソウ

Crisium japonicum ノアザミ

Polygonum cus，ρidatum イタドリ
lris ensata var.ψontanea 

ノハナショウプ

Adenophora nikoensis ヒメシヤジン

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ

T門・'adenumjaponi・ωm ミズオトギリ

Senecio cannabグ'olius ハンゴンソウ

Miscanthus sinensis ススキ

Epilobium angustifolium ヤナギラン

Swertia bimaculata アケボノソウ

Last何aThe.らyρteris ヒメシダ 十 1 + V 3Cゆ1 1 十 111

Bot門，chiumternatum フユノハナワラビ + ・
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[12. e)帯状区 (20X5)m2 カラマツーホザキシモツケ基群叢 方位 SE 傾斜 0
0 高

距 1390m Photo 23. 

本帯状区は [12.c)， [12. d)両帯状区聞をやや戦場ガ原内部に入った地点に設定した。

1層にはカラマツが優占し，樹高 13-

17m，胸高直径 13-28cmo 2層 (3-

7.5m)は不顕著でズミ，ミヤマザクラ，

ユモトマユミが散生しているにすぎな

い。林床にはホザキ、/モツケが優占し

ている。群落分類単位からみるとき，

本帯状区の代表的な部分は図からわか

るように 0-lOm の区間であってこ

の区間では，上層木と下層林床が極め

て端正である。これに反して 10-20m

区聞は，上層木が不整正である。その

ため林床は0-lOm区間の資料のみを

示した。本帯状区の樹冠投影並びに林

木配置を図示すれば第 40図，樹高階別

本数表，胸高直径階別本数表および林

床植物一覧表を表示すれば第 112表，

第 113表および第 114表となる。

1司 M PMEnVS 2白n

第 40図 [12.e]帯状区 カヲマツーホザキ

シモツケ基群叢

Fig. 40. [12. e] belt-transect in the forest 
。fLarix leptolepis (Lari・'xlep-
tolepis-Spiraea salicifolia soc.) 

第112表 [12.e]帯状区樹高階別本数表

Table 112. Number of trees in cach height grade in 

the [12. e] belt-transect 

Hcight (m) 樹 高 2 3 4 5 7 8 9 1~ 12 1，3 14 1，5 1? Tota! 
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! 

Species 樹 種 3 4 5 6 8 9 10 11 13 14 15 16 18 計

Larix leptolepis ヵヲマツ 1 (1) (1) 4 (2) 1 4 4 3 1 18(4) 

Malus Sieboldii ズ (M) 1 1 2 

Viburnum Sargenti カンボク (VS) 1 1 

Euonymus Sieboldianus 
var. nikoensis ユモトマユミ (En) 1 1 

Prunus Maximowiczii 1 1 
ミヤマザクラ (PM)

Tota! 計 2 1 2 (1) 1 (1) 4 (2) 1 4 4 3 1 23(4) 
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第113表 [12. eJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 113. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. eJ belt-transect 

391 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 24 26 Tota! 

Species 樹 種 4 6 8 W U M W lli a ~ ~ a 

LaηX leptolepis カラマツ (1) 1 (3) 1 6 2 2 

Malus Sieboldii ズ (M) 1 1 

Viburnum Sargenti カンボク (VS) 1 

Euonymus Sieboldianus 
1 var. nikoensis ユモトマユミ (En)

Prunus Maximowiczii .... _ _ m." 1 
ミヤマザクラ (PM)

Tota! 計 2 2 (1) 1 (3) 1 6 1 2 2 

第 114表 [12. eJ帯状区林床植物一覧表

Table 114. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [12. eJ belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 

Species 植物名 5 W 

Spimea salicグolia ホザキシモツケ 5 5 

Lonicera ca沼ruleavar. emphyllocalyx 
+ クロミノウ夕、イスカグラ

Lastrea Thelypteris ヒメシダ 1 

Osmunda asiatica ヤマドリゼンマイ 1 

4 1 1 

4 1 1 

F 

計

18 (4) 

2 

1 

1 

1 

23(4) 

C.V. 

[12. f]帯状区 (30x5)m2 カラマツーレンゲツツジ基群叢 方位 N 傾斜 1
0
高距

1390m 

本帯状区は三本松の南約 150m南下せる，国道沿いに発達したカラマツ林に設定し

た。三本松を中心に戦場ガ原周縁にみられるカラマツ林は概ねカラマツーズミ群落で代表

されるが，カラマツ林の林縁部で、はp 好陽性のレンゲツツジが瀧木層に発達し，時にカラ

マツーレンゲツツジ群落で置換されることがある。本帯状区はその一例である。カラマツ

は樹高 4-14m，胸高直径 6-30cm，林木配置並びに林冠は疎開する。林下にはレンゲ

ツツジが多いが，その下層の草木相は，国道から戦場ガ原に向つての自然通路となって了

ったため，著しく擾乱され，乱雑を極めていて，その原生相を把み難い。本帯状区の樹冠

投影並びに林木配置を図示すれば第 41図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林

床植物一覧表を表示すれば第 115表，第 116表および第 117表となる。
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レンゲツツジ

道

第41図 [12. f]帯状区 カラマツ レンゲツツジ基群叢

Fig. 41. [12. f] belt-transect in the forest of Larix leptolepis 

(Larix leptolepis-Rhododendron japonicum soc.) 

第115表 [12. f]帯状区樹高階別本数表

Table 115. Number of trees in each height grade in the [12. f] belt-transect 

Height (m) 樹

Species樹種

高 3 4 6 7 9 W ~ M Tota! 
乱

4 5 7 8 W 11 13 15 削

Larix leptoleJうIS カラマッ ・ 123121111

Betula plaか'f>hyllavar. japonica シラカンパ (Bp) 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 

Tota! 計 1 1 2 3 1 2 1 1 12 

第 116表 [12. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 116. Number of trees in 朗 chdiameter grade in the [12. f] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径

Species樹種
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計

Larix leptolepis カラマツ ・ 121222111

Betula platyphylla var. japonica シヲカ γノミ (Bp) 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 

Tota! 計 121222112  

第117表 [12. f]帯状区林床植物一覧表

Table 117. Cover degree and frequency of p!ants in the [12. f] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名 v
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Malus Sieboldii ズ 1 十+ m 83 
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Deschampsia caespitosa var. festucaefolia 
ヒロハノコメススキ

Miscanthus sinensis ススキ

Moniliopsis japonica ヌマガヤ

Cirsium japoniα~m ノアザミ

Scirpus Wichurai アブヲガヤ

Solidago decu門-ens コガネギク

Sanguisorba 0 fficinalis ワレモコウ

Ranunculus japonicum ウマノアシガタ

Artemisia japonica form.間 sedifolia
ホソパオトコヨモギ

Lycopus Maackianus ヒメシロネ

Fragaria nipponica シロノミナノヘビイチコ

lnula salicina var. asiatica カセンソウ

Geranium yesoense var. nipponicum 
アカヌマアウロ

lris ensata var. spontanea ノハナショウプ

Polygonum Bistorta イプキトラノキ

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ

Aster Glehni var. hondoensis ゴマナ

Gentiana triflora var. japonica 
エゾリンドウ

Achillea sibirica from. discoidea 
ヤマノコギリソウ

lnula ciliaris ミズギク

Metanarthecium luteo-viride 

Festuca rubra var. rubra 
オオウシノケグサ

Moehri1'lgia late門ヌora オオヤマフスマ
fる，pericumnikkoense ニツコウオトギリ
Hieracium umbellatum var. japonicum 

ヤナギタンポポ

Festuca extremiorientalis オニトボシガラ

Astilbe Thunbergii var. congesta 
トリアシショウマ

Pedicularis resupinata シオガマギク

Potentilla cryρtotaeniae ミツモトソウ

ノギヲン

Sasa nikkoensis 
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Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ

Equisetum arvense スギナ

μstreaπ抑 onica ニツコウシダ

Osmuda asiatica ヤマドリゼンマイ
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Distaece (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 
F. c.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Athyrium yokoscence へビノネゴザ 十 工

Pteridium aquilinum var. latiusculum 
+ 工ワラビ

Polytrichum sp. スギゴケ類 + I 

[12. g]帯状区 (25X5)m2 カラマツーズミーレンゲツツジ基群叢 方位 ENE 傾斜

。。 高距 1390m

本帯状区は三本松の南方約 200mの国道沿いに点在しているカラマツ小田林中，林下

にレンゲツツジが優占している部分に設定した。この林は奥日光国有林 1103林班に属し，

湿原ではないけれども，それにつづく戦場ガ原の東縁に位している。カラマツは樹高 5-12

m，胸高直径 10-32cmで1層を形成し， 2層 (2-3m)にはズミが多く， 2段林を呈して

いる。林床は極めて種類に富み，その数は 29に達している。最もよく発達しているのは，

樫木層で，優占種レンゲツツジのほか，クロミノウグイスカグラ，ズミなどがこれについ

でし、る。草本層では，チユウゼンジスゲが(+)-(1)程度に全般に生ずる他，量的に多いも

のはないが，アカヌマフウロ，チ夕、、ケサシ，ワレモコウ，イタドリ，オオアゼスゲ，エゾ

リンドウ，ノアザミ，イブキトラノオ，アキカラマツ，オオヤマフスマなど種類に富んで

いる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 42図，樹高階別本数表，胸高直

径別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 118表，第 119表および第 120表となる。

第42図 [12. g]帯状区 カラマツースミ レンゲツツジ基群叢

Fig. 42. [12. g] belt-transect in the forest of La門xleptolepis (Larix leptolepis・
1I1alus Sieboldii-Rhododendron japonicum soc.) 
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第118表 [12. g]帯状区樹高階別本数表

Table 118. Number of trees in each height grade in 

the [12. g] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 5 6 8 10 11 Tota! 
計Species 樹 種 3 4 6 7 9 11 12 

Larix leptolePis カラマツ 3 3 1 4 2 13 

Betula plaか'phyllavar. japonica 1 1 
シラカンパ (Bp)

Malus Sieboldii ズ (M) 3 9 12ホ

Tota! 計 3 9 3 4 1 4 2 26 

* 株数

第119表 [12. g]帯状区胸高直径階別本数表

Table 119. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. g] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 6 8 10 12 20 22 24 26 32 Tota! lora 

Species 樹 種 4 6 8 10 ~ M ~ ~ a a M 計

Larix leptolePis カラマツ 4 2 1 3 1 1 1 13 

Betula platyphylla var. japo明lca 1 1 
シラカンパ (Bp)

Malus Sieboldii ズ (M) 7 5 2 14* 

Tota! 計 7 5 2 1 4 2 1 3 1 1 1 28 

本幹数

第 120表 [12. g]帯状区林床植物一覧表

Table 120. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [8. g] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 

Species 植物名 5 10 15 

Eたtulaplatyphylla var. japonica (1.5) 
シラカンバ 十

戸

h
u
-
-
Aリ

1
、

t
2

m
l
お
F. C.V. 

I 

Malus Sieboldii ズ (1-1.5) (0.3-0.5) 
I 1 + + lV 

Rhododendron japonicum (1-1.5) (1-1.5) (1-1.5) 
レンケ、ツツジ 4 2 4 4 4 V 

Lonicera caerulea var. emphyllocalyx (0.4) 
クロミノウグイスカグラ 2 2 2 2 3 V 

Sasa nikkoensis ニツコウザサ -¥- 十 II 

Carex longerostrata var. 1ン~aジIUス'daゲ l 1 1 + + V チュウゼ

Gera河iunyesoense var. nipponicum + + 十 十 + V アカヌマフウロ

Astilbe microphylla チダケサシ + 十 + 十 lV 

Sanguisorba 0 fficinalis ワレモコウ + + 十 + lV 
POか'gonumcuゅidatum イタドリ -¥- + 十 + lV 

2∞ 

5350 

2150 

3∞ 
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Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Cafez T〉世h間udnbiαefdgdizia var. 
appe オオアゼスゲ + 十 十 1II 

Gentiana t吋"Ioravar. japonica + 十 + E エゾリンドウ

Cirsium japonicum ノアザミ + + + E 
POらIgonumviviparum + + + 班

ムカゴ fラノキ

Thalictrum Thunbergii + + 十 E 
アキカラマツ

Moehringia lateriflor・0 + + + E オオヤマフスマ

Festuca parvigl抑制 トボシカラ + 十 E 

Polygonatum odoratum アマドコロ + + E 

Viola grypoceras j1チツボスミレ + 十 E 

Arundinella hirta トダシバ + 工

Aquilegia Buergeriana + 工
ヤマオダマキ

Carex shimidzens日 アズマナノレコ + 工
Polygonum Thunber玄ii ミゾソパ + 工
Triadenum jaρonicum + 工

ミズオトギリ

Bu?febzrareuum imldoznagtZi4ff77aZdiaホtuタmノレvザarイ.コ + 工

Puridzum alqautiZ1u2s72c2u4m lt4 
var. tattuscutum ワラビ. + + E 

Osmunda asiatica + + n ヤマドリゼンマイ

Lycopodium clavatum + 工ヒカゲPノカツラ

Equisetum arvense スギナ + 工

[12. h]帯状区 (25x5)ば ミズゴケークロマメノキーカラマツ基群叢 方位 WNW

傾斜 0。高距 1390m

本帯状区は次に述べる [12.i]帯状区と同じく， 戦場ガ原の湯川に近く， 湿原中に設

定したもので，本帯状区はミズゴケークロマメノキ群落， [12. i]帯状区はヌマガヤ群落に分

類されるべきであって，本来はカラマツ林とは考えられない。しかし，湿原に出現するカ

ラマツは，それが優勢種または優占種とならなくても，極めて例が少ない。本帯状区では

ミズゴケ類を主体とした底層が発達しており，草本層にはオオアゼスゲが多く，またワタ

スゲ，ヌマガヤが部分的に生ずる。オオアゼスゲの作る株，いわゆるヤチ坊主の聞の凹地

または坊主上にみられるカラマツの高さはO.2-2.2mであるが， O.6-l.2mのものが最も

多い。根元直径は 1-9cmにわたる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第
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43図 (398頁)，樹高階別本数表，根元直径階別本数表および林床植物 A覧表を表示すれば

第 121表，第 122表および第 123表となる。

第121表 [12. h]帯状区樹高階別本数表

Table 121. Number of trees in each height grade in 
the [12. h] belt-transect 

Height (m) 樹

Species樹種

高 Q2 0.4 0s 0.8 1~ 1.4 1.8 2.0 Total 
乱

0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.6 2.0 2.2 削

Larix leptolφis カラマツ ・ 1 5 2 3 1 1 1 14 

Malus Sieboldii ズミ 1 3 ・・ 1 ・・・ 8 

Betula pla砂phyllavar. japonica シヲカンパ 1 3 ・ ・ 1 ・ ・ ・ 5 

Total 計 27735  1 1 27 

第122表 [12. h]帯状区胸高直径階別本数表

Table 122. Number of trees in each diameter grade in 
the [12. h] belt-transect 

Basal diameter (cm) 根元直径

Species樹種
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8 Total 
k 計
9 

Larix leptolePis カラマツ

Malus Sieboldii ズ

2 1 2 2 3 3 1 14 

6 2 8 

Betula platyphylla var. japonica シラカンパ 311  5 

Total 計 9 5 2 2 2 3 3 1 27 

第123表 [12. h]帯状区林床植物一覧表

Table 123. Cover degree and frequency of plants in 
the [12. h] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

o 5 10 15 20 
F. c.v. 

5 10 15 2o 25 
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第43図 [12. h]帯状区 ミズコケークロマメノキーカヲマツ基群叢

Fig. 43. [12. h] belt-transect in the Sphagnum-Vaccinium uliginosum・
Larix leptolepis soc 
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第44図 [12. ij帯状区 ヌマガヤ カラマツ基群叢

[12. i] belt-transect in the Moliniopsis japonica-Larix leptole.ρis soc. 
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[12. i]帯状区 (50X5)m2 ヌマガヤーカラマツ基群叢 方位 ESE 傾斜 0
0
高距

1390m 

前記 [12.h]帯状区ミズゴケークロマメノキーカラマツ基群叢に接し，底層のミスゲ

ケ類は減少し， 草本層にヌマガヤの多い部分である。前帯状区では草本層に 10種(木本，

草木，シダ類を含む)記録されたのに，本帯状区では 20種記録され，ヌマガヤの増加と立

地条件の乾性化への変化を物語っている。カラマツは樹高 0.2-3mで， 0.4-1.2mのもの

が最も多い。根元直径は 1-11cmにわたるが， 2-5cmのものが最も多い。本帯状区の

樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 44図， 樹高階別本数表， 根元直径階別本数表お

よび林床植物一覧表を表示すれば第 124表，第 125表および第 126表となる。

第 124表 [12. i]帯状区樹高階別本数表

Table 124. Number of trees in each height grade in 

the [12. i] belt-transect 

Height (m) 樹

Species樹種

Larix l，φtolψis カラマツ
Malus Sieboldii ズミ (M)

Betula platyphylla var. japonica 
シラカンノミ (Bp)

高 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.6 3.0 Tota! 
凱

0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.8 3.2 削

1 5 5 6 8 ・ 21112133

2 1 3 1 1 8 

313  7 

Tota! 計 1 10 7 12 9 1 2 1 1 1 2 1 48 

第 125表 [12. i]帯状区根本直径階別本数表

Table 125. Number of trees in each basa! diameter 

grade in the [12. i] belt-transect 

Basa! diameter (cm) 根元直径 O 1 2 3 4 

Species 樹 種 1 2 3 4 5 

Larix leptolePi・5 カラマツ 2 9 9 6 

Malus Sieboldii ズ ミ (M) 3 2 2 1 

Betula plaかphyllavar. japonica 
2 3 2 

シラカンノミ (Bp)

Tota! 計 5 7 13 10 6 
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9 10 

10 11 
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計
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qo 
司
自
ムヮ“

2 1 3 1 48 

第 126表 [12. i]帯状区林床植物一覧表

Table 126. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [12. i] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 ~ ~ ~ 00 ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 ~ ~ ~ 00 ~ ~ ~ 00 

Betula platyphylla var. japonica + + + + + + + 1V シラカンノζ

Malus Sieboldii ス + 工
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Distance (m)距離

Species 植物名
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Sphagnum spp. ミズコケ類

[12. jj帯状区 (25x5)m2 カラマツーズミ基群叢 方位sw 傾斜 20 高距 1395m

本帯状区は戦場ガ原三本松付近にみられるカラマツ林中，下層にズミを伴っている群

落中に設定した。カラマツーズミの組み合せはわが国でも例を多くみないもので，恐らく

日光地区以外では見られないのではなかろうか。カラマツは2層に分かれ，最上層を形成

する 3本の古木は樹高 13--17m，胸高直径 54--68cmに達しその下に，樹高 5--10m， 

胸高直径 10--20cmの若齢カラマツの一層がみられる。 ズミは 2--4m層に多く，これも
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一つの層を形成している。なおズミに混生して少数のシラカンパをみた。林床にはカラマ

ツ，ズミ，クロミノウグイスカグラ， レンゲ、ツツジなど，喬木幼樹や樫木があり，殊にク

ロミノウグイスカグラ，レンゲツツジが全般に多くみられる。これに反し草本やシダは極

めて量的に乏しく，全般にわたって出現するのはわずかにヒメシダ，イブキトラノオ，ワ

ラビの 3種にすぎない。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 45図，樹高階

別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 127表，第128表お

よび第 129表となる。

第45図 [12. ij帯状区 カラマツ ズミ基群叢

Fig. 45. [12. ij belt-transect in the forest of Larix leptolepis 
(Larix leptolepis-Malus Sieboldii soc.) 

第 127表 [12. ij帯状区樹高階別本数表

Table 127. Number of trees in each height grade in 

the [12. ij belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 4 5 G 79131416 T t l lOta 

Species 樹 種 3 4 5 6 7 8 10 14 15 17 計

Larix leptolepis カラマツ 3 2 1 1 1 1 1 10 

Betula platyphylla var. japonica 
シラカンバ (Bp) 3 1 4 

Malus Sieboldii ズ (M) 10 5 2 1 18 

Elaeagnus umbellata アキグミ (Eu) 1 1 

Tota! 計 11 8 2 5 2 1 1 1 1 1 33 
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第 128表 [12. ij帯状区胸高直径階別本数表

Table 128. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. ij belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 O 2 4 ~ 10 14 ~ 18 54 60 66 To~l 
t t t t t t t to  

Species 樹 種 2 4 6 8 12 16 18 20 56 62 68 言「

Larix leptolepis カラマツ 4 1 1 1 1 1 1 10 

Betula plaかρhyllavar. japonica 
シラカンノミ (Bp) 2 1 1 4 

Malus Sieboldii ズ (M) 3 4 6 4 1 18 

Elaeagnus umbellata アキグミ (Eu) 1 1 

Total 計 3 5 8 5 6 1 1 1 1 1 1 33 

第 129表 [12. ij帯状区林床植物一覧表

Table 129. Cover degree and ferquency of plants in 

the [12. ij belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Larix leptolφ1S カラマツ 十 工

Malus Sieboldii ズ 2 1 1 + 1 V 650 

Lonic四-aca沼ruleavar. 自ウnグ:ph.イ.yllocalyx 
クロミノ スカクボラ + 2 3 4 3 IV 3100 

Rhododendron japonicum レンゲツツジ 2 3 2 3 1 V 23∞ 
Elaeagnus umbellata アキグミ 1 工 100 

Polygonum Bistorta イプキトラノオ + 十 + 1 IV 100 

P. cuゃidatum イタドリ + + + JII 

Cirsium japonicum ノアザミ + + E 
lris ensata var.やontanea

十 I 
ノハナショウブ

Miscanthus sinensis ススキ 十 工

POらIgonatumodoratum アマドコロ + 工

Sanguisorba officinalis ワレモコウ + I 

Geranium yesoense var. nipponicum 
+ 工

アカヌマフウロ

Gentiana Makinoi オヤマノリンドウ 十 I 

lnula salicina var.ι叩atica カセンソウ + 工

Lastrea Thelypteris ヒメシタ 2 1 2 + 十 V 加。

Osmuuda asiatica ヤマドリゼンマイ 1 I 100 

Pteridium aquilinum 
十 + + E var. latiusculum ワラビ

Mosses 蘇 類 十 工
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[12. k]帯状区 (45x5)m2 カラマツーニッコウザサ基群叢 方位 S 傾斜 2
0
高距

1405 m Photo 22. 

小田代原周辺のゆるやかな傾斜面には広大なミズナラ林が発達しているが，小田代原

東南隅付近，湿原からミズナラ林への移行帯には湿原の縁に沿って狭い帯状にカラマツ林

が発達している。そして群落から見ると，カラマツーニツコウザサ基群叢がその大部分で

ある。本帯状区は竜頭の滝より北西約2.5km，奥日光国有林 1053林班，小田代原東辺の

母樹林に設定した。 1層はカラマツが優占し，樹高 (10-)17-23 m，胸高直径20-38cm 

で他種を混生しない。林床にはニツコウザサが優占しており，帯状区の草本類は歩道に近

い40-45m区間に少数の出現をみるのみで，残余の区間には出現せず，シラカンパ， カ

ラマツ，ズミの幼樹が全般的に散生しているにすぎない。本帯状区の樹冠投影並びに林木

配置を図示すれば第46図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表

を表示すれば第 130表，第 131表および第 132表となる。

E 

口

ミ』

第46図 [12. k]帯状区 カラマツ ニツコウザサ基群叢

Fig. 46. [12. k] belt-transect in the forest of Larix leptole，ρ1S 
(Larix leptolepis・Sasanikkoensis soc.) 
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第130表 [12. k]帯状区樹高階別本数表

Table 130. Number of trees in each height grade in 

the [12. k] belt-transect 

Height (m) 樹 高 10 17 19 20 21 

Species 樹 種 11 18 20 21 22 

Larix leJりtolepis カラマツ 1 1 3 3 5 

Tota! 計 l 1 3 3 5 

第131表 [12.k]帯状区胸高直径階別本数表

Table 131. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. k] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 20 22 24 26 28 30 34 

Species 樹 種 22 24 26 28 30 32 36 

Larix leptoleJうlS カラマツ 1 1 2 1 1 2 3 

Tota! 計 1 1 2 1 1 2 3 

第 132表 [12. k]帯状区林床植物一覧表

Table 132. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. k] belt-transect 

22 

23 

1 

1 

36 

38 

1 

1 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 40 
Species 植物名 5 10 ~ ~ ~ 00 ~ ~ ~ 

Betula platyphylla var. japonica (1.0) (幼)(幼)

T口組l
計

14 

14 

3，8 Tota! 
t 計
40 

2 14 

2 14 

F. C.v. 

シラカンバ + + + rr 

Larix leptol~ρis カラマツ

Malus Sieboldii ズ

Sasa nikkoensis ニッコウザサ

Solidago decurrens コガネギク

Potentilla Freyniana ミツパッチグリ

Artemisia mo判tana エゾヨモギ

Carex oxyandra ヒメスゲ

Athyrium yokoscense へビノネゴザ

(1.0) 
+ 

5 5 5 5 5 5 

工

(0.7) 
+ I 

5 5 4 V 8472 

+ 工
+ 工
+ I 
十 工

+ I 

[12.リ帯状区 (50x5)ぱ カラマツーニッコウザサ基群叢 方位 SSW (斜面 W 傾

斜 50) 傾斜ぴ高距 1420m

本帯状区は赤沼の東方約 500m，男体山西麓に発達するカラマツ林中に設定した。 1
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層にはカラマツが優占し， 樹高 22-29m，胸高直径24-68cmで， 日光地区でえられた

カラマツ林中，最も巨木に富んでいる。林下は濯木層の発達が比較的顕著であるが，量的

に優勢な種類はない。主なるものをあげればカラマツ，ダケカンパなど喬木幼樹が全般に

見出される他，タニウツギ，ェビガライチゴがやや目立つ。草本層では，ニッコウシダ，

ツルキンパイ，ヌカボシソウなどがある。ササ層にみられるニツコウザサが量的に最も

多いが，それでも， C.V.250にしかならない。けれども，全体として本帯状区はカラマツ

ーニツコウザサ基群叢に含まれるものと考えられ，調査当時，多少択伐を受けたところで

あろうと推察された。しかし現在では既に皆伐されてしまった。本帯状区の樹冠投影並び

に林木配置を図示すれば第 47図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物

一覧表を表示すれば第 133表，第 134表および第 135表となる。

第47図 [12. 1]帯状区 カラマツ ニツコウザサ基群叢

Fig. 47. [12.1] belt-transect in the forest of Larix leptolepis 

(Larix leptolepis-Sasa nikkoensis soc.) 
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第 133表 [12.1]帯状区樹高階別本数表

Table 133. Number of trees in each height grade in 

the [12.1] belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹種
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Total 
計

Larix leptolePis カラマツ 1 5 1 1 2 10 

Total 計 1 1 1 5 10 2 

第134表 [12.1]帯状別胸高直径階別本数表

Table. 134. Number of trees in each diameter grade in 

the [12.1] belt-transect 

B.H.D. (m) 胸高直径 24 42 52 54 56 58 62 66 Total 
計

Species 樹 種 26 44 54 56 58 60 64 68 

Larix leptolepis カラマツ 1 1 2 2 1 1 1 1 10 

Total 計 1 1 2 2 1 1 1 1 10 

第 135表 [12.1]帯状区林床植物一覧表

Table 135. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. 1] belt-transect 

Distanc巴 (m)距離

Species 植物名

La門xlept刀lepis カラマツ
Betula Ermani ダケカンバ

Alnus japonica ハンノキ
Querucus c門.φula ミズナラ
Jζalopanax pictus ハリギリ

Salix Bakko バッコヤナギ

Callicaゆajaponica ムラサキシキプ

Aralica elata タラノキ

1Veigela hortensis タニウツギ

Rubus phoenicolasius エビガライチゴ

t)ambucus Sた占oldiana ニワトコ

S'asa nikkoensis ニッコウザサ

Lysimachia jlψonica コナスビ
Carex sp. スゲ属の一種

Potenti・ZlaY okusaiana ツノレキンバイ
Luzula plumosa var. macrocaゆd

ヌカボシソウ

AquilegiσBuergeriana ヤマオダマキ
Epilobium sp アカパナ属の一種

fあ，perz・cumerecωm  オトギリソウ
Senecio nemo問フlS1S キオン

Lastrea nipponica ユッコウシダ

O 5 10 ~ a ~ ~ ~ ~ ~ 
F. C.V. 

5 10 ~ a ~ ~ ~ ~ ~ a 

+ +十++ + + + + + v 
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[12. m]帯状区 (40X5)m2 カラマツーニッコウザサ基群叢 方位 N(斜面 SSE) 傾

斜 200 高距 1680m

本帯状区は志津小屋の東方約1.6km，野少li原林道に沿った高距 1680m，野州原固有

林1130林班中，下層がニツコウザサに優占されるカラマツ林中に設定した。この付近のカ

ラマツは， おおむね半径 30-50m前後の集落状群落をなしており，整正な大きな森林で

はない。本帯状区はその内，比較的大きな集落を斜面に沿って切る形に設定した。上層は

カヲマツが優占して他種を混ぜ、ず，樹高は 4-21m，胸高直径は5-31cmまでかなり広

い範囲に及ぶが，中では樹高 13-18m，胸高直径 18-30cmまでのものがもっとも多い。

集落の縁辺部にあるものには若干の風衝型がみとめられる。林床には，ニッコウザ、サが優

占する。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第48図，樹高階別本数表，胸高

直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 136表，第 137表および第 138表と

なる。

第48図 [12. m]帯状区 カラマツーニッコウザサ基群議

Fig. 48. [12. m] belt-transect in the forest of Larix leρtolepis 
(Larix leptolepis-Sasa nikkoensis soc.) 
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第136表 [12.m]帯状区樹高階別本数表

Table 136. Number of trees in each height grade in 

the [12. m] belt-transect 
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第137表 [12.m]帯状区胸高直径階別本数表

Table 137. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. m] belt-transect 
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第138表 [12.m]帯状区林床植物一覧表

Table 138. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. m] be1t-transect 
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名物植Species 

8750 V 5 5 5 5 5 5 5 5 ニッコウザサSasa nikkoensis 

方カラマツーハクサンシャクナゲーマイヅルソウ基群叢[12. n]帯状区 (30X5)m2 

Photo 20. 高距 2320m傾斜 15
0位 NNE(斜面 SSW)

コメツガの分布上限を本帯状区は前白根山の山頂~天狗平間の尾根 2320m近傍で，

越えて，カラマツが優占し，多少ダ、ケカンパが混生している高山のカラマツ林に設定した。

2層 (7-胸高直径は概ね 20-30cmである。樹高は 10-13m，1層はカラマツのみで，

濯木層にはハクサンシャクナゲが夕、、ケカンパが混生している。10m)にはカラマツの他，

多く，所生要素としてはミネザクラ，ダケカンパなどの喬木幼樹，マルパシモツケ，クロミ

ミヤマハンノキなどの濯木類をみる。草本層にはマイヅルソウが優占

し， C.V.ではハクサンシャクナゲよりやや多い。ついでイタドリが優勢である。その他の

ノウグイスカグラ，
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所生要素としてはコガネギク，イワノガリヤス，ツマトリソウ，イワカガミなどがある.

本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 49図，樹高階別本数表，胸高直径階別

本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 139表，第 140表および第 141表となる。

o 

第49図 [12. n]帯状区 カラマッ ハクサンシャクナゲ マイッツレソウ基群叢

Fig. 49. [12. n] belt-transect in the forest of Larix leptolepis (Larix lepωlepis-

Rhododendron Fauriae-Maianthemum dilatatum soc.) 

第 139表 [12. n]帯状区樹高階別本数表

Table 139. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. n] belt-transect 

Height (m) 樹 高 7 8 9 10 11 

Species 樹 種 8 9 10 11 12 

Larix leptolePis カラマツ 4 3 2 2 

Betula E門nani ダケカンパ (BE) 1 2 1 

Tota! 計 5 5 1 2 2 

第140表 [12. n]帯状区胸高直径階別本数表

Table 140. Number of trees in each diameter grade in 

the [12. n] belt-transect 

12 

13 

4 

4 

Tota! 
計

15 

4 

19 

B.H.D. (cm) 胸高直径 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 2!3 Total 

Species 樹 積 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 計

Larix leptolepis カラマツ 1 l 1 3 2 1 5 1 15 

Betula Ermani ダケカンパ (BE) 1 1 1 1 4 

Tota! 計 1 1 1 1 2 l 3 2 1 5 1 19 
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第 141表 [12. n]帯状区林床植物一覧表

Table 141. Cover degree and frequency of plants in 

the [12. n] belt-transect 
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13. プナ林

Forests of Fagus cre1Ulta 

この事実は，秋季紅葉の熟期著者らの調査では，典型的なブナ林が得られなかった。

に森林大観を見ると比較的よく了解できる。その一例として男体山の南側中腹以下には明

なお山王峠路辺にブナの老木があるけれども，

ブナ林の標準地としては湯の湖南西岸の小団地

瞭なブナとミズナラの混交林が見られる。

極めて部分的な小面積の林地に過ぎない。

に [13.a]，男体山の古薙左岸に [13.b]， 西の湖の南岸に [13.c]の3帯状区を設定した。

調査帯状区の位置を第50図に示す。
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第50図 [13]-[21]帯状区位置図

Fig. 50. Sampled plots of [13]-[21] belt-transects. 
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[13. a]帯状区 (40x5)m2 ブナークマイザ、サ基群叢方位 N(斜面 SE) 傾斜 30
0
高

距 1520m

本帯状区は奥日光国有林1063林班「は」小班，湯の湖南西岸に近く，外山から東に走

る尾根の末端付近のブナ林に設定した。 1層 (17-24m)はブナのみで占められ，胸高直

径は 38-60cmである。 5-12m層にコメツガ， ハリギリ， コミネカエデを各々 1本ず

つ生じる。濯木層 (2-5m)はかなり明瞭で，林床に優占する稗高1-1.5mのクマイザサ

D 

第51図 [13.a]帯状区 ブナークマイザサ基群叢

Fig. 51. [13. a] belt-transect in the forest of Fagus crenata 
(Fagus crenata-Sasa paniculata soc.) 



奥日光の森林植生(舘脇・伊藤・遠山・横溝 413

より高く，被度の大きい順にみるとコミネカエデ，オオカメノキ，コハウチワカエデ，ヒ

ロハツリバナ，ウラジロモミ，コシアブラ，ハウチワカエデ，コパノトネリコ， ミヤマザ

クラ，ウリハダカエデ，ハリギリ，ベニサラサドウダンなど、がみられる。草木にはマイヅ

ルソウ，タケシマラン，シ夕、類にはシノブカク守マをみるにすぎない。本帯状区の樹冠投影

並びに林木配置を図示すれば第 51図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床

植物一覧表を表示すれば第 142表，第 143表および第 144表となる。

第 142表 [13. a]帯状区樹高階別本数表

Table 142. Number of trees in each height grade in 

the [13. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 ~ 11 17 18 19 20 22 23 Total 

Species 樹 種 6 9 12 18 19 20 21 23 24 計

Fagus crenata ブ ナ 1 1 1 2 1 3 9 

Tsuga diversifolia コメツガ (Td) 1 1 

Kalopanax pictus ハリギリ (Kp) 1 1 

Acer micranthum コミネカエデ (Am) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 1 2 1 3 12 

第 143表 [13. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 143. Number of trees in each diameter grade in 

the [13. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 8 32 38 42 46 48 54 5，6 58 Total 

Species 樹 種 8 W M ~ << ~ 00 ~ a 00 計

Fagus crenata ブ ナ 1 1 1 2 1 2 1 9 

Tsuga diverszfolia コメツガ (Td) 1 1 

Kalopanax pictus ハリギリ (Kp) 1 1 

Acer押町ranthum コミネカエデ (Am) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 12 
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第 144表 [13. a]帯状区林床植物一覧表

Table 144. Cover degree and frequency of plants in 

the [13. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Abies homolepis ウラジロモミ
(1)(01 .5)(0.5)(0.5) 
1 1 1 + 1 + + V 250 

Acanthopanax sciadophylloides (2) (8) (3) 
コシアブラ 1 十 1 + E 125 

(4) 
Fraxinus Sieboldiana コノ〈ノトリネコ + + 1 + m 63 

KalojうanaxjうlctuS ハリギリ
(4) 
1 工 63 

Sorbus commixta ナナカマド + + 十 + E 

Fagus crenata プ ナ 十 + 十 十 m 

Tsuga diverslfolia コメツガ + 工

(2.5) (2) (2) (2) (3) 
Acer micranthum コミネカエデ 2 3 3 2 2 IV 1554 

Acer Sicholdianum (2) (2) (2) 
ヱハウチワカエデ + 】つ 1 十 1 + IV 343 

(2) 
Acer japonicum ハウチワカエデ + 1 + + E 63 

(2.5) 
Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ 十 1 E 63 

(4) 
Acer rufinerL.c ウリハダカエデ 1 I 63 

(3) (1.5) (2) (2) 
Viburnum Jうtrcatum オオカメノキ 2 1 3 1 m 812 
Euonymus macropterus (1.5) (2) 

ヒロハツリバナ 1 + 2 E 281 

Enkianthus rubicundus (4) 
ベニサラサドウダン . . 1 工 63 

Rhododendron Metternichii 1 I 63 var. pentamerum シャクナゲ

Hydrangea petiolaris ツノレアジサイ + 工

Sasa paniculata クマイザサ 5 4 3 4 5 5 4 5 V 7187 

Maianthemum dilatatum + + 1 E 63 マイプノレソウ

Stfelhtopus JsatpreopntzoCp24o5 idks 
var. タケシマラン + 工

Rumohra mutica シノブカグマ + I 
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[13. b]帯状区 (25X5)m2 ブナーニツコウザ、サ基群叢 方位 ENE(斜面 SW) 傾斜

100 高距 1420m

本帯状区は奥日光国有林 1106林班「ろ」小班，男体山の頂上附近から南西に崩れる古

薙左岸のブナ林に設定した。 1層 (16-23m)にはブナが優占し胸高直径は 36-76cmであ

る。その他樹高 16mのコハウチワカエデ 1本を混生している。 2層 (4-9m)は顕著でな

いが，ナッツパキ，ゴヨウツツジ，トウゴクミツバツツジ，ハウチワカエデなどを多少みる。

林床にはニツコウザサが優占する他，ハウチワカエデ，ウラジロモミ，ナッツバキ，ミズナ

ラ，コシアブラ，ブナ，コパノトネリコ，ウリハダカエデなどの喬木幼樹が点生し，ゴヨウ

ツツジ， トウゴクミツパツツジもみられる。草本はマイヅルソウがみられるのみである。

本帯状区の樹冠投影並ひに林木配置を図示すれば第52図，樹高階別本数表，胸高直径階別

本数表およひ、林床植物一覧表を表示すれば第 145表，第 146表および第 147表となる。

Aj 

第52図 [13. b]帯状区 ブナーニツコウザサ基群叢

Fig. 52. [13. b] belt-transect in the forest of Fagus crenata 
(Fagus curenata-Sasa nikkoensis soc.) 



416 北海道大学農学部演習林研究報告第24巻第2号

第 145表 [13. b]帯状区樹高階別本数表

Table 145. Number of trees in each height grade in 

the [13. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 8 16 18 20 

Species 樹 種 5 6 9 17 19 21 

Fagus crenata ブ ナ 1 2 

Acer Sieboldianum コハウチワカエデ (AS) 1 

Stewartia Pseudo-Camellia ナッツバキ (SP) 1 

Rhododendron quinquefolium 
3 

ゴヨウツツジ (Rq)

Rhododendroll Wadanum 2 
トウゴクミツパツツジ (RWi

Acer japonicum ハウチワカエデ (Aj) 1 

Total 計 1 5 1 1 1 2 

第 146表 [13. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 146. Number of trees in each diameter grade in 

the [13. b] belt-transect 

21 22 
Total 

22 23 言十

2 1 6 

1 

1 

3 

2 

1 

2 1 14 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 12 26 36 40 4，8 54 74 Total 

Species 樹 種 6 8 W M ~ ~ ~ 00 ~ %計

Fagus crenata プ ナ 1 2 1 1 1 6 

Acer Sieboldi，ωlum 1 1 
コハウチワカコデ (AS)

Stewartia Pseudo-Camellia 1 1 
ナッツバキ (SP)

Rhodod，仰 dronquinquefolium 
ゴヨウツツジ (Rq)

2 1 3 

Acer japonicum ハウチワカエデ (Aj) 1 l 

Rhododendron Wadanum 1 l 2 
トウコグミツパツツジ (RW)

Total 計 1 4 1 1 1 1 2 1 1 1 14 
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第147表 [13. b]帯状区林床植物一覧表

Table 147. Cover degree and frequency of plants in 

the [13. b] helt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Abies homol.εpis ウラジロモミ 1 + 十 + 十 V 100 

Stewartia Pseudo-Camellia ナッツバキ 1 + 十 JII 100 

Quercus crispula ミズナラ + + 十 → IV 
Fagus crenata プ ナ + 十 E 

Fraxinus Sieboldiana コバノトネリコ + → E 

Acanthopanax sciadophylloides コシアプラ + 工

ー一一-一一司'・ー・ーーー・・・・・・・・・・・・・.......--・・----・・---------ー一一一一一一一ーーーーーーーーーーー・ーーーー--------_.._------_.._---ーーーーー--------一一一一一一・ーー・・・・・・・・ーーーーー一一一一一一ーー・ーーー

Acer japonicum ハウチワカエデ 1 + + 1 + V 200 

Acer rufinerve ウリハダカエデ + I 

Rhododendron quinquefolium ゴヨウツツジ 2 1 + IV 550 

R. Wadanum トウゴクミツノミツツジ I 100 

Hydrangea petiolaris ツノレアジサイ + I 

V itis Coignetiae ヤマブドウ + I 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 5 5 5 4 4 V 7750 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + 1 1 1 十 V 300 

[13. c]帯状区 (50X5)ば ブナークマイザサ基群叢方位SW(斜面 NE) 傾斜 300

高距 1360m

本帯状区は奥日光国有林 1001 林班 I~ 、」小班，西の湖の南岸近くに見られるブナの小

林中に設定した。 1層 (20-29m)は大きな林冠をもっブナが疎生する。 しかし林冠は相

互に多少の重きなりをみせている。イヌブナを 1本混生するが，主幹が中途で、析れ側校が

主幹に代わりつつある。帯状区の末端近くには2層 (9-14m)としてブナの幼齢木とコハ

ウチハカエデがある。林床にはクマイザサが優勢であるが，帯状区の後半にはクロモジが

相当に目立つ存在となる。種類数からみれば喬木稚苗がもっとも多く 7種あり，シダ類は

4種あるがし、ずれも被度は少ない。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第

53図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表示すれば第 148表，第

149表および第 150表となる。
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第53図 [13. c]帯状区 プナークマイザサ基群叢

Fig. 53. [13. c] belt-transect in the forest of Fagus crenata 

(Fagus crenata-Sasa paniculata soc.) 
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第 148表 [13. c]帯状区樹高階別本数表

Table 148. Number of trees in each height grade in 

the [13. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 9 10 13 19 22 25 28 Total 
計

Species 樹 種 10 11 14 20 23 26 29 

F agus crenata プ ナ 2 1 1 1 3 8 

Fagus japonica イヌプナ (Fj) 1 1 

Acer Sieboldianum 
1 1 

コハウチワカエデ (AS)

Total 計 1 2 1 1 1 1 3 10 

第 149表 [13. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 149. Number of trees in each diameter grade in 

the [13. c] belt司transect

B.H.D. (cm) 胸高直径 8 10 44 48 50 56 102 Total 
計

Species 樹 種 10 12 46 50 52 58 104 

Fagus crenata ブ ナ 2 1 1 l 2 1 8 

Fagus japonica イヌプナ (Fj) 1 1 

Acer Sieboldianum 
1 1 

コハウチワカエデ (AS)

Total 計 3 1 1 l 1 2 1 10 

第 150表 [13. c]帯状区林床植物一覧表

Table 150. Cover degree and frequency of plants in 

the [13. c] belt-transect 

Distanα(m)距離

Species 植物名

Abies ho畑 olepis ウラジロモミ
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V
 
C
 

F
 

5
P
L
O
 

A
-
-
4
5
 

0
!
5
 

A
斗

A
l
d
A
告

5
!
o
 

q
a
j
t
A任

A
v
-
-
F
b
 

『υ
ー

1
1
q
d

p
b
p
、ハリ

ヮ“、
tqυ

ハU
・
【

Fhυ

っ“、
t
つ白

5
!
0
 

1
ム
、

4

つ“

0
1
5
 

'
i
l
i
唱

i

5
t
m
 

O
B，、
5

1 

十・++ 
+ 

E
工一

E

E

I

E

I

+・
ハ
リ

n
u
n
u

同

h
u
w
h
d
F
h
u

+ ・・・・+・+

+ +・
Acer japonicum ハウチワカエデ

Acer rufinerve ウリハダカエデ

Evodiopanax innovans タカノツメ
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Prunu< Maximowiczii ミヤマザクヲ

1 十++ 
十・ 1 + 

Lindera umbellata クロモジ

Euonymus oxyphyllus ツリパナ
1 ・ 1 1 .3 2 2 JI[ 875 

+ 1 

S'asa pani，ωlata クマイザサ

Carex sp. スゲ属の一種

S:Yneilesi沿palmata ヤプレガサ

Rumohra mutica シノブカグマ

Dryopteris Sabaei ミヤマイタチシダ
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14. ミズナラ林

Forests of QuerCUB cri，司pula

奥日光の高原林としてよく発達している森林に， ミズナラ林がある。かつては日本の

各所に美しいミズナラ巨木の純林が存在していたのであるが，それらは今日までにほとん

ど伐採されてしまった。しかし奥日光は現在でもミズナラ林の代表的な群落を有する天然

林の所在地として注目に価する。そして中禅寺湖北岸から戦場ガ原周辺，また光徳沼周辺

にかけ，あるいは小田代原周辺に顕著なミズナラ林の発達がある。しかも土地的条件によ

る極盛相的発達は，砂質壌土を基底とする平坦地または緩傾斜地にこれを見るであろう。

奥日光でミズナラ林のある代表的なところをあげると，多少択伐を受けているが，中禅寺湖

北岸の観光ホテル付近にある。小田代原付近や菖蒲林道にも形のよい自然林がある。かつ

ては華厳の滝駐車場付近にもこれを見たのであるが，今はあとかたもなL、。なお国立公圏

第一種保護地域にある小田代原東部 (1054林班円、」小班)の林は若いながらなかなかよい

林である。それに柳沢林道に沿った 1048林班にも， 択伐は受けたものの，見応えのある

よき老齢林がある。また光徳付近や，三本松茶屋から光徳への路辺にも，木立のうち揃っ

た比較的若いミズナラ林を見るであろう。ミズナラ林の標準地としては光徳周辺に [14.a]， 

[14. b]，戦場ガ原西北端の泉門池付近に [14.c]，柳沢林道沿いに [14.d]， [14. e]，男体山古

薙左岸に[14.f]，千手ガ原にI14.g}の帯状区を設定した。調査帯状区の位置を第50図に

示す。

[14. a]帯状区 (50X5)m2 ミズナヲーユッコウザサ基群叢 方位N(斜面SW) 傾

斜 30 高距 1450m

本帯状区は光徳、ロッジ裏のミズナラ林中に設定した。ミズナラの樹高は 12-22m，胸

高直径は (18-)36-42 (-126) cmで共にばらつきが大きく，若齢木と老齢木の混じた林

で，おそらく過去に択伐を受けた林と推定される。半自然生のミズナラ林の一例として記

しておく。林床植物の種類も多く 56種を数える。全般的にニッコ Jウザサが優占するが，

部分的にはニツコウシダ，ヤマドリゼンマイも多い。その他被度の高いものはないが，ハ

リギリ，ミズナラ，ズミなどの喬木の稚苗や，ミヤマアオスゲ，ヒメスゲ，オオバコ，ネズ

ミガヤ，シロパナノヘビイチゴ，ヤマニガナ，ワラビなどがしばしば生ずる。本帯状区の

樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第54図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表およ

び林床植物一覧表を表示すれば第 151表，第 152表および第 153表となる。



酒
田
山
停
泊
U

制
相
骨
骨
蔀
舟
(
斡
事
-
m
司
副
蜘
・
協

E
・
藩
誠
一

、、
、、、
、
、、
、、
ー

A
F
一
回
同

第54図 [14. a]帯状区 ミズナヲーニッコウザサ基群叢

Fig. 54. [14. a] belt-transect in the forest of Quercus crispula 
(Quercus criゆula-Sasanikkoensis soc.) 
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第151表 [14. a]帯状区樹高階別本数表

Table 151. Number of trees in each height grade in 

the [14. a] belt-transect 
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Total 
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13 1 1 1 2 3 1 2 1 1 ミズナラQuercus criゃula

13 

第152表 [14. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 152. Number of trees in each diameter grade in 

the [14. a] belt-transect 
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13 

第153表 [14. a]帯状区林床植物一覧表

Table 153. Cover degree and frequency of plants in 

the [14. a] belt-transect 
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日4.b]帯状区 (50X5)m2 ミズナラーニツコウザ、サ基群叢 方位 NNE(斜面 W) 傾

斜 170 高距 1440m

本帯状区は光徳の駐車場裏にあるミズナラ林中に設定した。ミズナラは根ぎわより多

く分岐し，山火跡地か，伐採跡地の茄芽林と考えられる。樹高は 18-16m，胸高直径は

8-64cmに及ぶが，大部分は 12-28cmの中径木である。 林床には稗高 30-50cmのニ

ツコウザ、サが優占するが，他にアズキナ、ン， ミズナラ，ハリギリ，ズミ， ミズキなどの幼

稚樹が生じており，草本としてはミヤマアオスゲ， ヒヨドリパナ， タチツボスミレ，ヤマ

オダマキなどがみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第55図，樹

高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物ー覧表を表示すれば第 154表，第 155

表および第 156表となる。

第55図 [14. b]帯状区 ミズナラーニツコウザサ基群叢

Fig. 55. [14. b] belt-transect in the forest of Quercus cri.ゃula
(Quercus cri.ゆula-Sasanikkoensis soc.) 
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第154表 [14. b]帯状区樹高階別本数表

Table 154. Number of trees in each height grade in the [14. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 8 14 15 16 Total 

Species 樹 種 9 15 16 17 
計

Quercus cri.ゆula ミズナラ 1 (2) 6 (21) 3 (10) 2 (3) 12 (36) 

Tota! 計 1 6 3 2 12 

(註) ( )内は萌芽幹数

第155表 [14. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 155. Number of trees in each diameter grade in the [14. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径

Species樹種

Quercus cri.ゆula ミズナラ

Total 計

8 10 12 14 16 18 2，0 22 24 26 30 3，6 54 62 Total 
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !斗
10 12 14 16 18 20 2224262832385664 削

1 135  533353111136  

1135533353111136  

第 156表 [14. b]帯状区林床植物一覧表

Table 156. Cover degree and frequency of p!ants in the [14. b] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

Sorbus alnifolia アズキナシ

Quercus criψla ミズナラ(幼)
Kaloμnax pzctus ノ、リギリ(幼)

Malus Sieboldii ズミ(幼)

Cornus controversa ミズキ(幼)

F'raxinus sambucina コパノシジノキ(幼)

Rubus μoenicolasius エピガライチゴ
R. crataegifolius ;rマイチゴ

Ligustrum Tschonoskiz ミヤマイボタ

Celastrus 0沙iculatusvar. strigillosus 
オニツノレウメモドキ

Sasa nikkoensis ユッコウザサ

Ca問 xsachalinensis var. longiuscula 
ミヤマアオスゲ

Eupatorium chinense var. 
simplicifolium ヒヨドリバナ

Viola grypoceras タチツボスミレ

Aquilegia Bue得官門~ana ヤマオダマキ

Lグsimachiajαponica コナスビ

Codono少sisussuriensis バアソプ

Fragaria n~仲間切
シロパナノヘビイチゴ

Osmunda as勾tica ヤマドリゼγマイ

μstre，a n抑 onica ニッコウシダ

。5 10 15 20 25 30 35 40 45* 
5 10 ~ W a 00 ~ ~ ~ 00 
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1 1 斗 . 
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本) 45-00mは歩道のため林床携乱，したがって調査を除外した。
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第56図 [14. c]帯状区 ミズナラーニッコウザサ基群叢

Fig. 56. [14. cJ belt-transect in the forest of Quercus cri・ψula

(Quercus cri.ψula-Sasa nikkoensis soc.) 
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[14. c]帯状区 (40x5)m' ミズナラーユッコウザサ基群叢 方位 SSE 傾斜 0。 高

se: 1400 m 

戦場ガ原と小田代原の聞に横たわる低い丘陵にはかなり広くミズナラ林が分布してい

る。本帯状区はその丘陵の北端に位置し，奥日光国有林 1062林班 I¥'、」小班，泉門池の

南方約 300mの地点に設定した。 ミズナラの樹高は 12~22m，胸高直径は 20~86 cmで

よくそろった端麗な林で，代表的なミズナラ林と思われる。林床には稗高 50cmのニツコ

ウザサが優占するが，ニッコウシダもかなりみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配

置を図示すれば第 56図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を

表示すれば第 157表，第 158表および第 159表となる。

第 157表 [14. cJ帯状区樹高階別本数表

Table 157. Number of trees in each height grade in 

the [14. cJ belt司transect

2
1
3
一L

旬
E
a
-
-
l
唱
E
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-

-

4

却

t
幻
一

2

n
t
n
一
4

Total 
計

7 

1 2 4 7 

第 158表 [14. cJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 158. Number of trees in each diameter grade in 

the [14. cJ belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 20 68 74 76 80 84 Total 
計Species 樹 種 22 70 76 78 82 86 

Quercus crispula ミズナラ l 1 1 1 2 1 7 

Total 計 1 1 1 1 2 1 7 

第 159表 [14. cJ帯状区林床植物一覧表

Table 159. Cover degree and frequency of plants in 

the [14. cJ belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名

Malus Sieboldii ズ

o 5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V. 

5 10 15 20 25 30 35 40 

十・ 工

Symplocos chinensis var. 
leucocarpa f. pilosa サワフタギ 3 ・ I 469 

Sasa nikkoensis ニツコウザ+ 5 5 5 5 5 5 4 2 V 7563 

Carex multifolia ミヤマカンスゲ +工 63 

Lastrea nipponica ニッコウシダ
Osmunda asiatica ヤマドリゼンマイ

221123  2 V 1532 

+・+ 1 
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第 57図 [14. d]帯状区 ミズナラーヤマドリゼンマイ基群叢

Fig. 57. [14. d] belt-transect in the forest of Quercus criやula(Quercus crispula-Osmunda山 iaticasoc.) 
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[14. d]帯状区 (65X10) m2 ミズナラーヤマドリゼンマイ基群叢 方位 SE(斜面 NE)

傾斜 4
0

高距 1410m

本帯状区は奥日光国有林 1054林班「ほ」小班，小田代原の南西端近くに設定 Lた。

ミズナラの樹高は概ね 18~24m，胸高直径は 45~78 cm。林冠はやや疎である。林床は調

査時期が晩秋であったためニツコウザ、サが多かったが，夏期にはヤマドリゼンマイが優勢

なので基群叢としてはミズナラーヤマドリゼンマイとする。林床にはこの他， グガイゾ

ウ，エゾヨモギ，イワノガリヤスなどがみられる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を

図示すれば第 57図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示

すれば第 160表，第 161表および第 162表となる。

第160表 [14. d]帯状区樹高階別本数表

Table 160. Number of trees in each height grade in 

the [14. d] belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹種
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Total 
計

Quercus crispula ミズナヲ

Betula platyphylla var. japonica 
シラカンパ (Bp)

1 2 3 3 6 15 

1 1 

Total 計 1 1 2 3 3 6 16 

第 161表 [14. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 161. Number of trees in each diameter grade in 
the [14. d] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 8 44 48 5~ 56 6? 6!> 68 72 74 7，6 Total 
t t t t t t t t t t t to  

Species 樹 種 4 W ~ ~ a ~ a ~ w u ~ ~計

Quercus crispula ミズナラ 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 1 15 

Betufa 16PZIh1o0n43kypd hyfJa var. 1 1 
シラカンバ (Bp)

Total 計 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 1 16 
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第 162表 [14， d]帯状区林床槌物一覧表

Table 162. Cover degree and frequency of plants in 

the [14. d] belt-transect 
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名物植Species 
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+ 

4 
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1 

5 

1 

Sasa nikkoensis 
f一、

ーーι会
ArteYflisiρrnontana エソヨモギ
、も 4

Polygon仰 lBistorta イブキトラノオ

Veronica sibirica グガイソウ

Carex lanceolata ヒカゲスゲ

Sanguisorba officinalis 

Polygonurn cuspidaturn 
イタドリ

ー Maianthernumdilataturn 
マイヅノレソウ

S~Zl@go decurrens コガネギク
Aster Glehni-var. hondoensis 

コマ

ニッコウザサ

ワレモコウ

I 
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工

工

十

+ + 

+ 

+ 
+ + 

+ 
+ 

..L 

Arternisia japonica 

Cirsiurn japonicurn 

lris sanguinea アヤメ

Calarnagrostis Langsdorffii 
イワノガリヤス

Adenoρhoratriphylla var. japonica 
ツリカネニンジン

ナ

オトコヨモギ

ノアザミ

I 十

3104 

1021 

V 1 3 

1 

4 3 

3 

2 3 

2 

4 3 1 

1 

2 2 ヤマドリゼンマイ

ニッコウシタ

Osrnunda asiatica 

Lastrea nip.ρomca V 1 1 3 + + 1 1 

60-65 m 林床撹乱のため除外* 

""e" 
fi'司傾斜 0。方位 NWミズナラーニツコウシダ基群叢[14. e]帯状区 (55x10) m2 

Photo 25. 距 1400m

本帯状区は柳沢林道の基点より約1.3kmの林道左側に広がるミズナラ林中に設定し

1層 (20-25m)はほとんどミズ

ミズナラ胸高直径は 44-100cmに達し，

たもので，奥日光国有林 1048林班「に」小班に属する。

ナラで占められるが，カラマツが多少混生する。

かなり過熱な林で，近くにはミズナラの参考林も設定されている。林床はニッコウシダが

クロミノウグ、イスカグ、ラ，ミズナラの幼苗，優占し，他に量的にみるべきものはないが，

ヤマドリゼンマイなどがその聞にわずかながら生育している。本帯状区のニッコウザ、サ，

樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 58図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表およ

び林床植物一覧表を表示すれば第 163表，第 164表および第 165表となる。
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第58図 [14. e]帯状区 ミズナラーニツコウ γ ダ基群叢

[14. e] belt-transect in the forest of Quercus crisρula (Quercus cri~φula-Lastrea nipponica soc.) Fig. 58. 
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第 163表 [14.e]帯状区樹高階別本数表

Table 163. Number of trees in each height grade in 

the [14. e] belt-transect 

Height (m)樹高

Species 樹種

Quercus crisjうula ミズナラ

La円ixleρtolepis カラマツ(L)
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1 6 
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2 

Total 計 1 2 7 12 2 

第 164表 [14. e]帯状区胸高直径階別本数表

Table 164. Number of trees in each diameter grade in 

the [14. e] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 Total 
計Species 樹種

Quercus crispula ミズナラ

Larix lφtolepis カラマツ (L)
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Total 計 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 12 

第165表 [14. e]帯状区林床植物一覧表

Table 165. Cover degree and frequency of plants in 

the [14. e] belt-transect 

Distance 1m)距離

Species 植物名

。5 10 15 20 25* 30 35 40 45 50 
F. C.V. 

5 10 ~ ~ ~ w a ~ ~ ~ ~ 

+ 十++ E 
(幼) (幼)(幼)(幼)

十 工
(幼)

+ 工
(幼)

1 1 工 1∞ 

+ + + + 十+ 十十lV

+ + + + + E 

+ 工

+ I 

5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 V 85∞ 
1 工 50 

Quercus crispula ミズナラ

Alnus hirsuta ケヤマハンノキ

Betula pla王ツアhyllavar. japonica 
シラカンノミ

Lonicera caerulea var. emphyllocalyx 
クロミノウグイスカグラ

Sasa nikkoensis ニツコウザサ

Carex sp. スゲ属の一種

Solidago decurrens コガネギク

Carex oxyandra ヒメスゲ

Lastrea niゑponica ユッコウシダ

Osmunda asiatica ヤマドリゼンマイ

* 25-30 m林床は歩道のため撹乱されているので除外した。
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[14. f]帯状区 (55x5)m2 ミズナラースズタケ基群叢 方位 WNW(斜面 S) 傾斜 40

高距 1350m Photo 26. 

本帯状区は奥日光国有林 1106林班「は」小班，中禅寺湖北岸の観光ホテル裏山に設定

した。 ミズナヲの樹高{i22-26m，胸高直径 70-135cm，巨樹群生の一地点である。 混

生樹穫として 2層 (18-20m)に若干のヤマモミジ，アサ夕、をみる。 i窪木と Lてはササ1膏と

同じぐらいの高さにオオツリパナ， ムラ十キンキブがみられる。 林床には稗高l.5-2m 

のスズタケが優占し，その他にはオシダが若干みられるのみである。本帯状区の樹冠投影

並びに林木配置を図示すれば第 59図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床

植物一覧表を表示すれば第 166表，第 167表および第 168表となる。

第 166表 [14. f]帯状区樹高階別本数表

Table 166. Number of trees in each height grade in 

the [14. f] belt-transect 

Height (m) 樹 高 7 18 20 22 23 24 26 Tota! 
計Species 樹 種 8 19 21 23 24 25 27 

Quercus cri宅pula ミスナラ 2 1 1 4 8 

Ostrya jatonica アサダ (Oj) 1 1 

Acer talmatum var. Matsumurae 2 2 ヤマモミシ (Ap)

Cartinus cordata -+j-ワシバ (Cc) 1 1 

Tota! 計 1 2 1 2 1 1 4 12 

第167表 [14. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 167. Number of trees in each diameter grade in 

the [14. f] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径
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Quercus cristula ミズナラ 11111  111  8 

1 Ostrya jaρonzca アサタ (Oj) ・ ・ ・ 1

Acer talmatum va!. Matsumurae 1 1 
マモミジ (Ap)

Cartinus cordata サワシバ (Cc) 1 
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Tota! 計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 



ι
F
M
A
F
 

斗
円
楠
刷
協
汁
山
判
同
岬
山
判
時
一
目
前
脚
州
四
業
割
減
措
昨

滞
日
中

甜
判
官
隊

第59図 [14. f]帯状区 ミズナラースズタケ基群叢

[14. f] belt-transect in the forest of Quercus criゆ叫μ (Quercuscrispula-Sasa pur，戸trascenssoc.) Fig. 59. 
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第 168表 [14. f]帯状区林床植物一覧表

Table 168. Cover degree and frequency of plants in 

the [14. f] belt-transect 
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Distance (m)距離

Species 植物名 v
 
c
 

F
 

内
v

・(
F
U

Fb
、t
F
U

F
b
h
l
A
り

4
i
5
 

n
v
p
L
b
 

d
性
、

t
d
a
a

戸
内
U
S
F
i
‘ハ
u

q
t
u
、

4
凋
告。!
5

つd
l
i
q
δ

お

tω

却

t
お

目
リ
・
l
n
U

1
4
守

J
O

つ“

0
1
5
 

1
ム
守

4
1
4

5
t
m
 

A
り
B
《

Fhu

Quercus criゆula ミズナラ

Acer Mono ェゾイタヤ

+ + + + + + + 

+・++十 十・

A. palmatum var. Matsumurae 
ヤマモミジ + + + +十

CarPinus cordata サワシノミ

Fraxinus Sieboldiana 
コパノトネリコ

+ + + 

+・+

Ulmz“propmqua ハノレニレ +・

Euonymus plan争es ォォ γリノミナ + + 1 + + + + 

Callicarアajaponica ムラサキシキブ + 1 十

Euonymus Sieboldianus マユミ ・・+・

Cornus controversa ミズキ ・・・・+

Acer rufinerve ウリハタカエデ + 

Rhus ambig官d ツタウノレシ +・・+ + 

+ + Vitis Coignetiae ヤマブドウ

Actinidia poか'gama マタタピ + 

Sasa p叫rjりurascens スズタケ

E 
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E 
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I 

III 45 

E 45 

工
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工

E 

工

I 

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

Dryopteris crassirhizoma オシダ 十・ 工

[14. g]帯状区 (50xlO)m2 ミズナラースズタケ基群叢 方位 NW 傾斜 0。 高距

1275m 

本帯状区は奥日光国有林 1112 林班 I~ 、」小班，中禅寺湖の西岸にひろがる千手ガ原に

設定した。 1層 (21-23m)にはミズナラにハルニレが多少混生し， ミズナラの胸高直径

は52-128cmに達している。 2層 (11-18m)にはミズナラ，ヤマモミジ，エゾイタヤが

みられる。林床にはスズタケ(稗高1.5m)が密生し，部分的にオオバザ、サも混じている。

本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 60図，樹高階別本数表，胸高直径階別

本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 169表，第 170表および第 171表となる。
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第 60図 [14. g]帯状区 ミズナラースズタケ基群叢

Fig. 60. [14. g] belt-transect in the forest of Quercus crispula 

(Quercus cris.μla-Sasaρ叫rpurascenssoc.) 
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第169表 [14. g]帯状区樹高階別本数表

Table 169. Number of trees in. each height grade in 

the [14. g] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 11 14 15 17 21 22 Total 
計

Species 樹 種 6 12 15 16 18 22 23 

Quercus crispula ミズナヲ 1 1 1 4 7 

Ulmus propinqua ハノレニレ (U) 1 1 2 

Acer palmatum var. Matsumurae 1 2 
ヤマモミジ (Ap)

A. Mono エゾイタヤ (AM) 1 1 

Prunus Maximowiczii 1 1 
ミヤマザクヲ (PM)

Total 計 1 2 1 1 1 2 5 13 

第170表 [14. g]帯状区胸高直径階別本数表

Table 170. Number of trees in each diameter grade in 

the [14. g] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 10 24 28 30 32 52 7? 8? 86 96 98 126 Total lOta 

Species 樹 種 12 26 30 32 34 54 78 84 88 92 100 128 計

Quercus cri.ゆula ミズナラ 2 1 1 1 1 1 7 

Ulmus propinqua ハノレニレ (U) 1 1 2 

Acer palmatum var. Matsumurae 
1 1 2 

ヤマモミジ (Ap)

A. Mono エゾイタヤ (AM) 1 1 

Prunus Maximowiczii 1 1 
ミヤマザクラ (PM)

Total 計 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 13 

第171表 [14. g]帯状区林床植物一覧表

Table 171. Cover degree and frequnecy of plants in 

the [14. g] belt-transect 

Distance (m)距離

Species 植物名
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15. ハルニレ林

Forests of UI11UJ8 pr，句)inquα

ハルニレ林は垂直分布からみると，大体高原林地帯で、終っている。多く肥沃な適潤土

の上に成林し，平坦地に多く中積土や扇状地に発達する。敗戦前後まではかかる地況の

どこにもハルニレ林が見られたが，その多くが種々の理由で伐採され，現在原生林という

ものはほとんど見られなくなった。外山沢下流や西ノ湖付近西部造林地には，かつてこの

美しい純林があったと聞いている。殊に西ノ湖西方にある 1012林]j[f東部の平坦地には，

ハルニレーオオイタヤメイゲツーニッコウザ、サ群落があったらしいが，現在では見当らな

い。 また湯元付近にも残存木によって，ハルニレ林のあったことが推測される。なお大き

な林とはし、えないが，現在ハルニレ林は光徳道や中禅寺湖畔に見られる。ハルニレ林の標

準地としては戦場ガ原北端の逆川添いに [15.al， 千手ガ原に [15.b]の帯状区を設定し

た。調査帯状区の位置を第50図に示す。

[15. a]帯状区 (50X5)ばハルニレーニッコウザサ基群叢 方位 S 傾斜 00 高距

1405m 

本帯状区は奥日光国有林 1103林班「し、J小班，戦場ガ原の北端に近く光徳、道と逆川の

聞にみられるハルニレの小林中に設定した。

ハルニレの樹高は 13-26m，胸高直径は 13-80cmに達する。林床には特に優占種

がなく雑然とした様相を呈しているが，濯木にはミヤマイボタ，マユミ，草本としてはキ

ンミズヒキ，タチツボスミレ，キオン，ヤマカモジグサ，カンスゲ，クルマムグラなどが

散在してし、るが，いずれも特にハルニレとの結びつきは考えられず，結局帯状区全体にみ

られるニツコウザサをとり，ハルニレーニツコウザサ基群叢とした。本帯状区の樹冠投影

並びに林木配置を図示すれば第 61図， 樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床

植物一覧表を表示すれば第 172表，第 173表および第 174表となる。

第 172表 [15. a]帯状区樹高階別本数表

Table 172. Number of trees in each height grade in 

the [15. a] helt-transect 

Height (m) 樹 高 11 13 20 21 22 23 24 25 Total 

Species 樹 種 12 14 21 22 23 24 25 26 計

Ulmus propinqua ハノレニレ 1 1 1 3 4 5 3 18 

Quercus c門学ula ミズナラ (Qc) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 3 4 5 3 19 
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第61図 [15. a]帯状区 ハルニレ ニッコウザサ基群叢

Fig. 61. [15. a] belt-transect in the forest of Ulmus propinqua 

(Ulmus propinqua-Sasa nikkoensis soc.) 
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第173表 [15.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 173. Number of trees in each diameter grade in 

the [15. a] belt-transect 
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19 

第174表 [15. a]帯状区林床植物一覧表

Table 174. Cover degree and frequency of plants in 

the [15. a] belt-transect 
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Agrimonia pilosa キンミズヒキ

V iola grypoceras タチツボスミレ

Senecio nemorensis キオン

Brachypodium sylvaticum 
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奥日光国有林 1112 林班 I~ 、 J 小班，本帯状区は中禅寺湖西岸に流出する外山沢川と

傾斜 0
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方位 NEハルニレークマイサ、サ基群叢[15. b]帯状区 (50x5)m2 

Photo 27. 1275m 
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柳沢川にはさまれた部分で，千手ガ原の東端近くに位置するハルユレ林中に設定した。付

近の地形はほとんど平坦で，きわめてゆるやかに柳沢川に向って傾いている。ハルニレの

樹高は 16，....，18m，胸高直径は50-96cmで、あった。各立木の間隔は，大きくは 15m余り

離れているが，林冠はほとんど密閉しており，かなりよく発達した安定林とみることがで

きる。林床には稗高1.5-2mのクマイザサが優占し，他にみるべきものはない。本帯状

区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 62図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数

表およよび林床植物一覧表を表示すれば第 175表，第 176表および第 177表となる。

第 175表 [15. b]帯状区樹高階別本数表

Table 175. Number of trees in each height grade in 

the [15. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 13 16 17 18 

Species 樹 種 14 17 18 19 

Ulmusρropinqua ハノレニレ (1) 2 1 3 

Total 計 (1) 2 l 3 

第176表 [15. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 176. Number of trees in each diameter grade in 

the [15. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 50 54 56 64 68 72 78 

Species 樹 種 52 56 58 66 70 74 80 

Ulmus propinqua ハノレニレ 1 1 (1) 1 1 1 1 

Total 計 1 1 (1) 1 1 1 1 

第177表 [15. b]帯状区林床植物一覧表

Table 177. Cover degree and frequency of plants in 

the [15. b] belt-transect 
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Species 植物名

O 5 W ~ ~ a 00 a ~ ~ 
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第62図 [15. b]帯状区 ハノレニレ クマイザサ基群叢

Fig. 62. [15. b] belt-transect in the forest of Ulmus proPinqua 
(Ulmus propinqua-Sasa paniculata soc.) 
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16. シウリザクラ小林

Grove of Prun闘 Ssiori

443 

シウリザクラ林は一般に冷温帯の中で，稀に小田林状に見られるに過ぎない。奥日光

では，柳沢林道の弓張峠南側に，極めて小面積のものが見られた。 ここに標準地として

[16. a]帯状区を設定した。本帯状区の位置を第50図に示す。

第63図 [16. a]帯状区 シウリザクラークマイザサ基群叢

Fig. 63. [16. a] belt-transect in the forest of Prunus Ssiori 

(Prunus Ssiori-Sasa paniculata soc.) 
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[16. a]借状区 (25x5)mZ シウリザクラークマイザサ基群叢 方位 ENE(斜面 SW)

傾斜 9
0
高距 1420m Photo 28. 

本帯状[Kは宇都宮営林署奥日光国有林 1034林:ElEr，、」小班にあり，柳沢林道弓張峠

の南方約 500mに設定した。周囲ほハルニレ， ミズナラ，カツラなどから成る樹林である

が，本地点は純林状のシウリザ、クラの 1小団地である。シウリザクラは全部で 14本を数

え，樹高 (4-)15-3:1 m，胸高直径 (3-)10-66 cmに達する。写真で見るようにまことに

みごとなものであるc 林下にはクマイザ、サが密生し，秤高1.5-2m に達する。そしてま

たクマイザサの下にはシウリザクラの幼苗をかなりみることがある。本帯状区の樹冠投影

並びに林木配置を凶示すれば第 63図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床

植物一覧表を表示すれば第 178表，第 179表および第 180表となる。

第 178表 [16. a]帯状区樹高階別本数表

Table 178. Number of trees in each height grade in 

the [16. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 6 15 18 20 23 29 30 32 Total 
計Species 樹 1重 5 7 16 19 21 24 30 31 33 

Prunus Ssiorゼ シウリザクラ 1 1 1 1 2 2 2 1 3 14 

Total 計 1 1 1 1 2 2 2 1 3 14 

第 179表 [16.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 179. Number of trees in each diameter grade in 

the [16.a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 18 20 22 24 34 36 42 6，4 Total 
t 計

Species 樹 種 4 6 20 22 24 26 36 38 44 66 

Prunus Ssiori シウリザクラ 1 1 1 1 1 2 3 1 1 2 14 

Total 計 1 1 1 1 1 2 3 1 1 2 14 

第 180表 [16. a]帯状区林床植物一覧表

Table 180. Cover degree and frequency of plants in 

the [16. a] belt-transect 
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Prunus Ssiori シウリザクラ(幼) + + E 

Sasa paniculata クマイザサ 5 5 5 5 5 V 8750 



奥日光の森林植生(舘脇・伊藤・遠山・横溝) 445 

17. シラカンパ林

Forests of Betulaplatllphylla var.japonica 

シラカンパの純林は山火跡地に成林するので，光徳付近と千手ガ原に代表的なもの

がある。 Lい、ず

[日17.b同]，千子ガ原に [17.c]の帯状|哀を設定した。調査帯状区の位置を第 50図に示す。

[17. a]帯状区 (50X5)m2 シラカンパーニツコウザサ基群叢 方位 NNW(斜面 SE)

傾斜 3
0

高距 1470m Photo 29. 

本帯状区は奥日光国有林 1084林班「ろ」小班，光徳牧場の東方約700mのシラカン

パ林に設定した。シラカンパの樹高は 13-18m，胸高直径は 8-24cmである。林床には

ユッコウザ、サ(稗高 1m)が優占する他，量的にみるべきものはなく， ミズナラの稚苗，

レンゲツツジ，ツルウメモドキ，スゲがわずかに生じているのみである。本帯状区の樹冠

投影並びに林木配置を図示すれば第 64図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および

林床植物一覧表を表示すれば第 181表，第 182表および第 183表となる。

第64図 [17. a]帯状区 シラカンバ ニツコウザサ基群叢

Fig. 64. [17. a] belt-transect in the forest of Betula platythylla 
var. jatonica (Betula platyphylla var. japonica-Sasa 
nikkoensis soc.) 

50m 
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第181表 [17. a]帯状区樹高階別本数表

Table 181. Number of trees in each height grade in 

the [17. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 7 12 13 14 15 16 

Species 樹 種 8 13 14 15 16 17 

Betula platyρhylla var. japonica シラカンパ (1) 1 2 3 3 

Malus Su:holdii ス (M) 1 

Total 計 1 (1) 1 2 3 3 

第 182表 [17.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 182. Number of trees in each diameter grad巴 in

the [17. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 8 12 14 16 18 

Species 樹 種 10 14 16 18 20 

Betula platyphylla var. japonica シラカンパ 1 2 (1) 5 3 3 

j¥![alus Sieholdii ズ (M) 

Total 計 2 2 (1) 5 3 3 

第183表 [17. a]帯状区林床植物一覧表

Table 183. Cover degree and frequency of plants in 

the [17. a] belt-transect 

20 

22 
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3 

17 1t 8 Total 

18 19 計

4 5 18 (1) 

1 

4 5 19 (1) 

22 Total 

24 計

1 18 (1) 

1 

1 19 (1) 

Distance (m)距離

Species 植物名

O 5 10 ~ a a ~ a @ ~ 
F. C.V. 

5 10 ~ a a ~ a @ ~ ~ 

Quercus crisρula ミズナラ + 工

Rhododendron japonicum レンゲツツジ + + + 1I 

Celastrus orhiculatus ツノレウメモトキ + I 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

Carex sp スゲ類 + I 

[17. b]帯状区 (42x5)m2 シラカンパーズミーニツコウザ、サ基群叢 方位 W 傾斜

2
0 
高距 1450m Photo 30. 

本帯状区は奥日光国有林 1088林班「し、」小班，光徳沼のほぼ東約 700mのところに設

定した。 小さな澗沢付近にみられる特殊な群落で，シラカンパの樹高は 16，...，18m， 胸高

直径は 12，...，30cm， 2層は樹高 (3，...，)6，...，8m，胸高直径 5，...，10cmのズミで占められている。
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潅木層にはミヤマイボタ，ヒロハノヘピノボナズ，オオツリパナなどがあり，林床にはニ

ツコウザサが優勢で，その他ショウジョウスゲ，タチツボスミレ，オオヤマフスマ，エゾ

ヨモギ，ユッコウシダなどを生じている。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれ

ば第 65図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第

184表，第 185表および第 186表となる。

第65図 [17. b]帯状区 シラカンパーズミーニッコウザサ基群叢

Fig. 65. (17. bJ belt-transect in the forest of Betula platythylla 

var. japonica (Betula platyphylla var. j，αrponica-Alalus 

Sieboldii-Sasa nikkoensis soc.) 

第184表 [17. b]帯状区樹高階別本数表

Table 184. Number of trees in each height grade in 

the (17. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1 2 3 4 5 6 7 8 11 16 17 18 Tota! 

Species 樹 種 2 3 4 5 6 7 8 9 12 17 18 19 計

Betula platyphylla var. japonica 1 1 3 2 6 13 
シラカンノミ

Ma!us Sieboldii ズ ミ (M) l 1 1 1 9 9 1 23 

Euonymus oxyphyllus 1 1 
ツリバナ (Eo)

Ligustrum Tschonoskii 
ミヤマイボタ (LT) 1 1 

Tota! 計 1 2 1 1 1 9 9 2 1 3 2 6 38 
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第 185表 [17. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 185. Number of trees in each diameter grade in 

the [17. b] belt-transect 

第 24巻北海道大学農学部演習林研究報告448 

Total 
計

8

!

。

つ白守
t
q
o

ハ
h
u
-
-
n白

つ白、
t
つ“

o 2 4 6 8 10 12 16 18 20 22 24 

Species 樹種 2 4 6 8 10 U M W a ~ u a 
Betula platyphylla var. japonica 

シラカンハ

ミ (M)

胸高直径B.H.D. (cm) 

13 

23 

1 

l 

1 1 1 3 2 2 2 1 

3 4 8 7 1 

1 

1 

Malus Sieboldii ズ
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Ligustrum Tschonoskii 
ミヤマイボタ (LT)

Total 計 38 

第186表 [17. b]帯状区林床植物一覧表

Table 186. Cover degree and frequency of plants in 

the [17. b] belt-transect 

1 l 1 3 2 2 2 4 4 8 7 1 1 1 

o 5 10 

Species 植物名 5 10 15 

Larix leptolepis カラマツ ・・・・・・十+ 1 

Euonymus 0兵yphyllus ツリノミナ ・ ・ + ・ + + ・ JI 

Cornus controversa ミズキ ・・・+・ 1

Aralia elata タヲノキ ・・・・・・+ 1 

Malus Sieb咽ldii ズミ ・・・・・・・+ 1 
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Berberゼ;samurensis var. jaρonlca 
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Viola grypoceras タチツボスミレ
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オオヤマブスマ

Carex japonica ヒコクサ

A.rtemisia montana エゾヨモギ

Epilobium cephalostigma 
イワアカバナ

Senecio nemon昨日lS キオン
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Clinopodium multicaule ヤマ lウパナ
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Angelica edulis アマニュウ

ニッコウザサSasa nikkoensis 
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ハ
り
も
，
、
R
U

離距Distance (m) 
c.v. F. 

名

Lysimachia japonica コナスビ

Aquilegia Buergeriaηd  ヤマオダマキ

Bromus remotifiorus キツネカヤ

Polygonum cuspμatum イタドリ

物植Species 

Lastrea nipponica ニッコウシダ

Dryopteris crassirhizoma オシダ

十+ 類蘇Mosses 

傾斜方位 NNEシラカンパーユモトクマイザ、サ基群叢[17. c]帯状区 (40x5) m2 

高距 1275m3
0 

千手ガ原を流れる外山沢川の左岸沖本帯状区は奥日光国有林 1111林班「ち」小班，

胸高直径はシラカンパの樹高は 12~15 m， 積土上に発達したシラカンパ林に設定した。

林床にはユモトクマイザサが2層には樹高9mのキハ夕、が 1本ある。12~30 cmである。

イタドリがかなりみられる。本帯状区の樹冠投影並ひ、に林木配置を図示すれ優占する他，

胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第

187表，第188表および第189表となる。

40m 

樹高階別本数表，ば第 66図，

pa 

第66図 [17. c]帯状区シラカンパ ユモトクマイザサ基群叢

Fig. 66. [17. c] belt-transect in the forest of Betula plaか'phylla
var. japonica (Betula plaわ，phyllavar. japonica-Sasa 
Makinoi soc.) 
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第 187表 [17. c]帯状区樹高階別本数表

Table 187. Number of trees in each height grade in 

the [17. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 8 9 11 12 

Species 樹 種 6 9 10 12 13 

Betula platyphylla var. japonica シラカンノζ (1) (1) (1) 4 

Phellodendron amurense キハタ (Pa) 1 

Total 計 (1) (1) 1 (1) 4 

第 188表 [17. c]帯状区胸高直径階別本数表

13 

14 

3 

3 

Table 188. Number of trees in each diameter grade in 

the [17. c] belt-transect 

14 Total 

15 計

9 16 (3) 

1 

9 17 (3) 

B.H.D. (cm) 胸高直径 8 10 ~ 14 18 20 22 24 28 Toal 
10 

Species 樹 種 10 12 14 16 20 22 24 26 30 計

Betula platyphylla var. japonica シラカンノミ (2) (1) 1 4 3 3 

Phellゐod.旨U叩ndめf叩'ona仰7押m川刷u叫u附lr1口噂宅~e印? 1 

Total 計 1 (2) (1) 1 4 3 3 

第 189表 [17.c]帯状区林床区林床植物一覧表

Table 189. Cover degree and frequency of plants in 

the [17. c] belt-transect 

Distance (m) 距 国在 O 5 10 15 20 25 30 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Ligustrum Tschonoskii ミヤマイボタ 1 

Sasa MakinOl ユモトクマイザサ 5 5 5 5 5 5 5 

Polygonum cuザidatum イタドリ + 1 1 1 十

18. ヤチダモ林

]<'orest of FrαxinU8 mand8huricαvar. j叩 onica

1 3 1 16 (3) 

1 

1 3 1 17 (3) 

35 
F. C.V. 

40 

+ 工 63 

5 V 8750 

+ IV 188 

湿性地林の代表的なもので，わが国としては冷温帯に見られたものであるが，その純林

は現在稀となった。奥日光でも純林は稀で，その好例は西ノ湖畔の小面積に見られたのみ

である。ここに標準地とて [18.a]帯状区を設定した。調査帯状区の位置を第 50図に示す。
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[18. a]帯状区 (50X5)m2 ヤチダモークマイザサ基群叢 方位 S 傾斜 0
。
高距

1310 m Photo 31. 

本帯状区は，奥日光国有林林 1013班「し、」小班にあり，西ノ湖の北岸汀線に近いと

ころに設定した。ヤチダモ林は西ノ湖の北岸および西岸に部分的に発達しており，奥日光

の林として特異的なものの一つである。かなり湿潤ではあるが肥沃な部分に成林し，樹高

はいずれも 13m前後でととのった林冠を形成している。一般に混交樹種は少なく，本帯

状区でも 1本のズミがみとめられるのみであった。林床はほとんど汀線までよく発達した

ササ群落に占められる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 67図， 樹高

階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 190表，第 191表

および第......92表となる。

第67図 [18. a]帯状区 ヤチダモータマイザサ基群叢

Fig. 67. [18. a] belt-transect in the forest of Fraxinus mandshurica 

var. japonica (Fraxinus mandshurica var. japonica-Sasa 
paniculata soc.) 

第 190表 [18. a]帯状区樹高階別本数表

Table 190. Number of trees in each height grade in 

the [18. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 8 10 11 12 13 

Species 樹 種 7 8 9 11 12 13 14 

Fraxinus mandshurica 
1 1 3 3 6 13 var. japonica ヤチダモ

Malus Sieboldii ズ (M) 1 

Tota! 計 1 1 1 3 3 6 13 

14 
Total 

15 計

3 30 

1 

3 31 

50.. 
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第 191表 [18. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 191. Number of trees in each diameter grade in 

the [18. a] belt-transect 

B.H.D. (crn) 胸高直径 10 12 14 16 18 20 22 24 

Species 樹 在E 12 14 16 18 20 22 24 26 

Fraxinus mandshurica 
3 4 3 2 6 5 4 var. japonzca ヤチダモ

Malus Sieboldii ズ ミ (M) 1 

Total 計 1 3 4 3 2 6 5 4 

第192表 [18. a]帯状区林床植物一覧表

Table 192. Cover degree and frequency of plants in 

the [18. a] belt-transect 

26 

28 

2 

2 

Distance (m) 距 離 O 5 10 ~ a ~ ~ ~ ~ ~ 

Species 植物名 5 10 ~ a ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

Betula platyphylla var. japonica 
シラカンバ(幼)

十

Ulmus propinqua ハノレニレ(幼) 十
一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一ー----・・一一 一一一一一一一一一一一・4・・・ 一一一一一一一一一一 一一一一一一一一ー・----------開園圃円

Malus Sieboldii ズ (幼) + + + 
Euonymus Sieboldianus ....ユ + 

Sasa paniculata クマイザサ 5 5 5 5 s 5 5 5 5 5 

19. オオパヤナギ林

Forests of Toi8U8U Urbani，αnα 

34 Total 

36 計

1 30 

1 

1 31 

F. C.V. 

I 

工

E 

工

V 8750 

オオパヤナギ林法冷温帯から亜寒帯の流畔に成林するが，現在日本ではその純林がほ

とんど見られなくなった。かつて広い河岸を持ったところには相当成林していたものであ

ろう。オオパヤナギの殖民は河岸の砂磯地に展開され，泥土上には少ない。奥日光にも純

林として見るべきものは少ない。 オオパヤナギの大きなものは樹高 15-26m， 胸高直径

30-50 cm。混交樹種としてはハルニレ，アズキナシなどがあり 2層にはヤマハンノ

キ，ズミ，イタヤメイゲツ，ハウチワカエデなどがある。この標準地として刈込湖北岸に

[19. a]，千手ガ原に [19.b]，中禅寺湖南西端に注ぐ大和田沢に [19.c]帯状区を設定した。

調査帯状区の位置を第 50図に示す。

[19. a]帯状区 (:35x5)m2 オオパヤナギークマイザサ基群叢 方位 ENE 傾斜 0。

高距 1620m

本帯状区は奥日光国有林 1097林班「ち」小班，刈込湖北岸の沖積土上にみられるオオ

バヤナギ林中に設定した。オオパヤナギの樹高は 20-26m，胸高直径 30-48cmに達し
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ている。 2層にはサワク、、ルミがわずかながら混生する。 林床にはクマイザサ(稗高1.5m) 

が優占するが，湖畔に近づくとオニシモツケが多くなる。本帯状区の樹冠投影並びに林木

配置を図示すれば第68図， 樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表

を表示すれぽ第 193表，第 194表および第 195表となる。

。

第68図 [19. a]帯状区 オオパヤナギークマイザサ基群叢

Fig.68. [19. a] belt-transect in the forest of Y.印刷suUrbani 

(Toisusu Urbaniana-Sasa paniculala soc.) 

第193表 [19. a]帯状区樹高階別本数表

Table 193. Number of trees in each height grade in 

the [19. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 9 11 20 21 22 23 マTota!
Species 樹 種 6 10 12 21 22 23 24 26 計

Toisus Urbaniana オオパヤナギ 2 3 2 1 11 

Pterocarya rhoifolia サワグノレミ (Pr) 4 1 5 

Prunus Maximowiczii ミヤマザクヲ (PM) l 1 

Tota! 計 1 4 1 2 3 2 1 17 
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第 194表 [19.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 194. Number of trees in each diameter grade in 

the [19. a] belt-transect 
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胸高直径B.H.D. (cm) Total 
計

種樹Species 

11 1 2 1 1 1 1 3 1 オオバヤナギサToisusu Urbaniana 

5 1 1 2 1 サワグノレミ (Pr) Pterocarya rhoifolia 

l ミヤマザクラ (PM)Prunus Maximoτ:vicztI 1 

17 1 2 1 1 1 1 3 1 l 1 2 2 計Total 

第 195表 [19. a]帯状区林床植物一覧表

Table 195. Cover degree and frequency of plants in 

the [19. a] belt-transect 
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離距Distance (m) 
C.v. F 

名物植Species 

4500 E 1 2 4 2 5 4 4 クマイザサSasa paniculata 

1607 E 3 3 3 オニシモツケFilipendula kamtschatica 

71 1I 1 + + ウパュリLilium cordatum 

71 E + + 1 ノアザミCirsium japonic即時

71 E 1 + エゾヨモギArtemisia montana 

IV 十十十+ 十+ ドクゼリCicuta virosa 

百+ + + + + ムカコイラクサLajうorteabulbifera 

IV + + + 十十
Chrysosplenium flagelliferum 

ツノレネコノメ

IV + 十十+ + クノレマムグラGali・UmjaponicU1叫

E + + 十キオンSenecio nemorensis 

E 十+ 十ウマノミツバSanicula chinensis 

E + + + ヤマトリカブトAconitω叫 japonicum

E + + キフPetasites japonicus 

E + + ツボスミレViola verecundι 

Lychnis gracillima I + シラネガンピ

71 I 1 オシダDryoρteris crassirhizoma 
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[19. b]帯状区 (35X5)m2 オオパヤナギ林方位 E 傾斜 0
0
高距 1270m

本帯状区は奥日光国有林 1112林班「ろJ小班，千手ガ原の東端，柳沢川の河口付近

に設定した。帯状区は柳沢川に平行し川からの距離は約 20mである。付近の林は若干の

ケヤマハンノキの混生をみるが，ほとんどオオパヤナギで占められている。樹高は平均 15

m であった。濯木層にノリウツギ，ハルニレ，アズキナシ，ミヤマイボタなど 10種の喬木

幼樹および瀧木が出現するが，特に優占種はみとめられない。草本層は濯木稚苗以外に全

く草本をみないことは，この付近が氾濫を蒙むる不安定な立地にあることを示すものと思

われる。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すると第69図， 樹高階別本数表，胸

高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 196表，第 197表および第 198表

となる。

第69図 [19. b]帯状区 オオパヤナギ林

Fig. 69. [19. b] belt-transect in the forest of Toisusu Urb仰 iana

第196表 [19. b]帯状区樹高階別本数表

Table 196. Number of trees in each height grade in 

the [19. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 10 14 

Species 樹 種 7 8 11 15 

Toisusu Urbaniana オオパヤナギ (2) 4 

Alnus hirsuta ケヤマハンノキ (Ah) 1 

Ulmus propinqua ハノレニレ (U) 1 

Total 計 (2) 1 1 4 

15 

16 

7 

7 

16 
Total 

17 計

1 12 (2) 

1 

1 

14 (2) 
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第197表 [19. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 197. Number of trees in each diameter grade in 

the [19. b] belt-transect 
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胸高直径B.H.D. (cm) Total 
計

種樹Species 

12 (2) 1 1 1 l 1 2 1 2 1 (1) (1) 1 オオバヤナギToisusu Urbaniana 

1 1 ケヤマハンノキ (Al)Alnus hirsuta 

1 1 ハノレニレ (U)Ulmus proρmqua 

14 (2) 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1(1) (1) 1 計Total 

第 198表 [19. b]帯状区林床植物一覧表

Table 198. Cover degree and frequency of plants in 

the [19. b] belt-transect 
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71 E + 1 + ケヤマハンノキAlnus hirsuta 

I + アズキナシSorbus alnifolia 

工+ オオバヤナギToisusu Urbaniana 

250 E
 

2 + ズMalus Sieboldii 

E + + + Acer Shirasawanum 
オオイタヤメイゲツ

E + + 十ツリバナEuonymus oxyphyllus 

1786 V + 2 2 3 2 2 2 Ligustrum Tschonoskii 
ミヤマイボタ

571 II 1 2 2 ノイバラRosa multiflora 

71 E + 1 ノリウツギHydrangea panicul，αta 

工+ ハンショウゾノレClematis japonica 

傾斜 20方位 sswオオバヤナギーテンニンソウ基群叢[19. c]帯状区 (45X5)m2 

Photo 32. 高距 1290m

中禅寺湖西南隅近く，奥日光固有林 1117林班「ろ」小班と 1118林班「に」小班の境

樹高 (8--)オオパヤナギは，オオパヤナギ林の発達をみる。を流れる大和田沢に沿って，
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18-23m，胸高直径 (12-)20-38 cmであって，沢沿いや湖岸の堆積原に優占するが，な

お，ヤマハンノキ，カツラなども見られる。沢より離れ，山麓に向うにつれ漸次オオパヤ

ナギは減少し，代ってブナ， ミズナラ，カエデ類(ェゾイタヤ，ベニイタヤ， ヒトツパカ

エデ，オオイタヤメイゲツ，ウリハダカエデ，ヤマモミジ)が優勢となる。

本帯状区は上記両林班にまたがり，湖岸より約 200m上流のオオパヤナギの比較的密

集している部分に設定した。 1層にはオオヤパナギ 2層にはオオパヤナギの他，少数の

カツラ，オノエヤナギを混じ，潅木層にはニシキウツギが多い。林床はテンニンソウが全

般に優勢であり，ついでイタドリが多い。また喬木の幼樹もかなり生じている。本帯状区

の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第70図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表お

よび、林床植物一覧表を表示すれば第 199表，第200表および第201表となる。

第70図 [19. c]帯状区 オオパヤナギーテンニンソウ基群叢

Fig. 70. [19. c] belt-transect in the forest of Toisusu Urban叫 na
(Toisusu Urbaniana-Comanthoゃhacestellipila var. 

sublanceolata soc.) 
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第 199表 [19. c]帯状区樹高階別本数表

Table 199. Number of trees in each height grade in 

the [19. c] belt-transect 
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第200表 [19.c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 200. Number of trees in each diameter grade in 

the [19. c] belt-transect 
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第201表 [19. c]帯状区林床植物一覧表

Table 201. Cover degree and frequency of p!ants in 

the [19. c] belt-transect 
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20. オノエヤナギ林

Forest of Salix sαchαlinensis 

オノエヤナギ林l主主として河岸に生じるのであるが，奥日光では沢沿いや扇状地の一

部，また湖岸などに見る。扇状地の例としては刈込湖西方の小峠付近，湖岸の例としては

西ノ湖にこれを見るであろう。標準地として小峠付近に [20.a]帯状区を設定した。本帯

状区の位置を第 50図に示す。

[20. a]帯状区 (25x5)m2 オノエヤナギーオニシモツケ基群叢 方位 WNW 傾斜

。。 高距 1660m
本帯状区は奥日光国有林 1097林班「と」小班，刈込湖の西南西約 1km，小峠の近くに

設定した。帯状区付近は温泉岳より流下する沢が作った小さな扇状地で，土壌は薄く礁の

多いところである。オノエヤナギの樹高は 6-14m，胸高直径は 10-30cmである。林

床にはオニシモツケが多く，他にキオン，ズダヤクシュ，ヤマトウパナなどがみられる。

本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第71図， 樹高階別本数表， 胸高直径階

別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 202表，第 203表および第 204表となる。

第202表 [20. a]帯状区樹高階別本数表

Table 202. Number of trees in each height grade in 

the [20. a] belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹種
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1 

3 6 7 19 

1 Pterocarya rho約lia サワグノレミ (Pr) 

Tota! 計 1 1 2 3 6 7 20 

第203表 [20. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 203. Number of trees in each diameter grade in 

the [20. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 10 12 14 16 18 20 22 24 2，8 Tota! 
t 計

Species 樹 種 12 14 16 18 20 22 24 26 30 

Salix sachalinensis オノエヤナギ 2 2 5 2 1 4 l 1 1 19 

Pterocarya rhoifolia サワグノレミ (Pr) 1 1 

Tota! 計 3 2 5 2 1 4 1 1 1 20 
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第71図 [20. a]帯状区 オノエヤナギ オニシモツケ基群叢

Fig. 71. [20. a] belt-transect in the forest of Salix sachalinensis 

(Salix sachalinensis・Filipendulakamtschatica soc.) 

第204表 [20. a]帯状区林床植物一覧表

Table 204. Cover degree and frequency of plants in 

the [20. a] belt-transect 
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21. イヌコリヤナギ叢林

Thicket of Salix integra 

戦場ガ原の北東部，逆川の氾濫原に奥日光としては本珍らしいイヌコリヤナギの群落

がある。ここに標準地として [21.aJ帯状区を設定した。帯状区の位置を第50図に示す。

[21. a]帯状区 (20x5) m2 イヌコリヤナギーヤマアワ基群叢 方位 ENE 傾斜 10

高距 1400m

戦場ガ原北隅，逆川の押出しの先端部では，ズミ林は生ぜず，代ってイヌコリヤナギ

林が発達する。この部分におけるイヌコリヤナギ林は未だ形成初期の段階にあり，各個体

は点状に分布することが多く，それらの林冠が連続して重なり合うような大規模な群落は

みられない。本帯状区は，宇都宮営林署奥日光国有林 1103林班にあり，前述のような段

階にあるイヌコリヤナギ林に設定したもので， その連続的長さは 20mを超すことがなか

った。林冠は図のように波状を呈L，また各構成個体の樹齢も一様でない。本帯状区に見

出されたイヌコリヤナギは 158個体に達している。大部分は単木であるが，中に 3-4本

から成り立っているものもみられた。イヌコリヤナギの樹高は0.9-3.3m，任意にえらば

れた50個体についての根元直径では0.4-4.6cmを示した。根元直径と樹高の配分表から

みると，樹高 110cmまでは根元直径 1cm以下，樹高 1-2mでは根元直径1-2cm，樹高

2m以上では，根元直径は 2-4cmに達する。林床にはヤマアワが多く，ススキ，ヨシ，

エゾヨモギ，スゲ類，スギナ，スギゴケ類などもみられる。またズミやシラカンバの稚苗
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第72図 [21. a]帯状区 イヌコリヤナギーヤマアワ基群叢

Fig. 72. [21. a] belt-transect in the thicket of Salix integra 
(Salix integra-Calamagrostis Epigeios soc.) 
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が広くみられることも注目に値する。このような点からみると¥，、ずれ本群落はズミまた

はシラカンパで置換されるであろう。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第

72図，樹高階別本数表，根元直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 205

表，第 206表および第 207表となる。

第205表 [21. a]帯状区樹高階別本数表*

Table 205. Number of trees in each height grade in the [21. a] 

belt-transect， based upon random sampling 

Height (m) 樹 高 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 Total 
計Species 樹 種 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 

Salix integra イヌコリヤナギ 5 13 10 13 5 4 50 

Total 計 5 13 10 13 5 4 50 

* 調査帯状区中 randomsampling (n=50)による結果

第 206表 [21. a]帯状区根元直径階別数表料

Table 206. Number of trees in each diameter grade in the [21. a] 

belt-transect， based upon random sampling 

Basal diameter (cm) 根元直径 O 1 2 3 

Species 樹 種 1 2 3 4 

Salix integra イヌコリヤナギ 11 18 11 7 

Total 計 11 18 11 7 

4
、
《

R
U

Total 
計

3 50 

3 50 

料調査帯状区中 randomsampling (w=50)による結果

第207表 [21. a]帯状区林床植物一覧表

Table 207. Cover degree and frequency of plants in 

the [21. a] belt-transect 
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Species 植物名
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Distance (m)距離

Species 植物名

Sasa nikkoensis ニッコウザサ

Calamagrostis Epigeios ヤマアワ

Miscanthus sinensis ススキ

Artemisia montana エゾヨモギ

Phragmites communis ヨシ

Carex sp. スゲ属め一種

Fragaria nipponica シロバナノヘビイチゴ + 

Moeh門ngialateriflora オオヤマフスマ 十

Picris ja.ρomca コウゾリナ ・ + 

Cirsium japonicum ノアザミ

Viola verecunda ツボスミレ

HYlうericumerectum オトギリソウ

Lycopus Maackianus ヒメシロネ

Solidago decurrens コガネギク

Anaphalis margaritacea var. angustior 
ヤマハハコ

Luzula mult羽ora ヤマスズメノヒエ

Carex oxyandra ヒメスゲ
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Equisetum arvense スギナ E + 

Mosses蘇類 IV 十

ズミ林は信州上高地にもよく発達し，その典型的なものは小梨平にあるが，キャンプ

地として酷使されているため，林床は乱雑になっている。ところで日光の戦場ガ原を中心

とする周辺は，ズミ林の研究地として， 日本で最高の適地ではあるまいか。砂礁に富む氾

濫河岸または氾濫原，時として湿原の周辺に出現する。最も大きな群落は，中禅寺と湯元

聞のパス道路から東，逆川に沿う道路の南に位している。標準地として戦場ガ原の北辺に

[22. a]，.....，[22. c]，中心部の糠塚近くに [22.d]，南端に [22.e]， [22. f]，外山沢川の下流千手

ガ原近くに [22.g]帯状区を設定した。調査帯状区の位置を第 73図に示す。
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第73図 ズミ林 [22]標準地位置図

Fig. 73. Sampled plots of Malus Sieboldi・icommunities 

[22] belt-transect 

[22. a]帯状区 (30X5)m2 ズミーニツコウサ、サ基群叢方位 N 傾斜 0。高距 1405m

Photo 34. 

本帯状区は奥日光国有林 1103林班「ほ」小班， 戦場ガ原の北隅に近く国道 120号線

と三本松から光徳に至る道路，それに逆川に沿って両者を結ぶ道路に囲まれた三角形の内

にみられるズミ林中に設定した。ズミの樹高はいずれも 7m，胸高直径は 8-20(-34) cm 

である。多く根ぎわより分校し，株数10に対して幹数49を数えた，林床はユッコウザ、サ

が優占し，他に 39種を数えるが，被度の高いものはなく，喬木稚樹としてはハリギリ，

ハルエレ，キハターなど，濯木としてはヤマウコギ，ホザキシモツケ，ツリバナ，草本として
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は，ノアザミ，クルマムグラ，キオン，ェゾヨモギなどが高い頻度を示している。本帯状

区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第74図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数

表および林床植物一覧表を表示すれば第 208表，第 209表および第 210表となる。

第九図 [22. a]帯状区ズミーニツコウザサ基群叢

Fig. 74. [22. a] belt-transect in the forest of Malus Sieboldii 

(Malus Sieboldii-Sasa nikkoensis soc.) 

第208表 [22.a]帯状区樹高階別本数表(株単位)

Table 208. Number of trees in each height grade in 

the [22. a] belt-transect 

Height (m)樹高 巧

'
B
E
0
0

Total 
計Species樹種

Malus Sieboldii ズ 10 10 

Total 計 10 10 

第 209表 [22. a]帯状区胸高直径階別本数表 (幹単位)

Table 209. Number of trunks in each diameter grade in 

the [22. a] belt-transect 
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Malus Sieboldii ズ 7 2 14 8 7 5 2 1 1 1 1 49 

Total 計 7 2 14 8 7 5 2 1 1 1 1 49 
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第210表 [22.a]帯状区林床植物一覧表

Tahle 210. Cover degree and frequency of plants in 

the [22. a] belt-transect 
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Quercus criψula ミズナラ(幼) ・ + ・ ・ ・ ・ I 

Euonymus oxyphyllus ツリノミナ + + + + + + v 
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Cirsium japonicum ノアザミ

Galium japonicum クノレマムグラ

Senecio ne押悶f朗 sis キオン

Artemisia montana エゾヨモギ

Viola verecunda ツボスミレ

Anthriscus舟e明 orosa シャク

Lactuca Raddeana var. elata ヤマニガナ
Se1町 iocannabifolius ハンゴンソウ

Galium Kikumugura キクムグラ

Viola gりIpoceras タチツボスミレ

Epilobium cephalostigma イワアカパナ

Carex longerostrata var. pallida 
チュウゼンジスゲ

Osmorhiza aristata ヤブニンジン

lmpatiens Noli-tangere キツリフネ

Stellaria diversifiora サワハコベ

Festuca extremio門italis オニトボシガヲ

Polygonum Sieboldi・var.Sieboldi 
アキノウナギツカミ

Cryptotaenia japonica ミツノミ

Brachypodium sylvaticum ヤマカモジグサ

Moehringia laterifiora オオヤマフスマ

Aqui・legiaBuergeriana ヤマオダマキ

ニッコウザザSasa nikkoensis 
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Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Oenothera Lamarkiana オオマツヨイグサ + I 

Li品。ncor・中tumvar. Glehni + 工オオウパユリ

ASjうerulaodorata !1ノレマノ〈ソウ 十 工

Athyrium yokoscense へビノネゴザ + I 

[22. b]帯状区 (40x5)m2 ズミーニツコウザサ基群叢 方位 ssw 傾斜 0。 高距

1405m 

本帯状区は奥日光国有林 1103林班「ほ」小班，戦場ガ原の北端逆川の河畔近くに発達

するズミ林中に設定した。 ズミの樹高は 6-10m，胸高直径は 8-24cmである。大部分

は根ぎわより多数分枝するため，株数 14に対して幹は 71本を数えた。林床はニツコウザ

サが優勢で，他に 46種を数えるが， いずれも被度の高いものはなく，喬木稚樹としては

ハルニレ，キハダ濯木としてはミヤマイボタ，ニワトコ，ツリパナ，ヤマウコギ，草本

としてはェゾヨモギ，オオウパユリ，タチツボスミレ，タニギキョウなどがかなりの頻度

を示す。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 75図， 樹高階別本数表， 胸

高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 211表，第 212表および第 213表

となる。

第75図 [22. b]帯状区 ズミーエツコウザサ基群叢

Fig. 75. [22. b] belt-transect in the forest of Malus Sieboldii 
(Malus Sieboldii-Sasa nikkoensis soc.) 
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第211表 [22. b]帯状区樹高階別本数表 (株単位)

Table 211. Number of trees in each height grade in 

the [22. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 8 9 10 

Species 樹 種 7 8 9 10 11 

Malus Sieboldii ズ 3 3 5 1 2 

Betula platyρhylla var. japonica 
(1) 

シラカンパ (Bp)

Total 計 3 (1) 3 5 1 

第212表 [22. b]帯状区胸高直径階別本数表 (幹単位)

Table 212. Number of trunks in each diameter grade 

in the [22. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 8 10 12 14 16 18 20 

Species 樹 種 10 12 14 16 18 20 22 

Malus Sieboldii ズ 6 11 17 16 11 7 2 

Betula platyphylla var ンJバapo(Bnipc)a 
シラカ p) 

(1) 

Total 計 6 11 17 16 11 7 2 (1) 

第213表 [22. b]帯状区林床植物一覧表

Table 213. Cover degree and frequency of plants in 

the [22. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 
Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Ulmus propinqua ハノレニレ(幼) + + + + + + -¥- + 
Phellodendron amurense キハダ(幼) + + + 十十
Kalopanaxρictus ハリギリ(幼) + + + 
Prunus Ssio門シウリザクラ + 

Euonymus oxyρhyllus ツリパナ + + + +十 + 

Li注rustrumTschonoskii ミヤマイボタ + + + + 1 + 1 
Sambucus Sieboldiana ニワトコ + + + 1 1 + 
Viburnum Sargenti カンボク 1 ↓+  

Lonicera graciliPes ヤマウグイスカグラ 1 

Acanthopanaxφinosus ヤマウコギ + + + + 
Rubus palmatus var. coptophyllus + + + + モミジイチゴ

Sjうiraeasalicifolia ホザキジモツケ + 

2 

469 

Total 
計

14 

(1) 

14 (1) 

22 
Total 

24 計

1 71 

(1) 

71 (1) 

F. C.v. 

V 

1II 

II 

工

lV 

V 125 

lV 125 

E 63 

I 63 

E 

1II 

I 
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Celast門~s orbiculatus var. papillosus 
十 1 + E 63 

オニツノレウメモドキ

C. fiagellaris イワウメヅノレ + + + + 1II 
Vitis Coignetiae form. glabrescens + + 工

タケシマヤマブドウ

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 4 4 4 2 1 + + + V 2626 

Artemisia montana エゾヨモギ 1 十 1 + 直 125 

Lilium cordatum var. Glehni オオウパユリ + 十+ 1 E 63 

Viola grypoceras タチツボスミレ 十++ + +十十+ V 
Per官carpacarnosa var. circaeoides 

+十++ + 十 IV 
タニギキョウ

Anthriscus nerηorosa シャク + + + + + E 
Aゃerulaodorata クノレマバソウ 十 十 十 +十 E 

Cirsium japnicum ノアザミ 十++ + + 直

V叩 laverecunda ツボスミレ + + + + + E 
y oungia japonica オニタビラコ + + + + 十 E 

Festuca pa間信luma トポシカ、ヲ +十+ + E 

Senecio cannabifolius ハンゴンソウ + 十十 E 

POか'gonumcusρidatum イタドリ + + + E 

Brachypodium sylvaticum ヤマカモジグサ + 十十 E 

Impati，仰 sNoli-tangere キツリフネ +十 I 

Osmorhiza aristata ヤブニンジン 十 + 工

Galium japonicum グノレマムグラ 十 + 工

Picris japonica コウゾリナ 十 + 工

Senecio nemorensis キオン + 十 I 

Moehringia late門iflora オオヤマフスマ 十 十 I 

Trientalis europaea var. europaea + 十 工
ツマトリソウ

Hypericum Ascyron トモエソウ + + 工

Lactuca Raddeana var. elata ヤマニカナ + + 工

Rωlun叫んsternatus var.マquキeZツpaネerノtenボsis 
ヤ タン + I 

Ligulaバ'aFischeri オタカヲコウ + 工

Galium Kikumugura キクムグラ + 工

Oenothera Lamarkiana オオマツヨイグサ 十 工

Milium effusum イブキヌカボ + 工

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ 十 工

Arisaema sp. テンナンショウ属の一種 + 工

Equisetum a門 lense スギナ 十+ + +十 E 

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ 『← 工
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[22. c]帯状区 (20X5)m2 ズミーホザキシモツケ基群叢 傾斜2
0
方位sw 高距

1400 m Photo 36. 

戦場ガ原北隅では逆川を境にして北からの押出し地形を呈している部分があり，そこ

ではズミ林やシラカンパ林の発達が認められる。本帯状区は宇都宮営林署奥日光国有林

1103林班にあり，国道 120号線の光徳入口のパス停留所から北西に約 200m付近，林下

にホザキシモツケを伴うズミ林中に設定した。 1層にはズミが優占し，ズミは樹高 3-6.5

m，胸高直径 3-13cmに達する。混生樹種には少数のイヌコリヤナギとシラカンパをみ

る。林下にはホザキシモツケが多いけれど， 15-20m間ではニツコウサ、サが多くみられ

た。その他，オオトボシガラ，ツボスミレ，エゾヨモギ，ョ、ン，ススキなどが散生する

他，全般にスギゴケ類が (+)-(1)の被度で生じている。本帯状区の樹冠投影並びに林木

配置を図示すれば第 76図， 樹高階別本数表， 胸高直径階別本数表および林床植物一覧表

を表示すれば第 214表，第 215表および第 216表となる。

第76図 [22. c]帯状区 ズミーホザキシモツケ基群叢

Fig. 76. [22. cJ belt-transect in the forest of l'vlalus Sieboldii 
(Malus Sieboldii-S，ρiraea salicifolia soc.) 

第214表 [22. c]帯状区樹高階別本数表 (株単位)

Table 214. Number of trees in each height grade in 

the [22. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 l 3 4 5 6 Total 

Species 樹 種 2 4 5 6 7 計

Malus Sieboldii ズ 4 2 6 9 21 

Salix integra イヌコリヤナギ (Si) 1 1 3 5 

Betula plaちIphyllavar. japonica 
シラカンバ (Bp) 1 1 

Total 計 1 4 3 9 10 27 
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[22. c]帯状区胸高直径階別本数表(幹単位)

Number of trunks in each diameter grade 

the [22. c] belt-transect 
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第 215表

Table 215. 
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Malus Sieboldii ズ
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Total 72 

第 216表 [22. c]帯状区林床植物一覧表

Table 216. Cover degree and frequency of plants in 

the [22. c] belt-transect 
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 

Picris japonica コウゾリナ 十 I 

Senecio nemorensis キオン 十 工

Clinopodium chinense "ノレマバナ 十 I 

Cirsium japoni・cum ノアザミ + I 

Equisetum aパJense スギナ + I 

Mosses 蘇 類 + 1 十 1 lV 250 

[22.d]帯状区 (30x5) m2 ズミークロミノウグイスカグラ基群叢 方位ssw 傾
斜 0。高距 1395m

本帯状区は前記帯状区と同一林班にあり，戦場ガ原の糠塚西麓部に発達しているズミ

林中に設定した。この付近のズミ林の林床は概ねホザキシモツケにより占められるが，稀

にクロミノウグイスカグラがそれに代ることがある。本帯状区は，後者の場合であって，

上層は樹高 3~6m のズミが優占 L，下層 O.5~1m (~1.3 m)にはクロミノウグイスカグ

ラの多い群落である。混在種としてはズミの層を越えて樹高 10mシラカンバが1本みら

れた。また林床にはクロミノウグイスカグラに混じて，ヤマウグイスカグラ，ホザキシモ

ツケ， ミヤマイボタ，ズミなどの木本，チユウゼンジスゲ， コメガヤ，ヤマカモジグサ，

タチツボスミレ，ヒメシダ，ブユノハナワラビなどの草本を生ずる。本帯状区の樹冠投影

並びに林木配置を図示すれば第77図， 樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床

植物一覧表を表示すれば第217表，第218表および第219表となる。

第77図 [22.d]帯状区 ズミ クロミノウグイスカグヲ基群叢

Fig. 77. [22. d] belt-transect in the forest of Malus Sieboldii (Malus 
Sieboldii・Loniceracaerulea var. emphylloほかxsoc.) 
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第 217表 [22. d]帯状区樹高階別本数表 (株単位)

Table 217. Number of trees in each height grade in 

the [22. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 3 4 5 6 

Species 樹 種 4 5 6 7 

Malus Sieboldii ズ 2 (1) '“ 〉 9 23 

Betula plaち，phyllavar. japonic 
シラカンバ (Bp)

Total 計 2 (1) 2 9 23 

第 218表 [22. d]帯状区胸高直径階別本数表 (幹単位)

Table 218. Number of trunks in each diameter grade 

in the [22. d] belt-transect 

10 Total 

11 計

36 (1) 

1 l 

1 37 (1) 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 6 ~ 10 12 14 1，6 l~ 22 Total 
t t t t t t to  

Species 樹 宅重 4 6 8 10 12 14 16 18 20 24 計

Malus Sieboldii ズ 6202822128 3 

Betula platyphylla var. japonica 
シラカンパ (Bp) 1 

To飽l 計 6 20 28 22 12 8 4 

第 219表 [22. d]帯状区林床植物一覧表

Table 219. Cover degree and frequency of plants in 

the [22. d] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sorbus commixta ナナカマド + 
Quercus cri.ゆula ミズナラ + 

1 

1 

25 

30 

一一一一一一一一一品ーー---凶.“ 一一一一一・-----・a・ーー------------~・・聞四・----司【四一一一

Malus Sieboldii ズ + + + 

Lonicera cae叩 leavar. emphyllocalyx 
5 5 + 4 3 4 クロミノウグイスカグヲ

L. gracilipes ヤマウグイスカグラ 1 十 + + + 
Li旨ustrumTschonoskii ミヤマイボタ + + + + + 
Viburnum Sargenti カンボク + + 十

&rberis 即時urensisvar. japonica 
+ 十 + ヒロハノヘビノボラズ

S1ぅiraeasalicifolia ホザキシモツケ 十 + 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ + 

1 l 102 

1 

1 1 103 

F. C.v. 

I 

工

E 

V 5625 

IV 83 

IV 

E 

E 

E 

工
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十
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名

Carex longerostrata var. pallida 
チュウゼンスゲ

Melica nutans コメカヤ

Viola grypoceras タチツボスミレ

Brachypodi・U1叫 sylvaticum ヤマカモジグサ

Galium学'uriumvar. echinospermon 
ヤエムグラ

物植Species 

E 

E

E

E

E

I

I

I

-

n 

+ 

+ 

+ 

十

+ 

+
+
+
+
・

+ 

+ 

+ 
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Polygonatum odoratum 
var. plurijlorum アマドコロ

Hypericum Ascyron トモエソウ

Thalictrum aquilegifolium カヲマツソウ

Euphorbia Sieboldiana ナットウダイ

Cirsium japonicum ノアザミ

Swertia bimaculata アケボノソウ

Moehringia laterijlora オオヤマフスマ

Lactuca Raddeana var. elata ヤマニカナ

Hosta albo-marginata コバギボウシ
+ 

十

V 

1II 

+ 
+ 

+ + 
+ 

+ + 
+ 

+ ヒメてシタ“

フユノハナワラビ

Lastrea Thelypte門 S

Botrychium ternatum 

高距傾斜200_20方位Nズミーホザキシモツケ基群叢[22. e]帯状区 (30x5) m2 

Photo 35. 1390m 

戦場ガ原東隅，赤沼入口から湯川に注く寸、流沿いにホザキシモツケの群落の発達がみ

このホザキシモツケ群落の上層には，通例ズミが発達しており，更に上層にカラられる。

上層にズミあるし、はカラマツホザキシモツケは好陽性がつよく，マツをみることもある。

漸次消失する傾向にあ活力度を低下し，樹冠下が暗くなると，が厚い林冠を形成して，

ツボススゲ類やオオトボシガラ，ホザ、キシモツケに代って，このような段階では，り，

いずれも優占種となることしカミし，タチツボスミレなどの草本が相互に多くなる。ミレ，

この変化を見るために，異例であしたがって林床の雑然、となることが観察される。なく，

るが，参考までに帯状区を設定した。本帯状区は赤沼入口より西方約200m，前記 [22.d] 

帯状区と同一林班にあり，湯川に注ぐ小川を挟んで設定した。本帯状区の林床は北から南

1層にはズミが優占

樹冠外縁に

に向って (30m→Om)ゆるい傾斜を呈し， 5-7m聞は小流である。

ズミは樹高7.5-9m，胸高直径5-28(-34) cmである。林床をみると，し，

タチホザキシモツヶが優占し，樹冠下では特定の優占種が見られず，部分的にヒメシダ，

ミツモトソウなどを多くみることがある。本帯状区の樹冠オオトボシガラ，ツボスミレ，

胸高直径別本数表および林

床植物一覧表を表示すれば第220表，第221表および第222表となる。

樹高階別本数表，投影並びに林木配置を図示すれば第78図，
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第 78図 [22. e]帯状区 ズミ ホザキシモッケ基群叢

Fig. 78. [22. e] belt-transect in the forest of lvfalus Sieboldii 

(Malus Sieboldii-Spiraea salicifolia soc.) 

第220表 [22. e]帯状区樹高階別本数表 (株単位)

Table 220. Number of trees in each height grade in 

the [22. e] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 8 

Species 樹 積 7 8 9 

Malus Sieboldii ズ 2 3 

Euonymus Sieboldianus var. nikoensis 
ユモトマユミ (En) 1 

Total 計 1 2 3 

第221表 [22.e]帯状区胸高直径階別本数表 (幹単位)

Table 221. Number of trunks in each diameter grade 
in the [22. e] belt-transect 

9 

10 

2 

2 

Total 
計

7 

1 

8 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 28 34 Total lota 

Species 樹 事室 6 8 10 ~ U W lli W ~ ~ 00 a 計

Malus Sieboldii ズ 11646641111234  

Euonymus Sieboldianus var 
nikoensis ユモトマユミ (En) 1 ・ 1 

Total 計 12646641111235  
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第222表 [22. e]帯状区林床植物一覧表

Table 222. Cover degree and frequency of plants in 

the [22. e] belt-transect 
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Malus Sieboldii ズ

Euo判ymusSieeoldianus var. nikoensis 
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Spiraea salicifolia ホザキシモツケ

Ligustrum Tschonoskii ミヤマイボタ

Lonicera gracilipes ヤマウグイスカグラ

Rubus Koehneanus ミヤマニカイチゴ

Berberis amurensis var. japonica 
ヒロハノヘビノボヲズ

ノイノミラ
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I + 

十

Rosa multifiora 

1 十
Celastrus orbiculatus var. papillosus 
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Festuca extremiorientalis オオトボシガラ

Viola gり'Poceras タチツボスミレ

Potentilla Cryptotaeniae ミツモトソウ

Viola verecund.白 ツボスミレ

Carex aphanolepis -tj-ワスゲ

Galium Kikumugura キグムグラ

Artemisia princeps ヨモギ

Fragaria nipponica シロバナノヘビイチゴ

Rudbeckia laciniata オオハンゴンソウ

Picris japonica コウゾリナ

Viola verecunda var. semilunaris アギスミレ

Epilobium cephalostigma イワアカバナ

Hypericum erectum オトギリソウ + 
Chamaele decumbens セントウソウ

Brachypodium sylvaticum ヤマカモジグサ
POかgοnatumodoratum var 

Maximowiczii オオアマドコロ

Torilis japonica ヤブジラミ

Scrophularia duplicato-serrata 
ヒナノウスツボ

Lysimachia japonica コナスビ

L. vulgaris var. davurica クサレダマ

Lycopus Maackianus ヒメシロネ

Potentilla Y okusaiana ツノレキンノ〈イ

ニッコウザサSasa nikkoensis 
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4 1 + La'strea Thelypte門 S ヒメシタ
Athyrium yokoscense へピノ平ゴザ + + 

1050 IV 2 2 2 + 類

5-10m聞は小川のため，調査除外
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刻k
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[22. f]方形区 (5X 5) m2 ズミーツボスミレ集落 傾斜 0
。
高距 1390m

前記 [22.e]帯状区の北約50mのところに，下層にツボスミレの占居するズミーツボ

スミレ群落がみられた。面積は極めて小さく (9x8m2)ほぼ円形を呈する。ズミは樹高

8-9m，胸高直径 12-27cm。林床はツボスミレ優勢で，付近には他にミヤマザクラ，ユ

モトマユミ，オニウコギのような木本幼稚樹，また草本としてはオオトボシガラ，キクム

グラ，ヤマドリゼンマイ，イヌコママなどを生ずる。本方形区の樹冠投影並びに林木配置を

図示すると第 79図，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示

ずるJ(と第 223表，第 224表および第 225表となる。

ぺ
い
し
)

第79図 [22.f]方形区 ズミーツボスミレ
集落

Fig. 79. [22. f] quadrat in the forest of 
Malus Sieboldii (Malus Siebodii-

Viola verecunda society) 

第223表 [22. f]方形区樹高階別本数表 (株単位)

Table 223. Number of trees in each height grade in 

the [22. f] quadrat 

Height (m)樹高

Species樹種

O
O
B
E
A
Y
 

Tota! 

計

Malus Sieboldii ズ 3 3 

Tota! 計 3 3 

第 224表 [22. f]方形区胸高直径階別本数表 (幹単位)

Table 224. Number of trunks in each diameter grade 

in the [22. f] quadrat 

B目H.D.(cm) 胸高直径 6
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Tota! 
計Species樹種

Malus Sieboldii ズ 3 1 2 l 1 9 

Tota! 計 3 1 1 2 1 1 9 
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第225表 [22. f]方形区 [(1x1)m2]林床植物一覧表

Table 225. Cover degree and frequency of plants in 

[22. f] quadrats (1 m2) 

Q!ladrat 方形区名

Spt'cies 植物名
Q， Q2 

Euonymus Sieboldianus var. nikoensis ユモトマユミ + 

Ligustrum Tschonoskii ミヤマイボタ + 

Viola verecund.包 ツボスミレ

Galium Kikumugura キクムグラ

Festuca extremiorientalis オオトボシガラ

Aγ'abis nipponica ヤマハタザオ

4

1

1

+

 

に
-
U
1
i

Osmunda asiatica ヤマドリゼンマイ + 

[22. g]帯状区 (40X5)m2 ズミークマイザサ基群叢 方位 NNW 傾斜 3
0
高距

1320 m Photo 33. 

本帯状区は柳沢林道千手ガ浜分岐点付近，外山沢川の枝沢に沿ったところにあり，周囲

をハルニレに閉まれたズミ純林中に設定したもので奥日光固有林 1036林班にある。林

の構成は単純で 1層にズミ優占 L， ズミは樹高 9-13m， 胸高直径6-25(-35) cmであ

第 80図 [22. g]帯状区 ズミークマイザサ基群叢

Fig. 80. [22. g] belt-transect in the forest of Malus Sieboldii 
(Malus Sieboldii-Sasa paniculata soc.) 
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る。林下は秤高 1.4-1.6m のクマイザサに占居され， ミヤマイボタ (0.5-2m)が散生し

ているにすぎない。本帯状区の樹冠投影並びに林木配置を図示すれば第 80図， 樹高階別

本数表，胸高直径階別本数表および林床植物一覧表を表示すれば第 226表，第 227表およ

び第 228表となる。

第 226表 [22. g]帯状区樹高階別本数表 (株単位)

Table 226. Number of trees in each height grade in 

the [22. g] belt-transect 

Height (m) 樹 高 9 10 11 12 13 Total 
計

Species 樹 種 10 11 12 13 14 

Malus Sieboldii ズ 1 2 1 6 5 15 

Total 計 1 2 1 6 5 15 . 

第227表 [22. g]帯状区胸高直径階別本数表 (幹単位)

Table 227. Number of trunks in each diameter grade in 

the [22. g] belt-transect 
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Malus Sieboldii ズ 11512373111127  

To回l 計 11512373111127  

第228表 [22. g]帯状区林床植物一覧表

Table 228. Cover degree and frequency of plants in 

the [22. g] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Li注ustrumTschonoskii ミヤマイボタ + + 工

Sasa paniculata !1マイザサ 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

考察

Discussion 

中禅寺湖を中心とする高原および山岳地帯は，火山学的に興味あるばかりでなく，現

在なお天然林や原生林が存在し，しかもそれら森林群落相は変化に富んでいて，植物群落学

的にも異色あるところで，このような面から日本屈指の野外研究の好フィールドである。
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主要地点、の樹林相: 奥日光地域における代表的森林景観を有するところを挙げてみ

ると，山岳では，男体山 (24.84.4m)を中心にして，女峰山 (2463.5m)，太郎山 (2367.5m)， 

三岳 (1944.8m)および白根山 (2577.6m)があり，高原としては，戦場ガ原ならびにその

周辺，柳沢林道や光徳、道を中心とした地域，また山湖周辺の樹林相をもっところでは，中

禅寺湖，西ノ湖，切込湖周辺などがある。この地域における森林群落を垂直分布からみる

とき，下限は中禅寺湖畔にみられるミズナラ林であり，その上限は女峰山頂にみられるハ

イマツ叢林である。言葉をかえるならば，本調査地域においてみられる森林群落は，冷温

帯林から寒帯林までを含んでいる。しかし既に述べたように冷温帯を代表するブナ林は，

大規模には発達していないしまた，ハイマツ叢林も，調査地域の最高地点を占める白根

山に見られず，女峰山頂(温泉岳にもあるといわれる)にみられるにすぎない。従って，寒

帯林というには規模としては小さく，これが調査地域において占める比重は大きくない。

それゆえ奥日光地域の樹林相は，垂直分布的にみると，冷温帯林に属するミスナラ，ハル

ニレ林と，亜寒帯林に属するコメツガ，シラピソ林が極相的にこれを代表し，なお，火山

活動とも関連して，その地質的，土壌的な複雑性がある。そしてここにまた他にみられな

いようなカラマツ林やズミ林などの顕著な発達がこの地域の森林群落相を一層特異的なも

のにしている。以下主なる調査林について述べてみよう。

ハイマツ叢林: 本群落は， (温泉岳を除き)女峰山頂にのみみられる。女峰山におい

てはハイマツ純林と共に，上層にオオシラビソをもっ，オオシラピソーハイマツ群落の在

存もみられる。女峰山にのみハイマツ群落がみられることは気候的な条件よりも，多分に

地質的な条件によることを物語っているであろう。

ミヤマハンノキ林: 奥日光地域の寒帯林を形成する今一つ主要な群落はミヤマハン

ノキ群落であって，白根山に発達しており，その分布域は沢沿いには 1900m迄下降する

が，群落として最もよく発達しているのは，五色沼周辺 (2180m)と山頂の火口壁 (2560m)

である。 男体山では志津小屋からの登山路沿い， 2300m付近の崩壊斜面上に小規模なが

らミヤマハンノキの純群落 ([2.c])がみられる。その他，小真名子山東面ガレ沢沿いや，太

郎山山頂付近南面の崩壊地にもみられる。一般に林床には，イワノガリヤスやヒメガリヤ

スが優占して，禾本型林床をもつが，五色沼周辺にみられる本林 ([2.b])では林床が一面メ

シダで占められていた。薄井 (1958)は白根山，五色沼のミヤマハンノキ林を挙げ， これ

らの群落はアオモリトドマツ林あるL、はガンコウランーコケモモ群落が破壊されて出来た

二次林と述べているが，上述の例をもってしでも，それのみと首肯することは難しいであ

ろう。高度的にみるとき，白根山や男体山は女峰山を凌ぐにもかかわらず，その山頂部に

ハイマツ群落をみないのは主として地質的理由によるものであろう。しかし白根山頂付近

には媛性ミヤマハンノキ林の発達が顕著であるが，男体山ではなお，ダケカンパが優勢で
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ある。このようにみるとき，奥日光では寒帯林の発達は極めて弱く，恐らく寒帯林の最下

限乃至は亜寒帯林から寒帯林への移行段階に漸く到達した程度のものであるといえよう。

ダケカンパ林: ダケカンパは男体山，女峰山，太郎山，白根山などに広汎に分布して

いる。 男体山の北面志津小屋からの登山路沿いでは， 1800 m付近のコメツガ林中向陽地

にみることができ， 2000 m付近ではコメツガ，ダケカンパ，オオシラピソと混交様を呈

L，崩壊斜面上には，ダケカンバが多く，漸次高度をますにつれて，その量を増加してゆき，

2240mからはダケカンパ， ミヤマハンノキの倭性林となる。そして薄井 (1955)の示すよ

うに，男体山頂の旧火口壁には小型ダケカンパが優勢であり，南面の登山路沿いでは2350

m付近迄下降している。帝釈，女峰の連山においては， 2200 m付近よりダケカンパがコ

メツガに混生して出現し始め， 2340 m より漸次出現度が増加してくる。そして 2300--

2400m間では北面に代表的な群落をみることができる ([3.c])。太郎山では 2300mで南面

にトウヒ林，北面にダケカンパ林が分布している。 白根山においては概ね2200m付近よ

り生じ，そのまま山頂付近に至る迄随所にみることが出来る。この様に夕、ケカンバは概ね

2200--2400 mの聞によくみられるが，時にガレ沢沿いにもっと下降することもあり，その

ような好例は金精沢や男体山でみられるであろう。しかし，ダケカンパは多くの場合ミヤ

マハンノキ，シラピソ，オオシラピソあるいはコメツガなどと混在することも多く，筆者ら

は所謂ダケカンパ林帯の存在を奥日光において確認することは出来なかった。群落学的に

みるとき，調査した範囲では林床型は禾本型 ([3.a])，ササ型 ([3.b])，シャクナゲ型 ([3.c]) 

で代表され，これをミヤマハンノキ林に比べるとササ型，シャクナゲ型をもっ点で異なる。

これは両者のもつ生態的地位の差をそのまま暗示しているようである。薄井 (1955，1958) 

は，ダ、ケカンパ林をハイマツーコケモモ群集の下部単位，ダケカンパ亜群集とし，本林を

垂直分布の上から高山帯の中に含ませているが，既に述べた様にダケカンパ林は垂直分布

の幅は広しかっ太郎山ではシラビソ，オオシラピソ林の下部に生ずることもあり，男体

山ではタケカンパに混じてシラビソやオオシラビソも出現する点などを考慮に入れれば，

むしろ亜高山帯に帰属する落葉広葉樹林と考えるべきであろう。

オオシラピソ林: オオシラビソはシラピソと共に奥日光山岳諸連峰の上部に極めて

普通に分布している。 男体山北面志津小屋からの登山路に沿っては， 1800 m よりコメツ

ガと混在してこれをみるが，殊に 2400m近では樹高 2mばかりのオオシラピソ倭性林の

発達をみる。そして男体山頂の旧火口壁では，同一高度の崩壊地上のミヤマハンノキを伴

うダケカンパ林に平行して，尾根上にはオオシラビソ林が占居している。しかし顕著なオ

オシラビソ林群落として対象としたのは，西ノ湖西北の宿堂坊山の該林である。林床型は

ササ型並びに針葉稚樹型(オオシラビソ)で代表されている。

シラピソ林: 高度的にみるとき， シラピソはオオシラピソと殆んど区別することが
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出来す、，また両者は混交することが多い。しかしシラビソ林群落としては，太郎山に求め

られたのみで，ダケカンパ林やオオシラビソ林同様に，分布の割合には典型的な成層林を

見出すことは難かしい。本州中部山岳林を見るとき，亜高山帯林の気候的極盛相として，

オオシラビソ林あるいはシラビソ林を考えるのが一般的のようであるが，奥日光地域では

亜高山帯極盛相林としての山を大きく広くとりまく所謂オオシラビソ林，あるいはシラピ

ソ林の存在を現実に認めることは困難のようである。

コメツガ林: 奥日光亜高山帯林ではコメツガ群落が最も顕著に発達しており， その

代表的群落は大真名子山東面に集中し，その他男体山，太郎山，三岳，金精峠にみること

が出来，垂直的にみると，概ね1600-2200m聞に最も良く発達している。林床型からみ

ると蘇類型，スゲ型，ササ型，シャクナゲ型，針葉幼稚樹型などで，後述するカラマツ林

と共に多様性に富んでおり，またこれらの林床型を推移系列と併せて配列することも可能

である。すなわち，コメツガ林は土地的環境からみたアカエゾマツ林の岩礁系とよく似て

おり，その群落更行を林床型からみるとき，蘇類型→スゲ型→ササ型あるいは蘇類型→、ン

ヤクナゲ型，辞類型→針葉幼稚樹型が考えられる。本林は一般に尾根筋のような土壌の痩

脊地に生じ土地的極盛相を示すものと考えられる。奥日光における火山活動と関連して考

えるとき，気候的要因よりも土地的要因が，森林の形成，発展に大いなる力をもっている

ことがわかる。

トウヒ林: 奥日光ではトウヒの純林は少なし わずか太郎山と三岳にみられるにす

ぎない。いずれもササ型林床をもっている。

ヒメコマツ林: 本林はコメツガより一層地形の急峻な所に成林し大規模な群落をみ

ることがない。中山，三岳において調査したが，林床型はいずれもシャクナゲ型である。

ウラジロモミ林: ある報告によると男体山ではウラジロモミは，上部はコメツガ林

下部， 1900m辺から，下部はブナ林及びカラマツ，シラカンパ林の中迄広く分布すると

いう。そして特に，コメツガ林とブナ林との推移帯には，ダケカンパと共に独立した群落

を形成し，林床はミヤコザ、サ(ニッコウザサ?)でおおわれるとした。奥日光では群落的に

はウラジロモミ林は， コメツガ林の下部に接して発達しており，群落としては， 1400 m 

湯滝から泉門池に至る湯川沿いにみられる 1団林がある。その上限は，不幸にして確認

出来なかったが，単木的にはもっと広く 1200-1800mに至る。 著者の調査では本種が純

林を形成している面積に大なるものは，きわめて少ないようであり，その分布もむしろ限

られているようである。

カラマツ林: カラマツの垂直分布域は極めて広く， 冷温帯から亜高山帯にかけて出

現する。 たとえば男体山では，その山麓部 1400-1500mから，ガレ沢沿いに殆んど頂上

(2484.4 m)付近迄分布しており，単木的には 2430mにおいてオオシラビソ媛性林に混在
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して樹高 3-4mのものを観察した。 しかし群落学的に対象としたカラマツ林は主として

冷温帯林の範箸に包含されるべきもので，分布の主体は戦場ガ原周辺である。林床型から

みると，シダ型，ササ型，広葉草本型，濯木型があり，既に述べたようにコメツガ林と共

に多様性に富んでいる。潅木型は，更にズミ型，レンゲツツジ型，クロミノウグイスカグ

ラ型に細分され，クロミノウグイスカグラ型は，シ夕、型と共にササの消滅後に発達したサ

サ型の一つの変形と考えられる。優占種の組み合せからみるとき，カラマツーニヅコウザ

サ，カラマツーレンゲツツジ，カラマツーマイヅルソウ群落を除くカラマツーユッコウシ

ダ， カラマツーズミ， カラマツークロミノウグイスカグラ， カラマツーホザキノシモツ

ケ，カラマツーゴ、マナの諸群落は極めて異色あるものであって，奥日光におけるカラマツ

林を特徴づける存在である。このうち，ある群落の発達は，湿原や沢の形成過程と無縁で

はなく，それゆえに群落分類の取り扱いも慎重を極めることが必要である。

ブナ林， ミズナラ林， ハルニレ林: わが国の冷温帯を代表する広葉樹林はブナ林で

あるが，既に述べたように調査地域内ではブナを主体とする林は予想外に少ない。いわゆ

るブナ帯と称せられている冷温帯では，その喬木層は立地条件によって代表種に変化があ

り，一般に沖積地から一般林地に向い，しばしばハルニレ→ミズナラ→ブナへの移行系列

を認めることができる。奥日光では主として氾濫原や盆地にハルニレ林がみられ，そして

規模の小さいブナの団地を除いた高原部の大半はミズナラ林で占められており，その意味

では奥日光の冷温帯林はミズナラ林によってで代表されるとしても過言でないであろう。

上記3林を通じて林床型はササ型である。小田代原でえられたヤマドリゼンマイを林床に

もつ群落([14.d])も，ニッコウザサとの量的関係からみれば結局ササ型に含まれるもので

ある。典型的ブナ林が不顕著な代りにミズ、ナラ林が優勢であることの原因については，伐

木によるブナの減少，山火による森林破壊跡地でのミズナラ優占度の高い傾向などが挙げ

られたこともある。光徳にみられたミズナラ林は，多分に蔚芽形態をもち，以前に手入れ

のあったことを示唆するが，柳沢林道~小田代原周辺にみられるミズナラ林の優勢を，果

して，専ら人為的な原因のみに帰することで可能かどうか，疑問の余地があり，著者らは

むしろ火山性土壌によるものと考えたい。

シラカンパ林: 調査地域内における水平分布の上からみると， シラカンパはカラマ

ツとほぼ同じ領域を占めるが，垂直分布の上からみると，ほとんど 1500mをこえることは

なく，その点ではカラマツより分布の範囲は狭い。シラカンパは種子が多産であり，土地

的要求の幅が広く，かつ陽性樹種である点でカラマツに似ている。水平的には両者の立地

の分布域は重複しているにも拘わらず，群落的にみるとき，両者の聞にはすみわけが認め

られていて，カラマツ・シラカンパ林を記載することができなかった。もっともこのこと

は，カラマツ林下にシラカンパの存在を否定するのではなく，シラカンパの実生からなる
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幼稚樹がカラマツ大径木下に密生しているのを，しばしば柳沢林道沿いに認めることがで

きる。しかしシラカンバ林として筆者らが記載したものは，多くが周辺のカラマツ林から

は質的量的に区別することができる。林床型はすべてササ型である。

ズミ林: 奥日光の森林植生のなかで， 最も特色ある林相の一つがズミ林であるこ

とは既に述べた。ズミ林は，戦場ガ原を中心にしてその周辺部域に最も良く発達するが，

小田代原では小さな叢林が点在するにすぎない。しかし柳沢林道，千手ガ原分岐点付近の

沢沿いには小面積ながらズミの林が飛地的に良く発達して，純林を形成している。林床型

からみるとき，ササ型，潅木型が主体であり，ズミ自体は，また，カラマツ林下に生じて

カラマツーズミ林を形成することがある。

林床型と森林: 調査帯状区の林床優占種から，林床型をササ型，濯木型，シ夕、型，広

葉草本型，禾本型，蘇類及びスゲ型，ズミ型，針葉稚樹型にわけで，各林床型について林

床優占種，林名，帯状区を示すと次のようになる。

林床型

ササ型

林床優占種

ニッコウザサ

クマイザサ

メクマイザサ

チシマザサ

ユモトクマイザサ

スズタケ

林

ダケカンパ林

コメッカ林

トウヒ林

ウラジロモミ林

名

コメッカ・ダケカンバ林

カラマツ林

ブナ林

ミズナラ林

ハノレニレ林

シラカンパ林

ズミ林

待状区

[3. b] 

[7. b] 

[8.a] [8. b] 

[10. a] 

[11. c] 

[12. k] [12. 1] [12. m] 

[13. b] 

[14. a] [14. b] [14. c] 

[15. a] 

[17. a] 

[22. a] [22. b] 

コメツガ・ダケカンバ林 [11. a] 

ブナ林

ハノレニレ林

シウリザクヲ林

ヤチダモ林

オオバヤナギ林

ズミ林

オオシラピソ林

コメツガ林

シラカンパ林

ズナラ林

[13. a] [13. c] 

[15. b] 

[16. a] 

[18. a] 

[19. a] 

[22. g] 

[6. b] 

[7. i] 

[17. c] 

[14. f] [14. g] 
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林 床 型

j程 木 型

シ ダ 型

広葉草本型

禾 本 型

蘇類及びスゲ型

ヌi 型

針葉稚樹型

北海道大学農学部演習林研究報告 第 24巻 第 2号

林床優占種

ケ モ モ

ハグサンシャクァゲ

シャクナゲ

レンゲツツ‘/

クロミノウグイスカグラ

ホザキシモツケ

ニッコウシダ

メ シ づ安

ヤマドリゼンマイ

三2 ーマ ナ

テンニンソウ

オニシモツケ

ツボス レ

イワノカリヤス

ヒメノカリヤス

ヤ て才 ア ワ

蘇 類

ミヤマアオスゲ

ス、

メ ツ ガ

三〆 フ ヒ ソ

オオシラビソ

ア ス ナ ロ

コメツガ・オオシラビソ

林

ハイマツ林

ダケカンバ林

カラマツ林

コメツガ林

ヒメコマツ林

カラマツ林

カラマツ林

ズミ林

カラマツ林

ズミ林

カラマツ林

ミズナラ林

名

ミヤマハンノキ林

y、ナラ林

カラマツ林

オオパヤナギ林

オノエヤナギ林

ズミ林

ミヤマハンノキ林

ダケカンバ林

ミヤマハンノキ林

イヌコリヤナギ林

コメツガ林

ツカ林メ::1 

カラマツ林

シラカンパ林

ヤハズハンノキ林

コメッカ林

コメツガ・ダケカンパ林

シラビソ林

オオシラビソ林

コメ ツガ林

コメ ツガ林

三1 メ ツカ林

帯

[1. a] 

[3. c] 

[12. n] 

[7.a] 

状

[9. a] [9. b] [9. c] 

[12. f] 

[12. b] 

[22. d] 

[12. e] 

[22. c] [22. e] 

[12. a] 

[14. e] 

[2. b] 

[14. d] 

[12. c] 

[19.c] 

[20. a] 

[22. f] 

[2. a] [2. c] 

[3. a] 

[2. d] 

[21. a] 

[7.d] 

[7. c] 

区

[12. d] [12. g] [12. j] 

[17. b] 

[4.a] 

[7. f] [7. g] 

[11. b] 

[5.a] 

[6. a] 

[7. e] 

[7.h] 

[7.i] 
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層階の問題: 層の区分;従来の方式に従って 1，11， III， IVの4層階に区分し，その

各々の層階級を 1:20m以上， 11: 20-10 m， 111: 10-2 m， IV: 2 m以下とした。

層階の構成: 土地的条件からみた典型的な森林構成は大きく 2群に分けることがで

きる。 その一群は第 III層を中心とする山岳上部にみられるミヤマハンノキ林，湿原の周

辺にみられるズミ林で，山岳上部の尾根筋に出現するダケカンパ林もこのクーループに属す

る。他の 1群は第 1，II層を中心とするもので，上記の林を除く大部分のが含まれる。す

なわち第I層に 1層があるものとしてオオシラピソ林，コメツガ林， トウヒ林， ヒメコマ

ツ林， ウラジロモミ林，カラマツ林， ブナ林，ミズナラ林，ハルニレ林，シウリザクラ林，

オオバヤナギ林があげられる。なかでも 30mを越えるものとしてはトウヒ林， ウラジロ

モミ林，シウリザクラ林があるが，いずれも谷間で風の影響が少なく土壌的にも肥沃のと

ころに成林したものである。第 II層に 1層があるものはヤハズハンノキ林，シラビソ

林，コメツガ・ダケカンバ混交林，シラカンバ林，ヤチダモ林などがある。特殊なものと

して第 IV層のみからなるハイマツ林[1.a]，第 III-IV層からなる森林限界のシラピソ林

[5. b]，湿原のカラマツ林 [12.h]， [12. i]とイヌコリヤナギ林 [21.a]がある。 なお第IV

層階は調査群落オオパヤナギ林 [19.b]唯1例を除いて，他のすべてにみとめられた。そ

して大部分の林が I-IV，II-IV， III-IVという 2つの層からなる型をしている。なかで

もII-IV型がもっとも多い。調査帯状区の層階構成を示すと次のようになる。

層階別

I-IVs 

I-IVp 

1 -(II)-IV 00 

I-(II)-(III)ーIVs

1 -(II) -(III)-IV Sh 

I-III-IVoo 
1 -(III)-IV s 

I-(III)ーIVH

II-IVs 

基群叢名

コメツガ チシマザサ

トウヒーニツコウザサ

カラマツーーニッコウザサ

ブナークマイザサ

プナ ニッコウザサ

ミスナヲーーニッコウザサ

ミズナラ一一スズタケ

ハノレニレ ニッコウザサ

シウリザクラークマイザサ

オオパヤナギ クマイザサ

ミズナヲーヤマドリゼンマイ

ミスナラ ニッコウシダ

オオシラビソ一一オオシラピソ

オオシラピソーメクマイザサ

ヒメコマツ一一シャクナゲ

コメツガ アスナロ

ウラジロモミ ニッコウザサ

オオパヤナギーテンニンソウ

ダケカンバーーニッコウザサ

帯状区

[7. i] 

[8.a] 

[12. k] [12.1] 

[13. a] [13. c] 

[13. b] 

[14. c] 

[14. f] [14. g] 

[15.a] 

[16. a] 

[19. a] 

[14. d] 

[14. e] 

[6.a] 

[6. b] 

[9. a] [9. b] [9. c] 

[7. h] 

[10. a] 

[19. c] 

[3. b] 
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層階別

II-IVs 

II-IVsh 

II-IVsh-H 

II-IVc 

II-IVM 

II-IVco-M 

II-IVp 

II-IVI王

II-III-IVsh 

II-(III)ーIVs

II-(III)ーIVco

II-(III)-IVH 

II-(III)-IVsh 

II-III-IVco 

II-lII-IVSh 

II-lII-IV 

III-VG 

III-IVsh 

IIl-IVs 

IIl-IVp 

IIl-IVH 

IIHV 

IV 
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基群叢名

コメツガ ニッコウザサ

トウヒ ニツコウすご斗F

コメツガ・ダケカンパーークマイザサ

コメツガ・ダケカンパ一一ニツコウザサ

ミズナラーニッコウザサ

ハノレニレークマイザサ

シラカンバ一一ニツコウザサ

シラカンバーユモトグマイザサ

ヤチダモ クマイザサ

ズミーークマイザサ

帯状人区

[7. b] 

[8. b] 

[11. a] 

[11. 0] 

[14. a] [14. b] 

[15. b] 

[17. a] 

[17.0] 

[18.a] 

[22. g] 

コメツガ シャクナゲ [7. a] 

カラマツークロミノウグイスカグラ [12. b] 

カラマツーハクサンシャクナゲーマイヅノレソウ [12.n] 

ヨメツガーミヤマアオスゲ [7.0] 

コメツガー蘇類 [7. d] 

コメツガ コメツガー蘇類 [7. g] 

カラマツーニッコウシタ [12. a] 

オノエヤナギーオニシモッケ [20.a] 

カラマツーレンゲツツジ [12. f] 

カラマツーズミーレンゲツ，ツジ [12. g] 

カラマツーニッコウザサ [12.m] 

ヤハズハンノキーコメッカ [4.a] 

コメツガーコメツガ [7. f] 

コメッカー一一コメッカー.、ンヲビソ

カラマツ一一ゴマナ

カラマツーーホザキシモツケ

シラビソ一一、ンラピソ

コメッカ オオシラピソ

ヨメッカ、・タAケカンノζ コメッカー

シラカンノ〈一一ズーミ一一レンゲツツジ

カラマツ ス‘ミ

ミヤマハンノキーイワノガリヤス

ミヤマハンノキーーヒメノガリヤス

ダケカンパーイワノガリヤス

イヌコリヤナギーヤマアワ

夕、ケカンパ一一ハクサンシャクナゲ

ズミーホザキシモツケ

ズミークロミノウグイスカグラ

ズミーニツコウザサ

ミヤマハンノキーメシダ

スミーーツボスミレ

シラピソ一一ノ、イマッ

ハイマツーコケモモ

[7.j] 

[12.0] 

[12. e] 

[5.a] 

[7.e] 

[11. b] 

[17. b] 

[12. d] [12. jj 

[2.a] [2.0] 

[2.d] 

[3.a] 

[21. aJ 
[3.0] 

[22.0] [22. e] 

[22. d] 

[22. a] [22. b] 

[2. b] 

[22. f] 

[5. b] 

[1. a] 
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層階の種的構成: 層階の種的構成をみると， 樹蓋の最上層部は大部分は 1種類のみ

で構成され，時として 2種類，稀れに 3種類出現することもある。第 I層に 1層をもっ林

は前述したとおり 11種を数えるが，これらの林床構成種をみるとササ穎が特に多く， I-IV

型の層階構成を示す15標準地のうち 13標準地がニツコウザサ，クマイザ、サ，スズタケで

占められている。残り 2標準地中一つはニッコウザサ型の変型とみられるニツコウシダに

被われており，他の 1つは春季相でヤマドリゼンマイが多かった。この傾向は第II層に 1

層をもっ林についてもみられ， II-IV型の林床もササ類が最も多い。しかし II-IV型にな

ると他の林床優占種も多くなり，シャクナゲ，ハクサンシャクナゲ， クロミノウグイスカ

グラなどの濯木類，その他オニシモツケ， ミヤマアオスゲ，醇類と第IV層にはいろいろ

な優占種が現われる。第 III層に l層のある叢林では第IV層に禾本類が多く，特に山岳

上部においてこの傾向は顕著となり，イワノガリヤス， ヒメノガリヤスなどが第 IV層の

優占種となって現われる。次に第 IV層に針葉樹の稚樹のみられる標準地では一般に林は

2つの層から構成されることは少なく， 3-4つの層から構成される点は輿味がある。
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Resume 

The Nikko district is famous for the wealth of the botanical studies in Japan. 

Even at the present time there are fortunately preserved the fine natural forests 

represented by both the deciduous broad-leaved and the needle-leaved ones. They 

represent one of the most interesting and valuable fields for the study of forest-

vegetatlOn 

Since the last centuny， European and American botrnists have visited this district. 

Among them Dr. Mayer， Prof. Sargent and Wilson are most famous. Among 
Japanese botanists， Prof. J. Matsumura and Dr. T. Makino are the pioneers of 

systematic research， and Dr. H. Takeda and Prof. M. Miyoshi are known as the 

pioneer of ecological investigation. 

The area of the present study was J:estricted from the north of Lake Chuzenzi 

to the inside of the Nikko Ranges. The area includes forest vegetation of the 

alpine， the subalpine and the cold temperate zones. In the upper most， the Pinus 

pumila-thiket is very feebly developed and the Alnus Maxirnowiczii thicket in the 

environs is influeced by the rather recent volcanic activities， espeeially on恥1t.Shirane. 

In the subalpine zone， the needle leaved forests are well developed on the mountain. 

They are mostly represented by Tsuga diversifolia， partly by Abies Mariesii and 

locally by respectively Abies Veitchii， Picea jezoensis var. hondoensis， Pinus parviflora. 

The cold temperate zone is represented by Quercus crispula， mixed sometimes with 

Fagus crenata， and locally by Ulmus propinqua in flat plains. The pure forests are 

locally composed of Salix sachalinensis， Toisusu Urbaniana， Fraxinus mondshurica 

var. japonica and Prunus Ssiori. Malus Sieboldii is often developed on rather drier 

edvironment on flood plains in Senjyδ-ga-hara and in its vicinity. Larix leptolepis 

is distributed between the cold temperate and the subalpine zones， showing the 

vanous communities. 

The following tables show the numbers of the belt-transects， elevations and 

localities; the sociations of the forests， the numbes of the figures， the tables and the 

photos. 
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Bell- Eleva-
Name of Forest Transect t!On Locality 

(m) 

Pinus pumila thicket [1. a] 2450 Mt. Nyoho 

Alnus Maximowiczii thicket [2. a] 2560 乱1t.Shirane 

[2. b] 2190 Southeastern side of Lake Goshiki-numa 

[2. c] 2320 Mt. Nantai 

[2. d] 2060 Northeastern foot of Mt. Komanago 

Betula Ermani forest [3. a] 2330 Mt. Mae-shirane 

[3. bj 1740 Southern foot of乱1t.Omanago 

[3. c] 2400 Mt. Nyoho 

Alnus Matsumurae forest [4. a] 1880 Southern side of Mt. Nyoho 

Abies Veitchii forest [5. a] 1880 Southern side of Mt. Taro 

[5. bj 2450 Mt. Nyoho 

Abies Mariesii forest [6. a] 1740 Northern side of Mt. Shukudobo 

[6. b] 1720 

Tsuga diversifolia forest [7. a] 1800 Eastern side of Mt. Omanago 

[7. b] 1820 

[7. c] 1920 

[7. d] 1980 

[7. e] 1950 Eastern side of Mt. Komanago 

[7. f] 2200 Mt. Nantai 

[7. g] 2140 Mt. Taro 

[7. h] 1580 Southwestern foot of乱1t.Mitsudake 

[7. i j 1650 Western side of Lake Karigom巳

[7. j] 1840 Eastern side of Pass Konsei 

Picea jezoensis var. hondoensis 
forest [8. a] 1680 お1t.Mitsudake 

[8. b] 23附 Mt. Taro 

Pinus parvi.flora forest [9. a] 1500 Mt. Nakayama 

[9. b] 1880 Mt. Mitsudake 

[9. c] 1860 

Abies homolepis forest [10. a] 1405 Yudaki-daira 

BTestuugfd a diuerstfbfid-
Ermani forest [11. a] 1960 Mt. Mae-shirane 

[11. b] 1830 Northeastern foot of Mt目 Nantai

[11. c] 1770 

Larix leptorepis forest [12. a] 1380 Ryuzu 

[12. b] 1385 

[12. c] 1390 Senjyo-ga-hara 

[12. d] 1390 

[12. e] 1390 

[12. f] 1390 
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Name of Forest 

Larix leptorePis forest 

Fagus crenata forest 

Querucus crispula forest 

Ulmus Prolうinquaforest 

Prunus Ssiori forest 

Betula platyphylla var. 
japonica forest 

Fraxinus mandshurica var 
japonica forest 

Toisusu Ureaniana forest 

Salix sachalinensis forest 

Salix integra thicket 

Malus Sieblodii forest 

Bell- Eleva-

Transect t，lOn 
(m) 

Locality 

[12. g] 1390 Senjy凸-ga・hara

[12. h] 1390 

[12. i] 1390 

[12. j] 1395 

[12. k] 1405 Ociashiro-hara 

[12. 1] 1420 Western foot of Mt. Nantai 

[12.m] 1680 Southeastern side of Mt. Omanago 

[12. nJ 2320 Mt. Mae-shirane 

[13. a] 1520 Southern side of Lake Yunoko 

[13. b] 1420 Southwestern foot of Mt. Nantai 

[13. c] 1360 Southern side of Lake Sainoko 

[14. a] 1450 Kotoku 

[14. b] 1440 

[14. c] 1400 Near Pond Senmon 

[14. d] 1410 Odashiro-hara 

[14. e] 14仰 Yanagisawa-rindo

[14. f] 1350 Southwestern foot of Mt. Nantai 

[14. g] 1275 Senjyu-ga占ara

[15. a] 1405 Senjyo-ga-hara 

[15. b] 1275 Senjyu-ga-hara 

[16. a] 1420 Southern side of Pass Yumihari 

[17. a] 1470 Kotoku 

[17. b] 1450 

[17. c] 1275 Senjyu-ga-hara 

[18. a] 1310 Northern side of Lake Sainoko 

[19. a] 16:::0 Northern side of Lake Karigome 

[19. b] 1270 Senjyu-ga・hara

[19. cJ 1290 Southwestern side of Lake Chuzenji 

[20. a] 1660 Pass Kotoge 

[21. a] 1400 Senjyo・ga-hara

[22. a] 1405 

[22. b] 1405 

[22. cJ 1400 

[22. d] 1395 

[22. e] 1390 

[22. f] 1390 

[22. g] 1320 Senjyu-ga・hara
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Transect Sociation Fig Table Photo 

[1. a] Pinus pumiよa-Vaccinium Vitis-Idaea 3 1， 2 1 

[2. a] Alnus Maximowiczii-Calamagrostis Langsdorffii 4 3， 4， 5 

[2. b] Alnus Maximowiczii-Athyrium melanolepis 5 6， 7， 8 4 

[2. c] A. Maximowiczii-Calamagrostis Langsdor ffii 6 9， 10， 11 3 

[2. d] A. Maximowiczii-Calamagrostis hakonensis 7 12， 13， 14 

[3. a] Betula Ermani-Calamagrostis Langsdorffii 8 15， 16， 17 

[3. b] B. Ermani-Sasa nikkoensis 9 18， 19， 20 6 

[3. c] B叶 Ermani-RhododendronFauriae 10 21， 22， 23 

[4. a] Alnus Matsumurae-Tsuga diversifolia 11 24， 25， 26 

[5. a] Abies Veitchii-Abies Veitchii 12 27， 28， 29 7 

[5. b] A. Veitchii-Pinus pumila 13 30， 31 2 

[6. a] A. Mariesii-A.bies Mariesii 14 32， 33， 34， 35 9 

[6. b] A. Mariesii-Sasa paniculata var. ontakensis 15 36， 37， 38 8 

[7. a] Tsuga diversifolia-Rhododendron Metternichii 17 39， 40， 41 11 
var. pentamerum 

[7. b] T. diversifolia-Sasa nikkoensis 18 42， 43， 44 12 

[7. c] T. diversifolia-Carex sachαlinensis var. longiuscula 19 45， 46， 47 13 

[7. d] T. diversifolia-Moss 20 48， 49， 50 

[7. e] T. diversifolia-Abies Mariesii 21 51， 52， 53， 54 14 

[7. f] T. diversifolia-Tsuga diversグ'olia 22 55， 56， 57， 58 

[7. g] T. diversifolia-Tsuga diversifolia・Moss 23 59， 60， 61 

[7. h] T. diverszjolia-Thujoposis dolabrata 24 62， 63， 64 

[7. i] T. diversifolia-Sasa ku門lensis 25 65， 66， 67 

[7. j] T. diversifolia-Tsuga diversifolia.Abies Veitchii 26 68， 69， 70 

[8. a] Picea jezoensis var. hondoensis-Sasa nikkoensis 27 71， 72， 73 

[8. b] P. jezoensis var. hondoensis-Sasa nikkoensis 28 74， 75， 76， 77 15， 16 

[9. a] Pinus parviflora-Rhododendron Metternichii 29 78， 79， 80 
var. pentamerllm 

[9. b] P. parviflora-Rhododendron Metternichii var. 30 81， 82， 83 
pentamerum 

[9. c] P. parviflora-Rhododendron Metternichii var. 31 84， 85， 86 
lうentame門1m

[10. a] Abies homolφis-Sasa nikkoensis 32 87， 88， 89 17， 18 

[11. a] TSllga diversifolia.Betllla Ermani-Sasa paniculata 33 90， 91， 92 

[11. b] T. diversifolia・B.ErmanトTSllgadiversifolia 34 93， 94， 95， 96 

[11. c] T. diversifolia. B. Ermani-Sasa nikkoensis 35 97， 98， 99 

[12. a] Larix leptolepis-Lastrea nipponica 36 100，101，102 19 

[12. b] L. leρtolepis-Lonicera caerulea var. emphyllocalyx 37 103，104，105 21 

[12. c] L. leptoleρis-Aster Glehni var. hondoensis 38 106，107，108 

[12. d] L. leptolepis-Malus Sieboldii 39 109， 110， 111 24 

[12. e] L. leptolepis-Spiraea salicifolia 40 112， 113， 114 23 
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[12. f] L. leptolψis-Rhοdod.ωdron japonicum 41 115，116，117 

[12. g] L. leptolepis-Rhododendron japonicum 42 118， 119， 120 

[12. h] Sphagnul1l-Vaccinium uliginosum-Larix leptolepis 43 121， 122， 123 

[12. i] Moliniopsis japonica-Larix leptolepis 44 124，125，126 

[12. j] Larix leptolepis-Malus Sieboldii 45 127，1280129 

[12. k] L. leρtolepis-Sasa nikkoensis 46 130，131，132 

[12. 1] L. le1うtoleρis-Sasanikkoensis 47 133，134，135 

[12.m] L. 1φtolφis-Sasa nikkoensis 48 136，137，138 

[12. n] L. leptolepis-Rhododendron Fauriae 49 139， 140， 141 

[13. a] Fagus crenata-Sasa paniculata 51 142， 143， 144 

[13. b] F. crenata-Sa5a nikkoensis 52 145， 146， 147 

[13. c] F. curenata-Sasa paniculata 53 148， 149， 150 

[14. a] Querucus cri司pula-Sasanikkoensis 54 151， 152， 153 

[14. b] Q. c門学ula-Sasanikkoensis 55 154，155，156 

[14. c] Q. crispula-Sasa nikkoensis 56 157，158，159 

[14. d] Q. crisPllla-Osmllnda asiatica 57 160， 161， 162 

[14. e] Q. crispula-Lastrea nipponica 58 163， 16v， 165 25 

[14. f] Q. cri学ula-Sasa1りurpllrascens 59 166，167，168 26 

[14. g] Q. crisPlllaδasa pll1アllrascens 60 169， 170， 171 

[15. a] Ulmlls propinqua-Sasa nikkoensis 61 172，173，174 

[15. b] u.jう1'01うinqlla-Sasapaniculata 62 175，176，177 27 

[16. aj Prunlls Ssiori-Sasaρaniculata 63 178，179，180 28 

[17. a] βetula platyphylla var. japonica-Sasa nikkoellsis 64 181，182，183 29 

[17. b] B.ρnfaihtyhpohenysfJza s var.jdρonica-Malus Sieboldii-Sasa 65 184，185，186 30 

[17. c] B. platyphylla var. japonica-Sasa Makinoi 66 187， 188， 189 

[18. a] Fraxinus mandshurica var. japonica-Sasa 67 190， 191， 192 31 
paniculata 

[19. a] Toisusu Urbaniana-Sasa paniculata 68 193，194，195 

[19. b] T. Urbaniana community 69 196， 197， 198 

[19. c] T. Urbaniana-Comanthoφhace stellipila var. 70 199，200，201 32 
sublanceolata 

[20. a] Salix sachalinensis-Filipendula kamtschatica 71 202，203，204 

[21. a] S. integra開CalamagrostisEpigeios 72 205，206，207 

[22. a] Malus Sieboldii-Sasa nikkoensis 74 208，209，210 34 

[22. b] M. Sieboldii-Sasa nikkoensis 75 211，212，213 

[22. c] M. Sieboldii-Sρiraea salicifolia 76 214，215，216 36 

[22. d] λ1. Sieboldii-Lonu:era caerulea var. emj>hyllocalyx 77 217，218，219 

[22. e] M. Sieboldii-Spiraea salicifolia 78 220，221，222 35 

[22. f] M. Sieboldii-1'iola verucunda 79 223，224，225 

[22. g] M. Sieboldii-Sasa paniculata 80 226，227，228 33 



i. Situation 

奥日光の森林植生(詳;脇・伊藤・遠山・検溝J 4S7 

Notes on climate 

Locality Pref. 

Ch日g白shi

Longitude 
(E) 

Elevation 
(m) 

Latitude 
(N) 

Period 

139.30 1950-1960 Tochigi 

Chugushi at the Northern side of Lake Chuzepji. 

36.44 1334.9 

ii. Snow and Frost 

Locality 
Last day 

Ch百gushi

Snow Frost 

First day First day Last day 

2. Nov 1. Oct. 15. May 29. Apr 

iii. Temperature (oC) 

JI m IV V VI vn V皿 JX X Annual 
XI 沼I

mean 

Average -3.8 -3.6 -0.5 4.7 9.3 13.0 17.2 18.2 14.5 8.1 3.6 0.8 6.7 

Maximum -0.2 0.8 4.0 9.7 14.3 16.8 20.9 22.0 18.2 12.7 8.1 3.3 10.9 

Minimum -7.7 --7.3 -4.2 0.5 4.7 9.5 14.1 15.3 11.7 5.4 0.0 -4.1 3.2 

iv. Precipitation (mm) 

Chugushi 

Locality 1 JI m IV V v1羽田 JX X XI XII T otal 

62.7 83.4 125.3 156.5 196.8 220.9 234.2 356.2 404.8 233.4 91.5 68.1 2233.8 
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Photo 1. ハイマツーヨケモモ基1:1'1世[1.a] 女峯山

PillllS pumila-VacciniuJJl-Vitis-Iclaea soc. [1. a] Mt. Nyoho 

Photo 2. シラピソ ハイマア基群叢 [5.a] 女峯山

Abies Veitchii.Pinus pumila 50C. [5. a] Mt. Nyoho 

Plate 1 



Photo 3. ミヤマハ γ ノキ イワノガりヤ ス基群叢 [2.c] 男体山

Alnus lHaximotuiczu-Calamagrostis LωIgsdorffii soc. [2. c] Mt. Nantai 

Photo 4. ミヤマハンノキー メシダ基群叢 [2.b] 五色沼

AlllUS J¥1aximo7.uiczii-AthyrillllιlIlelanolepis soc. [2. b] 

Southeasten side 01 Lake Goshiki-numa 

Plate II 



Plate III 

Photo 5. タケ カ ンパ イワ ノガリヤ ス基群叢 [3寸 前白根山

Betula Erlllani-Calalllagrostis Lallgsdorffii 50C. [3. a] Mt. Mae-shirane 

Photo 6. ダケカンパーニ ァつウザ サ基群議 [3.b] 志津

Betula Ennani-Sasa llikkoens日 50C[3. b] Shizu 
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〈Photo 8. オオシラビソ ー メクマイザサ越群議 [6.b] 宿1i1;::tjj山

Abies Mariesii-SasaρaniCllLata var. ontakensis soc. [6. b] 
Mt. Shulくudobo

Photo 7. '/ラビソ - '/ラビソ 2，~1昨波 [5.a ] 太郎山

Ab，刊 Veitchii-AbiesVeitchii soc. [5. a] Mt. Tar凸



Photo 9. オオシ ラビソーオオ シラビソ基群叢 [6.a] 宿主坊山

Abies Mariesii-Abies J¥lIariesii soc. [6. a] Mt. Shukud凸b凸

Photo 10. γ ラビソ の縞 枯れ太郎山

Shimagare of Abies Veitchii on the Mt. Taro 

Plate V. 



Photo 11. コメツガーシャク ナ ゲ基 群叢 [7.a] 大京名子山

Tロ叩f管.gaどdiτ rer.百s，~ぴliJb凶aト-R可VwdodelldめrOJl NJetter，一川dui var. jρう加e白削11川ltal川llel円問UI川!lsoc 

[7. a斗]Mt. Oman悶1国ago

Photo 12. コメツガーニッコウサPサ基群 叢 [7.b] 大其名子山

Tsuga divers伶lia-SasalIikkoensis 50C. [7. b] Mt. Omanago 

Plate VI 



Photo 13. コメ ツガー ミヤマ アオスゲ:l，!;・群叢 [7.c] 大江名手山

Tsuga diversifolia.Carex sachal川 ensisvar. longiuscllla soc 

[7. c] Mt. Omanago 

Photo 14. コメツガ オオ シラビソ基群議 [7.e] 小真名子山

Tsuga diversifolia.Abies Mariesii 50C. [7. e] Mt. Komanago 

Plate VII 



Plate VIII 

Photo 15. トウヒ林遠望 [8.b] 太郎山

The forest of Picea jezoensis、ar.hondoens日 [8.b] Mt. Tar凸

Photo 16. ウヒ ニッコウザサ基群議 [8.b] 太郎山

Picea jezocnsis var. hondoeJlsis~Sasa nikkocJlsis SOC. [8. b] Mt. Tar凸



Plate IX 

Photo 17. ウラジロモミ林 [10.a]湯沌平

The forest 01 Abies 110川 olepis[10. a] Yudaki.daira 

Photo 18. ウラユノロモミ ニ yコウザサ基群叢 [10.aJ 湯/1[平

Abies lzomolepis.Sasa nikkoensis soc. [10. a] Yudaki-daira 



Plate X. 

Photo 19. カラマツー ニッコウシダ基 群議 [12.a] 屯liJ¥

Larix leptoletis.Lastrea 1lltpollica 50C. [12. a] Ryuzu 

Photo 20. カラ マ アーハクサンゾ ヤクナ ゲーマ イヅノレソウ基群波 [12.n] 前白根山

Larix leρtol.φis-Rhododel1droll Fauriae-lVJaianthemum dilatatum soc. [12. n] Mt. Mae-shirane 
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ePhoto 22. カラマ ツ ユ ッ コ ウリサ J，¥;Wr波 [l2.k] 小 1 1I 1~ 院l

La川ぷ letlo!etis・Sa川 nikkoensis50C. [l2. k] Odashげo-hara

i'li:IiJl Photo 21. カラマ ッ ク ロ 、ノ ウグ イスカ ダラ )，¥;I昨J長[l2.b] 
LllriL Leρtοleρis-l."ollicera cacru/ea var. cmthyLlocalyι 
50C. (12. b] Ry白山



Photo 23. カラマツーホザキンモヅケ基群滋 [12.e] 戦場ガ原

La川'xleρtolψis-Stiraea .I'alicij'olia SOC. [12. e] Senjyo-ga・hara

Photo 24. カラマツーズミ基群叢 [12.d] 戦場ガ原

Lari:τlettoletis-Malu.s Sieboldii 50C. [12. d] Senjyo-ga-hara 

Plate XII. 
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H
H同Photo 26. ミスナラ ススタケJ"昨波 [14.f] リH+UIIYi凶従

QuerUClfS cri、tula-Sasaturj:川川.'('1'11.'soc. [14. f] 
Southwestern foot of Mt. Nantai 

Photo 25. 、スナラ ニ ツコウ〆タ)よl昨;n[14. e] 柳iJ{林J且
QUCJi(CIfS日γ、ρula-l，astrealIippο11;'" 50C. [14. e1 y日n汎gls礼wa-rindo



Photo 27. ハノレニレ クマイザサ1&111;11[15. b] T手ノf/JjjI 

Ullllus向。ρU/(jl(((-Sa川 ρllnirulatasoc. r 15. b] Senjyu-ga-hara 

Photo 28. γ ウリザクラ - !Iマイザサ悲1作浪 [11;.a] ，) 強峠

J>r 

Plate XIV 



Photo 29. ゾラカ ンハ ニ γコウザサ基併殺 [17.a] 光徳

setulaρlaり.>thyltavar. jaρol1ica-Sasa nikkoensis soc. [17. a] Kotoku 

Photo 30. シラカンパーズミ ニ yコウザサ基群設 [17.b] 光徳

setu.la tlatythylta var. jatonica.Malus SieboldiトSasanikkocllsis soc 

[17. b] Kotoku 

Plate XV  



Plate XVl. 
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Plate XVII. 

Photo 33. ズ ミークマイザサ基群設 [22.g] 千手ノ~n京

li1allls Sieboldii-Sasa pallicllla/a 50C. [22. g] Senjyu-ga.hara 

Photo 34. ズ ミーニッコウザサ基群叢 [22.a] 戦場ガ原

MaLlIs Sieboldii-Sasa lIikkoellsis 50C. [22. a] Senjyo-ga-hara 



Plate XVIII 

Photo 35. ズミーホザキ‘ノモ ツケ基群盗 [22.e] 戦場ヵ原

Mal川 Sieboldii.Spiraeasaliufolia 50C. [22. e] Senjyo. ga-hara 

Photo 36. ズミーホザキシモツケ基群草壁 [22.c] 戦場カ'原

Mallls SieboldiトSpiraeasalicifolia 50C. [22. c] Senjyo-ga-hara 


